


心 の 糧

十二使徒評議 員会会 員

ブ ル ー ス･R･マ ッコ ン キ ー

わ れ ら は,世 界 の あ らゆ る所 に住 む 人 々が キ リス トの もと

に来 て キ リス トを 神 の 御子 と して 受 け入 れ,そ の啓 示 した も

う律 法 に従 う こ と に よ り,こ の 世 に お い て は平 安 を得,来 た

るべ き世 にお い て は 永 遠 の 救 い に あず か る よ う促 す もので あ

る。

わ れ らは キ リス トを 信 じ,ま た そ の神 聖 な使 命 を証 す る。

わ れ らは,モ ル モ ン経 に 記 され て い るが ご と く,｢全 能 の

主 キ リス トの 御 名 に よ るほ か に は世 の人 に救 いを 与 え る こと

ので き る名 も道 も方法 も一 切 な い｣(モ ー サ ヤ3:17)こ と

を 信 ず る。

ま た わ れ らは,モ ル モ ン経 の 言葉 の ご と く,｢過 去,現 在

未来 を 通 じて,救 い は身 代 りの 瞭 罪 を な した も う全 能 の主 な

るキ リス トの血 に 由 って与 え られ る｣(モ ー サ ヤ3:18)こ

とを 信 ず る。

わ れ らは神 に感 謝 す る。 そ の 大 い な る恵 み にか ない て,予

言者 た ち が再 び 召 され,力 と確 信 に満 ちて,キ リス トと救 い

に 関 す る真 理 を再 度 明 らか に した も う こ とを 。 い に しえ の 予

言 者 た ち が予 言 し,約 束 した が ご と く,偉 大 な回 復 の 時 が 到

来 した。 キ リス トは,再 び天 か ら御 姿 を現 わ され,神 権 と鍵

は再 び生 け る使 徒 た ち の頭 上 に 固 あ られ た 。 古 代 の 忠 実 な 人

々 に よ り享 受 され た啓 示,示 現,奇 跡,そ して も ろ も ろの 賜

物 と恵 み は,今 や キ リス トの も とに来 て,人 々の 前 で その 聖

な る御 名 を告 白す る人 々 に,ま た 神 が キ リス トを 死 者 の中 か

ら よみが え らせ,主 とな し,王 とな した も う こ とを 真 心 か ら

信 ず る人 々 に与 え られ て い る。･

か くして,権 威 あ る立 法 官 が言 うが ご と く,わ れ らは,世

界 の あ らゆ る人 々 が キ リス トの も とに来 て完 全 な 者 とな り,

罪深 い 己 れ を捨 て,キ リス トを 神 の 御子 と して 受 け入 れ,自

らの た ゐ6に,こ の世 に お い て は平 安 を得,来 た るべ き世 に お

い て は永 遠 の救 い に あ ず か る よ う促 す もの で あ る。主 イエ ス

･キ リス トの御 名 に よ り。 アー メ ン。

今月の聖徒の道
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で,左 か ら,年 老 いた ユダヤ人,ユ ダヤ人 の少女,山 上の垂訓 が語

られた場所 と して知 られ る ベアテ ィテ ユー ド山(八 福の教 えの意)

それに悲 しみの壁で祈 るユダヤ人で ある。
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今月の聖徒の道

今月号 には， 聖地 とユダヤ人 の帰還 に関す る３編 の

記 事を掲載 しま した。救 い主 の再 降臨に先立 って起 こ

る主要 なで きごとのひ とつは， ユダヤ人 たちが， その

受 け継 ぎの地へ帰 る ことです。 ここ数年来，聖地周辺

に起 きてい る事件 は，予言 に通 じ，救 い主 の降臨を待

ち望む人 々によ り，興味深 く見守 られてい ます。

ジ ェームス ・Ｒ ・クラークによる 「聖地一大 管長会

の声 明か ら」 は，ユダ ヤ人の集合 に関 して， この神権ｉ

時代 の予言者た ちの述 べた声 明を編集 した ものです。

ダニーエ ル ・Ｈ ・ラ ドロウによ る 「聖地 の将来」 は，

予言の成就 に伴 って必ず起 きるで きご とに対す る指針

です。 ラ ド白ウ博士 は， ブ リガ ム ・ヤ ング大学 の宗教

教育学部 の学部長をつ とめた こともあ り，博士 号取得

後， エルサレムにあるヘブ ライ大学で も，研究 に従事

しま した。現 在，博 士 は教会 内務伝達部教育資料担 当

主幹 で あ り， そ こで，教会 で使用 され るテキス トや教

材 の出版 を指導 してい ます 。

エルデ ィン ・リックスによ る 「ユダヤ人 の帰還」 は

著者 がユダヤ人 と接触 した時，教会が彼 らに抱 いてい

る関心， そ して， この神権時代の予言者た ちの集合 に

関す る予言 に対 し，彼 らの示 した反応 を記 した興味深

い記 事です。

今 後， イス ラエルの家 と聖地 に関 して， さ らに多 く

の記事 を掲載す る予定ですσ

蓼

濃 一 ｉ
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ユ ダヤ の丘陵地帯 と

オ リブ山

聖 地
大管長会の声明よ り

ジ ェ ー ム ス ・Ｒ ・ ク ラ ー ク

１三＿ ．

回 復 に 際 して そ の 中心 とな る テ ー マ

は ， 散乱 した ア ブ ラハ ムの子 孫 の集 合

で あ り， その聖 地 の腰 い で あ る。

近 代 の イ ス ラエ ル人 の 一部 で あ る末

日聖 徒 が ， １８４５年 ， 彼 らの家 々 や土 地

を追 われ た頃 ， 当 時教 会 を 管理 す る機

関 で あ った 十 二 使 徒 定 員会 は， 古 代 の

イ ス ラ エル 人 と近 代 の イ ス ラエ ル人 の

誓 約 の類 似 を思 わ せ る １通 の回 状 を送

っ た。 そ の一 部 に次 の よ う に記１され て

い るＱ

「予言 の み た ま は
， モル モ ン経 で ず

っ と以前 か ら， この 国民 が ， 末 戸の イ

ス ラエ ル 人 に 対 し何 を なす か とい うこ

とを 教 え て い る。 … … モ ル デ カ・ｆに対

して 行 わ れ よ う と した謀 略 と同 じ邪 悪

が ， ま た その 民 の す べ て の 家族 を ね ら

って い る。 …… ふ た つ の もの は ，一 致

して い な くて は共 に歩 む こと はで きな

い。 エ サ ウが 国 を治 めて い る間 ヤ コ ブ

は 国 内 に留 ま る こと はで き なか った 。

約 束 の 子 が ，流 血 に飢 え か わ く者 か ら

逃 れ る こ とは， 賢 明 な こ とで あ っ た。

全 世 界 の王 国 の 世継 ぎで さえ， 殺 り く

を求 め る者 が 死 ぬ まで ， 急 い で遠 国 に

逃 れ られ た ので あ る 。」１

５０

回 復 に先 立 ち，神 の御 前 か ら送 られ

た天 使 モ ロナ イが ， １８２３年 に ジ ョセ フ

ス ミス を訪 れ たが ， そ の時 旧約 聖 書 か

ら予 言 を 引用 した。 そ の中 に は ヨ エル

書 の 次 の聖 句 が あ る。 「す べ て 主 の 名

を 呼 ぶ者 は救 わ れ る。 それ は主 が 言 わ

れ た よ うに， シオ ンの 山 とエル サ レム

とに ， の が れ る者 が あ るか らで あ る。

そ の 残 った 者 の うち に， 主 の お 召 しに

な る者 が あ る。」 （ヨエ ル ２ ＝３２）

モ ロ ナ イ の訪 れ か ら１０年 ，教 会 が組

織 され て か ら ３年 た って ， ジ ョセ ブ ・

ス ミス は神 の命 に よ り， す べ て の聖 徒

に警 告 の手 紙 を書 き送 った 。 そ の 手 紙

に は次 の よ うに あ る。

「ア ブ ラハ ム
， イ サ ク， ヤ コ ブ の神

が ， そ の御 手 を再 び伸 ば した もう時 が

遂 に 到 来 した。 神 の民 の残 され た 者 を

ア ッシ リア， エ ジプ ト， パ テ ロス， エ

チ オ ピア， エ ラ ム， シ ナル， ハ マ テお

よ び海 の島 々か ら呼 び も ど され る。 ま

た異 邦 人 全 部 の救 い を もた ら し， イ ス

ラエ ル の罪 が 除 き去 られ る時 ， 約 束 さ

れ た契 約 も うち たて られ る の で あ る。

次 の諸 聖 句 を参 照 せ よ 。イ ザ ヤ書 １１章 ，

ロ ー マ人 へ の手 紙 １１：２５－ ２７， エ レ ミ

ヤ書 ３１：３１－ ３３。 この 契 約 は ， い ま だ

か つて イ ス ラエル の 家 と うち た て られ

た こと もな けれ ば， ユダ の 家 とた て ら

れ た こ と もない 。 な ぜ な ら，契 約 に は

二 者 が 不 可 欠 で あ り， しか もそ の二 者

は 同意 しな けれ ば な らず ， そ うで な け

れ ば， いか な る契 約 も結 び え な け か ら

で あ る。

しか し， ユ “の部 は， １ エル レ

ムに』帰藩 げ … … ユ ダ は エル サ レムで解
　 がア　

放 を そ の手 中 に収 め るで あ ろ 尻 次 の

諸 聖 句 を参 照 せ よ。 ヨエ ル書 ２ ：３２，

９イ ザ ヤ書 ２６：２０－ ２１
， エ レ ミヤ書 ３１：

１２， 詩 篇 １ ：５， エ ゼ キ エ ル書 ３４：１１

－ １３
。 これ ら諸 聖 句 は， よき羊 飼 いが

御 自分 の羊 た ち の上 に手 を差 し伸 べ ら

れ ， 暗 雲 た ち込 め る 日 に追 い 散 ら され

た あ る ゆ る 国 々か ら， シオ ンヘ エ ル サ

レ ムへ と導 き出 され るで あ ろ う との証

で あ る。」２

「騨 憲る騒 ２蝋

の騨 古代の予言者であり

立法者であったモーセが，．．聾 貝

嬰 糎 一乙磁胞黙哩 わ処た時

彼 に よ りジ ョセ フ ・ス ミスに与 え られ

た。
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エ ル サ レム を 見お ろす オ リブの 山で 話 す

Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ー 副管 長

デ ビ ツ ド ・Ｂ ・ガ ル ブ レ イス撮 影

の よ うな指 示 が あ る。 「イ ス ラ エル の

神 は， 地 上 に 神 の王 国 を打 ち建 て るに

必 要 な す べ て の事 柄 を， そ の弟 子 た ち

に 伝 え るで あ ろ う。 それ は イ ス ラエル

人 が集 め られ るた め で あ る。 す な わ ち

全 地 に 散 ら され た ア ブ ラハ ムの 血族 が

皆 集 め られ ， シオ ンが建 設 され， エ ル

サ レムが 再 建 され ， 神 の栄 光 と知 識 が

全 地 にみ な ぎ る よ うに な る た め で あ

る 。ノ

５２

モ ル モ ンの 西 部 へ の 大 脱 出 の終 わ っ

た後 の１８４９年 ， 大 管 長 会 は聖 徒 た ち に

次 の よ うな指 示 を 出 した 。 「ユ ダか ら

追 わ れ た者 や エ フ ラ イ ムの 残 りの 者 た

ち を集 め， 四 方 よ りその 受 け継 ぎの 地

に至 らしめ よ。 か く して シ オ ンが 打 ち

建 て られ， エ ル サ レムが 再 建 され ， 末

日の 栄光 が地 を満 たす ので あ る 。」６

１８５１年大 管 長 会 が教 会 に 向 けて 発 し

た 第 五 の 一般 書 簡 に は， 次 の よ うに あ

る。 「イ ス ラエ ル 人 の集 合 と … て 二囲

始 され た 。 ユ ダ ヤは， そ ． 一ゴ「’く庄民 を

受 け入 れ て い る三二て 一冗 し， 聖 な る市

は再 建 の 途 「二 千 る。 これ は メ シア の

訪 れ が 近 二、・う顕 著 な しる しに他 な

１つ笥 ． ．⊃ゴ

末 日聖 徒 イ エ ス キ リス ト教 会 は １８濫

年 ， トル コに伝 道 部 を 開設 した ， １Ｓ８９

年 ９月 ２２日， その 伝 道 部 で 初 め て ア ラ

ブ人 の改 宗 者 た ちが ， ア イ〕 如ブの地



ゲ ッセ マ ネ の 園で ，

ヒ ュー ・Ｂ ・ブ ラ ウ ン長 老

ル イ ス ・Ｊ ・シュ リッカ ー ・ジ ュ孟 ア博 士 撮 影

でバプテスマを受けたのである。１８６７

年，ウイルフォー ド・ウッドラフ大管

長と副管長たちは， トルコにいる 「愛

する兄弟姉妹たち」に向けて次のよう

な手紙を送った。

「……キ リス トの降臨の時に関し，

無益な詮議はしないように。確かに，

定められた時はあるが，それは神だけ

が知っておられるのである。神はその

時をまだ啓示されてはおられない。 し

カー 一

い聾 ④一 に

って こ’ 唱、 この日が遠か

らぬ こ とを我 々 は 知 って い る。 なぜ な

らば ，主 の 降 臨 の しる しが ， 現 在 歴 然

と して い るか らで あ る。 しか し， そ の

偉 大 な で きご との た め に備 えて おか ね

ば な らぬ こ とが た くさ ん あ る。 多 くの

正 直 な人 々 は， ま だ主 の偉 大 な末 日 の

御 業 に つ い て 聞 い て は い な い。 シ オ ン

を完 全 に建 設 しな けれ ば な らな い し，

エ ル サ レム は ユ ダ ヤ人 に よ って 再 建 さ

れ ね ば な らな い。 十 支 族 は北 方 か ら戻

らね ば な らな い。 イ ス ラエ ル の 家 に 属

す る ア メ リカ イ ン デ ィア ンは ， 改宗 し

て主 の働 き手 とな らね ば な らな い。 そ

して ， イ ス ラ エル の 家 の様 々 な枝 に属

す る さ らに多 くの 者 が ，約 束 の地 へ 帰

り， 主 に まみ え， 主 を迎 え る備 え を し

な けれ ば な らな い。 なぜ な ら， 主 こそ

その 降 臨 の折 ， 彼 らの王 とな られ る御

方 で あ るか らで あ る 。」８

パ レス チ ナに ユ ダ ヤ人 の故 国 を 建 設

す る とい う， １９１７年 １１月 ２日ーの 英 国 政

府 に よる バ ル フ ォ ア宣 言 は ， な か な か

実現 困難 な こ とで あ っ た。 １９２１年， ア

ラブ人 とユ ダ ヤ人 が 領 土 問 題 を め ぐっ

て紛 糾 して い る時 ， ビーバ ー ・Ｊ ・グ

ラント大管長は，その年の４月の総大

会で次のように述べた。

「地上に再び回復された神の聖なる

神権の権能により，また神の予言者の

命のもとに，主イエス ・キリス トの使

徒たちはすでに聖地に赴き，かの地を

ユダヤ人の帰還のために奉献 した。主

の時が来れば，彼 らは再び主の目に適

う者 となるであろうことをわれ らは信

ずる。それゆえ，いかなる末日聖徒も

この民族に敵対する運動に加担して罪

を犯す ことのなきよう命ずる。」９

１９５９年 ３月 ２日，大管長会は，十二

使徒評議員会の リグラン ド・リチャー

ズ長老の功績を讃える書簡を，ステー

キ部長，ステーキ部伝道部長あて発送

した。 リチャーズ長老は大管長会の指

示を受けて，ユダヤ人たちが回復され

た福音を探 し求めるよう，並々ならぬ

努力を払ったのである。またその書簡

で，ユダヤ人の人口がかなりある大 き

な都市で，ユダヤ人のためにステーキ

部宣教師プログラムを開始することが

示唆された。この書簡にあるいくつか

の指示をもって， この記事の結論とし

てもさしつかえないだろう。

「ろテ」キ部内の他の人々同様，ス

テーキ部宣教師 も，現在非常な論議を

呼んでいる 『親ユダヤ主義あるいは反

ユダヤ主義』の問題に関 し，いかなる

形の運動をも助長することのないよう

ここで指導することは賢明なことと考

える。一般的に申し上げて，モルモン

の人々は，ユダヤ人をよく理解 し，ま

た恐 らく，他のいかなる人々よりも，

好意的であったと考えている。全人類

が兄弟であるとの概念に立てば，われ，

われがひとつの民 として，天父のいか

な る子 供 た ちに対 して も，偏 見 や悪 意

を 抱 くとい う こ とは ，支 持 で き な い こ

とで あ る。 そ うい った類 の運 動 は必 ず

や 誤 解 と議 論 を 生 じ， だ れ に も実 質 的

な利 益 を も た らさな い で あ ろ う。 われ

わ れ は ユ ダ ヤ人 に伝 え た い メ ッセ ー ジ

を 携 え て い る。 彼 らが耳 を傾 け る な ら

ば ， そ の メ ッセ ー ジを与 え る こ とに こ

の上 な い幸 福 を 感 ず る もの で あ る。

この書 簡 の 主 題 に 関 し， わ れ わ れ は

一 勲 娘測 購

すゑ と 蟻 訟愚 な な試 義 ゑ 期 、鵜 こ

の ム こ ’立 ゲい 。 … … … われ われ

は啓 示 を受 け入 れ る し，予 言 を信 じて

い る。 しか し成 就 の 時 は ，主 の深 遠 な

知 恵 の 内 にあ る。 す べ て の人 々が 予 言

の 成就 に備 え る よ う教 え， あ との こと

は す べ て主 にお任 せ す る のが み こ ころ

で あ る 。」１０

こう して み る と， 大 管 長 会 が １５０年

近 くの 間 ，散 乱 した ア ブ ラハ ム の子 孫

の 集 合 とそ の聖 地 の 回復 の教 義 を ， 一

貫 して教 え て い る こ とが わか るの で あ

る。

注

１． 「教会歴史記録」第 ７巻 Ｐ．４７８－７９

２． 同上 第 １巻 Ｐ．３１３．３１５

３． 同上 第 ５巻 Ｐ．３３７

４． 同上 第 ５巻 Ｐ．４２３

５． マシアス ・Ｆ ・カウ リー
「ウイル ７オー ド・ウッ ドラフ」

Ｐ．２３１－３２

６． 「ミレニ アル ・ス ター」

第１１巻 Ｐ，２３１

７． 同上 第１３巻 Ｐ．２０９

８． 教会歴 史事務 局記録

９． 「エ ラ」 １９２１年 ６月号 Ｐ．７４７

１０．教 会歴史事務 局記録

クラー ク博 士は， これまで何冊かの本の著

作 や編集 にあた って いる。 その中には 「高

価 なる真珠物語」，「大管長会 メ ッセー ジ」

がある。 博士 は現在， ブ リガムヤング大学

の古代聖典学 の教授であ り， シャロン東ス

テー キ部 オー ク ヒル第 １ワー ド部の会員で

ある。

５３

糞
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耳ロ主

ロ ー レ ル ・ Ｇ 。コ ー ル 撮 影

地 の 将

ダ ニ エ ル ・Ｈ ・ラ ドロ ウ

来

５４

ヨ ー ロ ッパ ， ア ジ ア， ア フ リ カの ３

大 陸 が 接 す る戦 略上 の要 所 で あ る と い

う こ とか ら，聖 地 は ， い つ もき わ めて

重 要 な 地 点 とみ な され て き た。 そ して

今 日， ほ とん どの 国 々 の指 導 者 を は じ

め 多 くの 入 々は ， この戦 略的 要 地 の将

来 につ い て 深 い 関心 を寄 せ て い る。

しか し， 私 た ち末 日聖 徒 は ，他 の い

か な る人 々 よ り もそ の将 来 に つ い て多

くの 事 柄 を 知 って い る と言 え る だ ろ

う。 将 来 につ い て 知 る こ との で きる唯

一 の確 か な方 法 は
， 予言 の み た ま に よ

る もので あ り， この 聖 霊 の 賜 は必 ず真

の教 会 に伴 う もので あ る。 この た め に

末 日聖 徒 で あ る私 た ち は， 世 が聖 地 に

つ い て知 って い る こと はす べ て 知 る こ

とが で き るだ け で な く， 霊 感 に よ って

語 った古 代 お よび現 代 の予 言 者 の言 葉

に よ り，導 きを受 け る こと もで き る。

聖 地 の 将来 は ， イ ス ラエ ル の家 の将

来 ， 特 に ユ ダの子 孫 の将 来 と全 く一 致

して い る。 そ こで ，末 日の ユ ダ に 関 す

る幾 つか の予 言 を 調 べ れ ば ， この地 方

の将 来 を明 らか にす る ことが で き るだ

ろ う。 この記 事 で は， その よ うな予 言

を １４取 り上 げ る こと にす る。 どの予 言

を扱 うか は， 次 の原 則 に よ った 。

「す べ て の事 が らは
， ふ た りか ３人

の証 人 の証 言 に よ って確 定 す る」 と主

は言 わ れ た （皿コ リ ン ト１３：１）。

そ こで ， 予 言 の出 所 が 少 な くと も ２ カ

所 あ る主 題 に つい て の み取 り扱 う。 ま



予言者 エ リヤ （エ ライジ ャ） の像
ハ イラム ・Ｌ・ア ン ドラス撮影

た それ らの予 言 は ，末 日に 関 す る もの

で な けれ ば な らな い。 従 って， 次 の よ

うな もの が含 ま れ る。 ω バ ビ ロ ンの捕

囚 後 に生 存 し，将 来 の イ ス ラエ ル の集

合 につ い て予 言 した 旧約 の予 言 者 の宣

言 。 ②救 い主 が地 上 で 御 業 を果 た して

お られ た 間 に 引用 され た もので ，将 来

の で きご とに 関す る聖 句 と して 述 べ ら

れ た 予言 。 （３）現 代 の神 権 時 代 の 予言 者

に啓 示 され た予 言 ， そ の他 。

１． 予 言 者 エ リヤ （エ ラ イジ ャ） は

地 上 に戻 って くる

バ ビ ロ ンの捕 囚 後 ， マ ラ キは こ う語

って い る。

「見 よ
， 主 の 大 い な る恐 るべ き 日が

来 る前 に， わ た しは預 言 者 エ リヤ （エ

ラ・イジ ャ） を あ な た が た に つか わす 。

彼 は 父 の心 を そ の子 供 た ち に向 け さ

せ ， 子供 た ち の心 を そ の父 に 向 け させ

る。 これ は わ た しが来 て， の ろ い を も

って：地 を撃 つ こ との な い よ うにす る た

め で あ る。」（欽 定 訳 マ ラ キ ４ ：５－ ６）

復 活 され た救 い主 は ， ニ ー フ ァイ人

に この聖 句 を 引用 され た。 ま た天 使 モ

ロ ナイ は ， １８２３年 ９月 ２１日に予 言 者 ジ

ョセ フ ・ス ミス に この聖 句 に つ いて 語

って い る。 さ らに そ の後 ， １８３０年 ８月

に ， 主 は ジ ョセ ブ ・ス ミス に この聖 句

を 引 用 して語 られ た。 これ は教 義 と聖

約２７：９に記 録 され て い る。 ここで 文

字 通 り幾 人 か の証 人 の 口 に よ り， 私 た

ちは予 言 者 エ ライ ジヤが 主 の大 い な る

恐 るべ き 日の前 に戻 って 来 る こ とを 知

っ て い る ので あ る。

この予 言 は， 予 言 者 ジ ョセ フ ・ス ミ

スが 記 録 して い る よ う に， 次 の 示現 が

開 か れ た １８３６年 ４月 ３日に成 就 して い

る。

「… …別 の 雄 大 に して栄 光 あ る示 現

突 如 開 か れ た り。 す な わ ち，死 を味 わ

う こ とな く天 に上 げ られ し予 言 者 エ ラ

イ ジ ャわ れ らの前 に立 ちて 曰 く，

見 よ， こ こに於 て正 に そ の時 は全 く

至 れ るな り。 そ は嘗 て マ キ ラの 口 に よ

りて言 わ れ し こ とに して， す な わ ち主

の大 い な るお そ るべ き 日の来 らん 前 に

彼 （エ ライ ジ ャ） 遣 わ さ るべ し。

す な わ ち エ ライ ジ ャ は来 りて 先祖 の

心 に子 らを思 わせ ， 子 らの 心 に先 祖 を

思 わせ ん， 然 らず ば ， 全地 は 咀 い を も

て打 た るべ し， と言 わ れ しこ とを 証 す

る 時 な り。

この故 に， この末 日の 神 権 の 時 代 の

鍵 を汝 の手 に委 す 。 これ に よ りて 汝 ら

は， 主 の大 い な るお そ るべ き 口の す で

に近 づ きて 正 に門 口 にあ るを 知 るを得

ん 。」 （教 義 と聖 約 １１０：１３－ １６）

興 味 あ る こと に は， 主 の 大 い な る恐

る べ き 日の前 に エ リャ （エ ラィ ジ ャ）

が 訪 れ る ことを 信 じて い る人 々 が ほ か

に もい る。 しか し私 の 知 る限 り， この

予 言 が 成 就 した と宣 言 して い る人 々 は

地 上 で 末 日聖 徒 だ け で あ る。

正 統 派 の ユ ダ ヤ人 は ，今 な お エ リヤ

（エ ライ ジ ャ） の 来訪 を待 ち望 ん で い

る。 そ の た め に ，聖 な る記 念 祭 で は予

言 者 エ リヤ （エ ライ ジ ャ） の た め に テ

ー ブル の椅 子 を ひ とつ空 け て お くので

あ ．る。 ユ ダ ヤ人 た ちが 過 ぎ越 しの祭 の

時 に 予言 者 エ リヤ ．（エ ライ ジ ャ） の た

め に椅 子 を空 け て聖 地 で座 につ いて い

た １８３６年 の ま さ に そ の時 に， 予 言 者 エ

ライ ジ ャ （ユ ダ ヤ人 の待 つ エ リヤ） は

ユ ダ ヤ人 に で は な く， カ ー トラン ド神

殿 で この神 権 時 代 の予 言 者 ジ ョセ ブ ・

ス ミス の もと を訪 れ た 。 ユ ダ ヤ人 が そ

の こと を知 っ た ら， こ の歴 史上 の全 く

意 外 な成 り行 き に あ然 とす るだ ろ う。

２． ユ ダの 子孫 は地 の 四 方 か ら集 ま

る

１８２３年 ９月 ２１日に予 言 者 ジ ョセ ブ ・

５５
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最後 の戦場 とな るハル マゲン ドンの地 ，エ

ズ レルの平原． ダニエル，Ｈ・ラ ドロウ撮影

ス ミス の も とに 現 わ れ た モ ロ ナイ は ，

イ ザ ヤ書 １１章 の次 の 節 を 引 用 した 。

「主 は 国 々 の た め に旗 を あ げ て
， イ

ス ラエ ル の追 い や られ た 者 を 集 め ， ユ

ダ の散 ら され た者 を地 の 四方 か ら集 め

られ る 。」 （・イザ ヤ１１：！２）

その 集 合 に つ い て ぜ カ リヤ の語 って

い る言 葉 に注 意 を して い た だ きた い。

「そ の 日 に は
， 多 くの 国 民 が主 に連

な って ， わ た しの民 と な る。 わ た しは

あ な た の 中 に住ｉむ。

あ な た は万 軍 の主 が， わ た しを あ な

た につ か わ され た こ とを 知 る。 主 は聖

地 で， ユ ダ を 自分 の 分 と して 取 り， エ ・

ル サ レム を再 び選 ばれ るで あ ろ う 。」

（ゼ カ リヤ ２ ：１１－ １２）

予言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は， 殉 教 の

少 し前 に行 な った偉 大 な説 教 の中 で，

次 の よ う な注 釈 を 加 え て キ リス トの再

５６

降 臨 に つ い て語 って い る。 予 言 者 は こ

れ らの で き ご とが キ リス トの再 降 臨 に

先 だ って 起 こ るに違 い な い と言 っ て い

る。

「ユ ダ は戻 り， エ ル サ レ ムは再 建 さ

れ る に違 い な い 。 神殿 も再 建 され る。

水 が 神 殿 の 下 か ら湧 き出 て ， 死海 の水

は い や され るだ ろ う。 市 の 城 壁 と神 殿

が 再 建 され る に は暫 く時 が か か るで あ

ろ う。 しか し，これ らは す べ て，人 の子

が訪 れ る前 に起 こる で あ ろ う。」 （「教

会 歴 史記 録 」 第 ５巻 Ｐ．３３７）

１８４１年 ， 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト

教 会 は ， ユ ダ ヤ人 の帰 る地 を奉 献 す る

た め聖 地 に 使徒 オ ル ソ ン ・ハ ・イ ド長 老

を 送 った 。 次 に あげ るの は この奉 献 の

祈 りの一 部 で あ る。

「聖 な る予 言 者 た ちの 予言 に 従 い て

ユ ダの散 ら され た残 りの 子孫 が 集合 で

き る よ う， 汝 に この地 を奉 じ捧 げ た て

ま つ る… …汝 の御 言 葉 の ご と く この地

に 帰 る気 持 を彼 らに起 こ させ た ま え。

雲 の ご と く， また窓 に集 ま る鳩 の ご と

く彼 らを帰 らせ た まえ 。 は るか な 島 々

よ り諸 国 の 巨大 な船 にて 彼 らを 連 れ 戻

した ま え。 王 た ち を して彼 らの育 て の

親 た ら しめ ， 后 た ち を して母 の愛 もて

彼 らの 眼 よ り悲 しみ の涙 を拭 わ しめ た

ま え 。」 （「教 会 歴 史記 録 」第 ４巻 Ｐ．

４５６－ ５７）

ハ イ ド長 老 が そ の奉 献 の 祈 りを 捧 げ

た 時 に は ， パ レス チ ナ全 土 の ユ ダ ヤ人

は ５，０００人 足 らず で あ った 。 と こ ろが

今 日で は ２２５万 人 以 上 で あ り， ユ ダヤ

人 は文 字 通 り地 の四 方 か ら， す な わ ち

１００力 国以 上 か ら 戻 り， 予 言 が 成就 し

て い るの で あ る。

３． ユ ダの子 孫 は地 の諸 国 の金 銀 を

使 って そ の地 を 回復 す る

ゼ カ リヤは ま た次 の よ うに語 っ てい

る。 「ユ ダ もまた ， エ ル サ レ ムに お い

て 戦 う。 そ の周 囲 の す べ て の 国 び との

財 宝 ， す な わ ち金 銀 ， 衣 服 な どが ， は

な は だ多 く集 め られ る 。」 （欽 定訳 ゼ カ

リヤ１４：１４）

近 代 の予 言 者 ウイル フ ォー ド ・ウ ッ

ドラ フは この こ とを具 体 的 に次 の よ う

に 述 べ て い る。「… … ユ ダ ヤ人 の中 の富

ん だ 人 々が ユダ の散 ら され た者 た ちを

集 め， エル サ レム内 と周 囲 の先 祖 の い

に しえ の居 住 地 を購 入 し， ま た聖 な る

都 と神 殿 を再 建 す るた め に， 豊 か な富

を 使 うよ うに求 め られ る時 が ほ ど な く

来 るだ ろ う。」 （「ミ レニ アル ・ス タ ー」

第 ４１巻 ， Ｐ．２４４）

１９６７年 に 当 時 ・イス ラエ ル の首 相 で あ

っ た レビ ・エ シ コル は ， ユ ー エ ス ニ ュ

ー ズ ・ア ン ド ・ワ ール ドリポ ー ト誌 の

記 者 の イ ンタ ビュ ーを 受 け た 。 そ の 時

彼 は， イ ス ラエル が 合 衆 国 の ユ ダ ヤ人

か ら１０億 ドル 以上 を受 け取 った ことを

示 唆 して い る。 ま た， 賠 償 金 と して 西

ドイ ツか ら１５億 ドル 以上 を受 け取 っ て
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いることも知 られている。 この地を回

復するために金銀が使われ るという予

言が文字通り成就 してきたし，また現

在なお成就の過程にあるのである。

４． エ ルサ レム の地 は実 り豊 か な と

こ ろ にな る

末 日の エル サ レ ムの 地 に 関 す るエ ゼ

キ エル の 言 葉 を 引 用 しよ う。

「そ こで 人 々は 言 う， 『この荒 れ た

地 １丸 エ デ ンの 園 の よ うに な った。 荒

て．，蟻 び， くず れ た 町 々は ，堅 固 に な

㌧．ゴ１三む所 と な った 』 とＱ

あ ノ∫ｒ二” 二．．．『囲 に 残 った諸 国民 は

詑 な る わ ナニ比 ． コーれ た所 を 建 て直 し

荒 れ た．τ二乙も」⊃を ズ１・＝一’二と い う こ とを

悟 る よ うに ち こ ㌣ 豆 マ∵こしが これ

を言 い， これ を な 一三∵ て チ ｒ ．一 「エ ゼ

キ エ ノレ３６：３！－ ３６）

近 代 の聖 典 に は次 の よ う に記 され て

い る，，

「見 よ
， わ れ は レバ ノ ン変 りて 豊 か

な る畑 とな り，豊 か な る畑 変 りて森 林

の ご と く思 わ る る時 の くる．ま で の 間

は， ご くわず か な る こと を世 の 人 に教

え ん 。」 （∬ニ ー フ ァ イ２７ １２８）

オ ル ソ ン ・ハ イ ドは エ ル サ レム で次

の よ うな 奉献 の祈 りを捧 げ た。

「さ らば主 よ
，汝 の い つ くしみ た も

う御 子 イ エ ス ・キ リス トの御 名 に よ り

こ の地 の不 毛 を取 り去 りて ，流 水 の 泉

を湧 き上 らせ ， そ の渇 け る土 を 潤 さ せ

た ま え。 葡 萄 と か ん らん を して実 り豊

か に させ た ま え。 ま た い ち じ くの木 を

栄 え させ た ま え。 正 しき継 承 者 に よ り

て所 有 さ る る時 に ，地 を豊 か な実 り多

き もの とな した ま え。 祈 りと嘆 願 の気

持 を もて 帰 り来 た る， 放 蕩 の者 た ち を

養 うに 足 る豊 か な 土地 に再 び さ せ た ま

え 。地 の上 に 雲 が徳 と富 とを した た ら

せ ， 畑 が 豊 か に産 物 を い だ しほ ほ笑 む

よ うに な した ま え 。羊 の群 れ， 牛 馬 の

群 れ を い や増 して 山 や丘 の上 に殖 や し

た ま え … …」 （「教 会歴 史記 録 」 第 ４巻

Ｐ．４５７）

最 近 イ ス ラエ ル を旅 行 した人 は， こ

の 予 言 が 成就 して ， この地 方 が 園 の よ

う にな って い るの を 明 らか に知 る こ と

が で き る。

５． ．ユ ダの子 孫 は以 前 の征 服者 に攻

撃 さ れ る が ， 守 られ る

ぜ カ リヤ は また この よ うに 述 べ て い

る。

「そ の 日 に は， わ た しは ユ ダの 司 を

た き ぎの中 の火 皿 の よ う に し， 麦 東 の

中 の た い ま つ の よ うにす る。 彼 らは 右

に左 に ， そ の周 囲 に あ るす べ て の 民 を

焼 き滅 ぼす 。 しか し， エル サ レム はな

お ， そ の も との所 ， す な わ ち エル サ レ

ムで， 人 の住 む所 と な る。

そ の 日に は， わ た しは エル サ レムに

攻 め て来 る 国民 を， こと ご と く滅 ぼ そ

う と努 め る 。」 （欽 定 訳 ゼ カ リヤ１２：６

９）

皿ニ ー フ ァ イに は， この点 につ い て

ひ とつ で は な くふ た つ の証 が 述 べ られ

て い る。 なぜ な ら， こ こで救 い主 は末

日に 関 して イザ ヤ書 を引 用 して お られ

るか らで あ る。

「され ど
，世 の人 は わ が力 に よ らず

必 ず汝 に反 抗 して 団結 す べ けれ ど， か

くす る もの は み な汝 の た め に破 られ て

亡 ぶ べ し。

され ど汝 に反 抗 せ ん と して造 る武 器

は 一 つ も役 に立 た ず … …」 （皿ニ ー フ

ァ イ２２：１５， １７；イ ザ ヤ５４：１５， １７よ

り救 い 主 が 引用 され た）

／９６７年 ６月 に起 こ った事 柄 を こ こで

詳 し く振 り返 る必要 は な い だ ろ う。 当

時 ， イ ス ラエ ル は初 め の地 の ３倍 の広

さを 征 服 し， 約 ２万 ７００平 方 キ ロの領

土 を 約 ６万 ７，４００平 方 キ ロに広 げ た の
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、

で あ る。Ｗ ・ク レオ ン ・ス カウ セ ン は

「空 前 の 勝利 」 とい う題 で この で き ご

とを 本 に 著 わ して お り， ま た ライ フ誌

は 「信 じが た い勝 利」 と表 現 し て い

る。 政府 の あ る高 官 は ，今 ま で企 て ら

れ た もの の 中 で も 「即 時 の勝 利 」 に最

ロ ー レル 。Ｇ ・コ ール 撮 影

も近 い戦 い で あ った と語 って い る。

６． エ ル サ レム は イ ス ラエ ル の統 治

下 に入 る

「… … エ ル サ レムは な お
， そ の も と

の所 ， す な わ ちエ ル サ レ ムで ，人 の住

む 所 と な る 。」 （ゼ カ リヤ１２：６）

「… … 主 は聖 地 で
， ユ ダ を 自分 の分

と して取 り， エ ル サ レ ムを再 び選 ば れ

るで あ ろ う 。」 （ぜ カ リヤ ２ ：１２）

１９００年 以上 もの 間 ，正 統 派 の ユ ダ ヤ

人 は， 「来 年 は エ ル サ レ ムで」 とい う

願 いで 儀 式 の 祈 りを結 ん で き た。 そ し

て １９６７年 ， す な わ ち１９００年 目 の初 め に

そ の 「来 年 は エ ル サ レム で」 とい う言

葉 が ユ ダ ヤ人 の 間 で 実現 し た の で あ

る。

ま た ， ユ ダ ヤ人 は エ ル サ レムが 国 の

首 都 で あ る と言 っ て い る の に対 し， 合

衆 国 を始 め， そ の他 す べ て の 国 々で は

イ ス ラエ ル の首 都 は テル ア ビ ブで あ る

と言 っ て い る こと は， 興 味 あ る こ とで

あ る。 テ ル ア ビ ブが イ ス ラエ ル の首 都

で あ っ た の は， イス ラ エル が エ ル サ レ

ム の一 部 さえ も完 全 に は所 有 して い な

か っ た１９４８－ ４９年 の 数 ヵ月 間 だ け で あ

る。 そ して ， その 後 ， 首都 は エ ル サ レ

ム に移 され た 。 この件 を ダ ビ ッ ド ・ベ

ン グ リオ ン は次 の よ う に 説 明 し て い

る。

「戦 争 の 最 中 … … テル ア ビブ近 郊 の官

庁 街 に一 時 ， 政 庁 を置 か ざ るを得 なか

った 。 しか し， イ ス ラエ ル の国 に は過

去 に も将 来 に もた だ ひ とつ の首 都 しか

ない の で あ る。永 遠 の都 エ ル サ レムが

それ で あ る… …」 （「祖 国 に も どった ユ

ダ ヤ人 」 Ｐ．３４２－ ４３）

この よ うに 世界 は テ ル ア ビブで の行

５８



政 につ いて 語 るが ， イ ス ラエ ル 人 は と

言 え ば 「私 た ちの 首 都 は エ ル サ レ ムで

す 」 と言 っ て い るの で あ る。

７， ユ ダ ヤ人 は イ エ ス ・キ リス トを 國

信 じるよ う にな り， つ い に は 福 音 が 宣

べ 伝 え られ るよ う にな る

マ タ イ に よ る福 音 書 に は この よ うに

記 され て い る。 「… … この 御 国 の福 音

は， す べ て の民 に対 して あ か しを す る

た め に， 全 世 界 に宣 べ 伝 え られ るで あ

ろ う。 そ して そ れ か ら最 後 が来 るの で

あ る。」 （マ タ／ｆ２４：１４）

救 い主 は， イ ス ラエ ル と交 わ した誓

約 を覚 えて い る とい う こ とを ， 次 の よ

うな言 葉 で 述 べ て お られ る。

「而 して イス ラエ ル の 家 の人 々 に わ

が 福 音 を完 全 な るま ま宣 べ 伝 う る時将

来 に あ り。

その 時 か れ らはわ れ を信 じ， わ れ が

神 の子 ， イ エス ・キ リス トな る こ とを

認 め， わ が 名 に よ りて 御 父 に祈 るに至

るべ し。」 （］１ニ ー フ ァイ２０：３０－３１）

この こと につ い て ， ウイ ル フ ォー ド

・ウ ッ ドラ フは １８５５年 に 次 の よ うに語

って い る。 「異 邦 人 が 福音 を拒 む 時 に

は， 福 音 は 彼 らか ら取 り上 げ られ て ，

現 在 ， 地 の す べ て の 国 ４ に 広 く散 らさ

れ て い る忍 耐 強 い 民 ， イ ス ラエ ル の 家

に与 え られ るで あ ろ う… … そ して イ ス

ラエル はい に しえ の 都 エ ル サ レム を再

建 し， 昔 以 上 に栄 光 あ る もの とす るで

あ ろ う。 ま た神 の 力 と聖 霊 の賜 に満 た

され た イス ラエ ル の ひ と りの指 導 者 を

得 るで あ ろ う。 しか しま だ異 邦 人 の時

が 満 ちて い な い の で ， この業 は な お先

の ことで あ る 。」 （「説 教 集 」 第 ２巻

Ｐ．２００）

そ れ ゆ え 末 日聖徒 は ，偉 大 な伝 道 が

イ ス ラエ ル で行 な わ れ る よ うに な って

も， 驚 くに は及 ば な い の で あ る。 現 在

は ふ た つ の 大 きな理 由 か ら， この 国で

伝 道 が行 な わ れ て い な い。 （１）私 た ち の

教 会 は イ ス ラエ ル で公 に認 め られ て い

な い 。 （２冒 ス ラエ ル に は伝 道 を許 さな

い 法 律 が あ る。 しか し時 が来 る と， 予

言 者 た ちの言 葉 通 りに ， イ エ ス ・キ リ

ス トの 福音 が ユ ダ ヤ人 に宣 べ伝 え られ

るで あ ろ う。

８． 新 しい神 殿 が エ ル サ レム に建 て

られ る

ゼ カ リヤ ８ １９に は次 の よ うな言 葉

が あ る。 「… … 宮 を建 て るた め に … …

あ な た が た の手 を強 くせ よ 。」

そ の 神殿 に つ い て 手 ゼ キ エ ル４０－ ４８

に説 明 が あ る。 ま た， オ ル ソ ン ・プ ラ

ッ トが エ ル サ レ ムの神 殿 に つ いて 語 っ

た言 葉 が 「説 教 集 」 第 １９巻 Ｐ．１９－ ２９

に記 され て お り，教 義 と聖 約 １２４：３６

－ ３７に も記 され て い る。 ウイ ル フ ォー

ド ・ウ ッ ドラ フは言吾っプこ。

「・・，… キ リス トは これ らの事 柄 が 起

こ るま で は 来 られ な い で あ ろ う。 エ ル

サ レ ムが再 建 され， 神 殿 が建 て られ な

け れ ば な らな い。

これ らの事 柄 は予 言 者 た ち に よ って

明 らか に され て い る。 これ らは成 就 す

るで あ ろ う。」 （「ミレ ニ アル ・ス ター」

第 ５２巻 Ｐ．７４０）

ま た ジ ョセ ブ ・ス ミス は こ う語 って

い る。 「世 の い ずれ の時 代 に お い て も

ユ ダ ヤ人 あ るい は神 の民 の集 合 の 目的

は 何 で あ った の だ ろ うか 。 … …主 な 目

的 は ，主 が神 殿 の儀 式 を民 に現 わ す こ

との で き る宮居 を主 に建 て て献 ず る こ

とで あ った … …」 （「教 会 歴 史 記 録 」 第

５巻 Ｐ．４２３）

正統 派 の ユ ダ ヤ人 の 多 くは， 第 三 の

神 殿 の 建設 に つ い て語 っ て い る。 この

こ とに 関 して， ほ ん の数 年 前 に， ひ と

つ の重 要 な巻 き物 が中 東 で 発 見 さ れ

た ６ヘ ブ ライ 大 学 の イ ガー ル ・ヤ ジ ン博

士 が ， 「神 殿 の書 」 と名 付 け た この巻

き物 を現 在 翻 訳 して お り， 博 士 は次 の

よ うな意 見 を述 べ て い る。

「この巻 き物 に つ い て驚 く・べ き こ
．と

は，神 が モ ー セに 与 え られ た ト：一ラ丁 ，

す な わ ち律 法 と して これ が 書 か れ で い

た こ とで あ る。 これ は全 文 に わた って

神 が １人 称 単 数 の形 で語 りか け る形 式

を と って書 かれ て い る。、死 海 で 発 見 さ

れ るそ の他 の巻 き物 は どれ も， 現 存 す

る聖 書 の写 本 あ るい は聖 書 の注 釈 やク

ム ラ ン共 同体 で作 られ た宗 教 文 書 の炉

ず れ か で あ る。 私 た ち の知 る限 り， 聖

５９

．．躍 幽



Ｆ
聖 地 の 将 来

書 の正 典 に は含 まれ て い な いが ， 明 ら

か に聖 書 の原 文 で あ る と思 わ れ る巻 き

物 が初 めて こ こに出 土 した の で あ る 。」

（ア メ リカ東 洋 研 究 学 会 「ニ ュ ーズ レ

タ ー」 第 ７号 ， １９６７年 １１月 １３日）

そ の原 文 に は何 が 書 か れ て い るの で

あ ろ うか 。 ひ と つの 太 神 殿 の 建 設 計 画

が 記 され て お り， 神 殿 の 新 しい 特 徴 が

紹 介 され て い る と ヤ ジ ン博 士 は語 って

い る。 ふ た つ で はな く， ３つ の そ れ ぞ

れ 正 確 な正 方 形 の 庭 を 持 つ とい うの で

あ る。 神 殿 の 中 庭 と外 庭 に は ， 各 方位

に ３つ ず つ の 合 計 １２の 門 が あ る。 そ し

て それ ぞ れ の 門 には ， イ ス ラエ ル の 十

二 支 族 の 名 前 が ひ とつ ず つ 付 け られ て

い る。 さ らに ヤ ジ ン博 士 は 述 べ て い

．る。

「これ は 大 切 な もの で あ る。 黙 示 文

学 全 体 と ク ム ラ ンの書 に は ，神 に よ っ

て 定 め られ た よ うに イ ス ラエ ル の十 二

支 族 が ひ とつ に な る とい う概 念 が記 さ

れ て い た 。 そ して この書 で も，新 約 聖

書 で 非 常 に ひ ん ぱ ん に強 調 さ れ て い る

よ うに ， 十 二 支族 の こ とが強 調 され て

い る。」 （同上 ）

オ ル ソ ン ・プ ラ ッ トは， 末 日に エ ル

サ レ ムに 建 て られ る神 殿 の も うひ とつ

の著 しい特 徴 に つ い て述 べ て い る。

「エ ル サ レ ムの神 殿 は ，疑 い もな くま

こ との メ シヤ を信 じ る人 々 に よ っ て建

て られ るで あ ろ う。 そ の構 造 は あ る点

で現 在 建 て られ て い る神 殿 と は異 な っ

６０

ロ ー レ ル ・ Ｇ ・ コ ー ル 撮 影

た もの で あ る。 主 の王 座 が設 け られ る

で あ ろ う。 そ して主 は 時折 そ こに座 し

て ， 永 遠 に イ ス ラエ ル の 家 を治 め られ

るで あ ろ う 。」 （「説 教 集 」 第 １９巻 Ｐ．

２０）

９． ダ ビデ （古 代 の タ ビ デ王 の 子孫 ）

と い う名 の イ ス ラエ ル の偉 大 な新 し い

指 導者 が で る

エ ゼ キエ ル は これ を予 言 して お り，

エ レ ミヤ， イ ザ ヤ， ホ セ ア， ぜ カ リヤ

書 に も この こ とが述 べ られ て い る。

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は， 殉 教 の

わ ず か ３ヵ月 前 に次 の よ うに語 っ た。

「… … タ ビデ の王 座 と王 国 は彼 か ら取

り去 られ， 末 日に そ の血 統 か ら出 る も

うひ と りの ダ ビデ に与 え られ るで あ ろ

う。」 （「教 会 歴 史 記 録」第 ６巻 Ｐ．２５３）

イ ス ラエ ル の王 ダ ビデ は， 古 代 イス

ラエルの偉大な英雄であった。やがて

この名を持つ新 しい指導者が出て来る

であろう。

１０。地 の 国 々 は ユ ダの子 孫 に抗 して

集 合 し， ユ ダは 撃 た れ る

ゼ カ リヤ書 に 次 の よ うな主 の言 葉 が

引 用 され て い る。 「わ た しは万 国 の民

を 集 め て ， エ ル サ レ ムを攻 め 撃 た せ

る。 町 は取 られ ，家 は か す め られ ，女

は 犯 され ， 町 の半 ば は捕 え ら れ て 行

く。 しか し残 りの民 は町 か ら断 た れ る

こ とは な い 。」 （ゼ カ リヤ ！４ ：２）

ウ ッ ドラ フ大 管 長 も この テ ー マで語

って い る。 「… … お お ユ ダ の家 よ… …

あ な た が祖 国 に戻 り， 集 ま り， 町 と神

殿 を建 て た後 に， 異 邦 人 は軍 隊 を 集 め

て あ な た を攻 め， え じき と し，獲 物 の

よ うに扱 うで あ ろ う。 予 言 者 た ちの言

葉 は成 就 され るか らで あ る … …」 （マ

シ アス ・Ｆ ・カ ウ リー 「ウ イル フ ォ ー

ド ・ウ ッ ドラフ」 Ｐ．５０９）

この予 言 は どの よ うに成 就 され るの

だ ろ うか と思 うな ら， ♂『．乱ラ エル が エ

ル サ レ ムを併 合 ∵ こた め に， １９６７年 ７

月 ４ 日の 国連 総 会 ” おい て９９対 ０で ・ｆ

ス ラエ ㌧に非 難 決議 が 下 され た こ とを

思 い 出 して いた だ きた い 。２０力国 が棄

権 し， ９９力国 が ・ｆス ラエ ル非 難 の票 を

投 じた ので あ る。 た だ の 一 国 もそ の非

難 に反 対 しなか った 。 そ こで も し国連

軍 が エ ル サ レム を奪 還 す るた め に 中東



に派兵されていた ら，文字通り地のす

べての国々が集まρてユダを攻め撃つ

ことになっていたのである。

１１． ユ ダ ヤ人 の 国 にふ た りの 予 言者 幽

が立 て られ る

ジ ョセ ブ ・ス ミス は， 黙 示 １１：２－

３， ６－ １２に述 べ られ て い るふ た りの

予 言 者 に つ い て， 次 の よ うに説 明 して

い る。

「問
。 黙 示録 第 十一 章 に誌 せ る二 人

の証 人 に よ りて何 を理 解 す べ きか。

〔そ こで 主 は答 え られ た ：〕

答 。 そ は回 復 の 時 に 当 り，末 の世 に

於 て ユ ダ ヤ人 に対 して 起 るべ き二人 の

予 言 者 に して ， ユ ダ ヤ人 が 集 め られ て

先 祖 の地 に エル サ レム の市 を 建 て た る

後 ユ ダ ヤ人 に予 言 を為 す べ き者 な り 。」

（教 義 と聖 約 ７７ ：１５）

オ ル ソ ン ・プ ラ ッ トは， これ らの 予

言者 の役 割 に つ い て語 って い る。 「私

た ち も， そ の時 に予 言 す るふ た りの 証

人 に つ い て ヨハ ネ の宣 言 を 取 り上 げ た

い 。彼 らは ３年 半 の 間予 言 す るで あ ろ

う。 そ の場 所 は エ ル サ レムで あ り， そ

れ は ユダ ヤ人 に よ って再 建 され た後 に

行 な われ るで あ ろ う。 彼 らの予 言 と彼

らの 有 す る神 の機 能 に よ っ て， エル サ

レム に敵 対 して集 合 す る国 々 は寄 せ つ

け られ ず ， これ らの 予 言者 は信 仰 と権

能 に よ って 敵 を 制 す るで あ ろ う。 しか

し， やが て 国 々は ふ た りの 証人 に打 ち

欝 晦難

簿ｉｒ’

鞭

灘１
救 い 主 ， ハ リー ・ア ンダ ー ソ ン画

勝 つ 。 ふ た り は使 命 を 果 た した後 に 殺

され ， そ の死 体 は ３日半 の 間都 の 通 り

に横 た え られ るで あ ろ う。 そ れ か ら大

地 震 が 起 こ り， これ らふ た りの 証人 は

天 に取 り上 げ られ るの で あ る 。」 （「説

教 集 」 第 １６巻 ， Ｐ．３２９）

これ に関 して どの よ うな こ とが起 こ

るか さ らに詳 し く知 りた けれ ば ， 黙 示

録 の第 １１章 をす べ て読 む と よい 。

１２． 救 い主 はユ ダの 子 孫 に現 わ れ た

も う

ゼ カ リヤ は こ う語 って い る。

「… …彼 らは そ の刺 した 者 を 見 る時

… …彼 の た め に嘆 き … …」 （ゼ カ リヤ

１２：１０） 救 い主 は教 義 と聖 約 の中 で ，

これ に つ い そ も っと は っ き り述 べ て お

られ る。

「そ れ よ りユ ダ ヤ人 は わ れ を仰 ぎ見

て 問 わ ん ｒ汝 の手 と足 に あ る傷 は何 ぞ

や』 と。

そ の 時 ，彼 らは わ れ の主 な る こ とを

知 らん。 そ はわ れ 彼 らに向 って 『この

傷 は， わが 友 の家 に あ りて 得 た る傷 な

り。 われ は挙 げ られ た る者 な り。 十 字

架 に つ け られ た るイ エ ス な り。 わ れ は

す な わ ち神 の子 な り』 と言 えば な り。

彼 ら これ を 聞 きて， そ の為 した る悪

事 の故 に 泣 き悲 しみ， ま た それ よ り己

れ らの 王 を 迫 害 した る故 に 嘆 か ん 。」

（教 義 と聖 約 ４５：５１－ ５３）

ウ ッ ドラ フ大 管 長 は ， この偉 大 な で

き ご と につ い て 次 の よ うに述 べ て い る

「…… ユ ダ ヤ人 は 不 信 の ま ま に 自分 の

地 に集 ま る に違 い な い … … そ して彼 ら

が これ を な し終 え て 町 を 再 建 す る時 に

エゼ キ エル や エ レ ミヤそ の 他 の 予言 者

た ちの 言 葉 通 り に， 異 邦 人 が エ ル サ レ

ム を攻 め撃 ち， 略 奪 し， え じき とす る

で あ ろ う。 そ の 後 ， 彼 らが エ ル サ レム

の 半 分 を お さ え ， 地 上 で 最 後 の 攻 撃 を

ユ ダ ヤ人 にか け 悩 ます 時 ， 彼 らの大 い

な る救 い主 シ ロが 来 られ るで あ ろ う。」

（「説 教 集 」第 １５巻 ， Ｐ．２７７－ ７８）

１３． メ シ ヤ は イ ス ラエ ルの 民 を 勝 利

に導 き， 後 に王 の 王 ， 主 の 主 と して 統

治 され る

事 実 ， ゼ カ リヤ は この こと につ い て

次 の よ うに言 って い る。

ｒそ の時 ， 主 は出 て きて ， い くさの

６１

、．遍



／、

聖 地 の 将 来

日 にみ ず か ら戦 わ れ る時 の よ うに， そ

れ らの 国 び と と戦 わ れ る。

主 は全 地 の 王 とな られ る。 そ の 日に

は ， 主 ひ と り， そ の 名 一 つ の み と な

る 。」 （ぜ カ リヤ １４：３， ９）

教 義 と聖 約 に も この こ とが述 べ られ

て い る。

「… …主 の 臨 在 は す べ て を熔 す燃 ゆ

る火 の 如 く， 水 を 沸 き立 た す熱 火 の 如

くあ らん 故 な り。

お ＼， 主 よ。 汝 の敵 に御 名 を 知 らし

め んた め に降 りた ま え 。 さ らば 万 国 の

おのの

民 こと ご と く御 前 に戦 くべ し。」 （教 義

と聖 約 １３３：４１－ ４２） 』

また ウ ッ ドラ ラ大 管 長 も，救 い主 は

ユ ダの い くさで 戦 わ れ るで あ ろ う と語

っ て い る。 「… … しか しこの苦 悩 が訪

れ る と， 荒 野 で モ ー セを導 か れ た生 け

る神 が あな た を 救 わ れ るで あ ろ う。 あ

なた の シ ロが 来 て 真 中 に 立 た れ ， あ な

た の い くさで戦 わ れ るで あ ろ う。 そ し

て あな た は主 を知 り， ユ ダ ヤ人 の苦 悩

は 終 るで あ ろ う』 一方 ，異 邦 人 の滅 亡

は は な は だ し く， エ ル サ レ ム の 回 りに

集 ま るイ ス ラエ ル の全 家 は， 敵 の死 者

を葬 る の に ７ヵ月 かか るで あ ろ う。 ま

た そ の武 器 は ７年 間燃 料 と し て 使 え

る。 そ の た め， 森 へ 行 って 木 を 切 る必

要 は な い で あ ろ う。 これ は恐 るべ き言

葉 で あ る。 だ れ が この 言 葉 に耐 え られ

よ うか 。 に もか か わ らず， これ らは真

実 で あ り， エゼ キ エル ， ゼ カ リヤ， そ

６２

の他 の 予 言 者 た ちの 言葉 通 り成 就 す る

で あ ろ う。 天 地 は滅 び行 くけ れ ど も，

一 点 一 画 も成就 しな い こ とは な い か ら

で あ る 。」 （カ ウ リー ， Ｐ．５０９－ １０）

１４． 世 界 の二 大 首都 が ， シ オ ンと エ

ル サ レムに 建 て られ る

・ｆザ ヤは この で き ご とを次 の よ うに

予 言 して い る。 （末 日の 予言 者 た ち も

この 聖 句 が この 時代 に 関 す る もの で あ

る ことを 示 して お り， 同 じ見 解 が教 義

と聖 約 第 １３３章 に も見 られ る 。）

「終 りの 日に 次 の こ とが起 こる
。 主

の 家 の 山 は ， も ろ もろ の 山 の か し ら と

して堅 く立 ち， もろ もろ の峰 よ り も高

くそび え ， す べ て の 国 は これ に流 れ て

き， 多 くの民 は来 て言 う， 「さ あ， わ

れ わ れ は主 の 山 に登 り， ヤ コブ の神 の

家 へ行 こ う。 彼 は そ の道 を われ わ れ に ．

教 え られ る， わ れ われ は その 道 を 歩 も

う』 と。 律 法 は シ オ ンか ら出 ， 主 の 言

葉 は エ ル サ レム か ら出 るか らで あ る 。」

（イ ザ ヤ ２ ：２－ ３）

ジ ョセ フ ・Ｆ ・ス ミス 大 管 長 は ， こ

れ らふ た つ の集 合 地 につ い て 次 の よ う

に語 って い る。 「ユ ダ ヤ人 が す べ て の

罪 か ら洗 わ れ ， 聖 め られ た 後 ， い に し

え の エル サ レム は， 主 が住 み た も うて

す べ て の 民 に御 言 葉 を 送 り出 した も う

聖 都 と な るの で あ る。 同 じ く， こ の

〔ア メ リカ〕 大 陸 に シオ ンの都 ，新 エ

ル サ レムが 建 て られ ， そ こ か ら神 の律

法が出るのである。全 く矛盾は存在 し

ないであろう。なぜなら，それぞれの

都が世の磧い主のための本部だからで

ある。主は必要な時に，それぞれか ら

宣言を発せられる。エルサレムはユダ

とイスラエルの家のともが らの集合地

である。またシオンはエフライムとそ

のともがらの集合地であり，彼 らの頭

上 に 『更に豊なる祝福』が授けられる

であろう。」 （「インプルーヴメン ト・

・エラ」第２２巻 〔１９１９年〕Ｐ．８１５－１６）

末日聖徒である私たちは，ユダヤ人 、

を含めて，地上のいかなる人々よりも

イスラエルに関する予言についてよく

知 っていなければならない。私たちは

彼 らの持つものはすべて持っている。

その上，モルモン経，高価なる真珠，

教義 と聖約の中の予言者たちの言葉 も

あるのである。さらに，これ らの大い

なるできごとについて私たちに告げる

ことのできる生ける予言者もいて，今

日私たちの教会の頭 にいただいている

か らである。

救い主は私たちにこれらの 事 柄 を

「熱心に求め」よと勧告 して お られ

る。聖地に関する以：上の特別記事は，

誓約の民に対する主の御旨について学

ぶよう末 日聖徒を励まし，動機づける

ことを目的 としたものである。

ｏ



ユ ダ ヤ 人 の

今日のお話を聞いてとても

驚きました。なぜ世界中に

そのことを知らせないので

すか。

帰 還

エ ル テ ィ ン ・ リ ッ ク ス

恥∫辮

オ ル ソ ン ・ハ イ ド長 老

エル サ レム の ホ テル の 食 堂 で の で き

ご とで あ る。 そ の ホ テル に滞 在 して い

るユ ダ ヤ人 の客 の中 で ， 私 が た だ ひ と

り外 国人 で あ った た め， そ の う ちの ひ

と りが ， なぜ イ ス ラ エル に来 た の か と

尋 ねて 来 た。 私 はヘ ブ ライ語 を 研 究 す

るた め で あ る と答 え た 。 合 衆 国 くん だ

りか ら， 彼 らの 国 語 を 研 究 しに や って

来 て い ると知 って ， ち ょっ と した 関 心

が 湧 き上 が った ら しか った 。話 が は ず

ん で私 は こ う言 った 。 「皆 さん が お 聞

き に な ると喜 ば れ る と思 い ま す が ，私

の属 して い る モル モ ン教 会 は ， 長 い 間

ユ ダ ヤ人 の集 合 に関 心 を 払 って きた の

で す よ 。」

７本 当 です か ？
」 と客 の ひ と りが尋 ね

た 。

１そ の こ とを もっ と話 して 下 さい
。」

「１９世 紀 初 頭 一
、．と私 は 始 め た 。

「この モ ル モ ン教 会 の予 言者 で あ り
，

設 立 者 で もあ っ た ジ ョセ ブ ・ス ミス は

この時 代 に ユ ダ ヤ人 が エノレサ レムへ帰

るで あ ろ う と予 言 した の で す ， 実 際 ，

ジ ョセ ブ と共 に教 会 を指 導 して い た人

物 の ひ と りオ ル ソ ン ・ハ イ ドが ， １８４１

年 にエ ル サ レ ムへ特 別 な使 命 を帯 び て

や って きま した。 ハ イ ドは こ こに着 く

とオ リブ山 に登 って ，祈 りを捧 げ ま し

た 。私 た ち は そ の祈 りを ユ ダ ヤ人 の た

め の 奉 献 の祈 り と考 え て い ます 。 そ の

中 で ， ユ ダ ヤ人 が帰 還 の み た ま に心 を

動 か され る よ う， こ この風 土 と土 壌 が

莫 大 な人 口 を維 持 す るに やぶ さか で な

き よ う， ま た ，世 界 の各 国政 府 が 一 致

協 力 して ユ ダ ヤ人 の定 住 を可 能 な ら し

め る よ うに祈 った の です 。」

そ こで講 義 す る気 な ど毛 頭 なか った

が ，居 合 わせ た人 々 が皆 食 べ るの をや

め て ，熱 心 に耳 を傾 けて い た ので ， 私

は話 を進 め た。

「そ れ だ け で は あ りませ ん
。 もっ と

皆 さん の興 味 を ひ くと思 われ るの は，

ジ ョセ ブ ・ス ミス が ユ ダ ヤ人 の集 合 を

予 言 した だ け で は な く， メ シ ア の降 臨

に先 だ って ， この エ ル サ レム に神 殿 が

建 て られ るで あ ろ う と予 言 した ことで

す 。」

私 は ジ ョセ ブ ・ス ミス の次 の予 言 の

こ とを言 って い た の だ った 。 す な わ ち

「ユ ダ は戻 り
， エル サ レム は再 建 され

るに違 い な い。 神 殿 も再 建 され る。水

が 神 殿 の下 か ら湧 き 出て ， 死 海 の 水 は

い や され るだ ろ う。 市 の城 壁 と神 殿 が

再 建 され るに は暫 く時 が か か るで あ ろ

う。 しか し， これ らはす べ て ， 人 の子

が 訪 れ る前 に起 こるで あ ろ う 。」 （教 会

歴 史 第 ５巻 Ｐ．３３７）

私 の話 が 将 来 の神 殿 に言 い 及 ぶ と，

ひ と りの男 が 驚 き の表 情 を示 した 。 あ

とで知 った の だが ， その 人 は ラ ビで あ

った 。

敵 意 をむ き出 しに して こう言 った 。

「ユ ダ ヤ人 の ど ん な野 心 家 だ って
，神

殿 建 設 の可 能 性 を， 夢 に も期 待 して い

な い の に 。」

ち ょ う どそ の時 ， 電 話 のベ ル が 鳴 り

だ れか が， そ の ラ ビに電 話 だ と 告 げ

た。 彼 が電 話 の方 へ 席 を 立 つ 前 に私 は

次 の よ うに言 っ た。

６３
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「と こ ろで
，皆 さん が何 世 紀 に もわ

た って 金曜 日め夜 に使 っ て き た祈 と う

書 の祈 りに よ る と， ユ ダ ヤ人 の エ ルサ

レム帰 還 と，古 代 の神 殿 の 回復 を祈 っ

て お られ る と思 うの です が … …」

食 堂 は急 に水 を打 った よ うに静 か に

な った 。 よ うや くひ と りが 話 し 始 め

た 。 「え え ，確 か に そ の通 りです 。」

そ れ に私 は答 え て言 っ た。 「それ で

は ， ジ ョセ フ ・ス ミス の予 言 と皆 さん

の 祈 りが成 就 し， メ シア の降 臨 に先 だ

って ， この エ ル サ レ ムに神 殿 の建 て ら

れ る時 が必 ず来 るよ うに， 皆 さ ん の祈

り に私 も加 え て い た だ き た い と思 い ま

す … … 。」 ∵

ひ と りの婦 人 が言 った。 ．「私 に は，

時 ４ ，神 が ユ ダ ヤ人 の集 合 を指 示 され

た よ う に思 え る時 があ るん です よ 。」

私 は そ の人 々 に， 今 の婦 人 の言 葉 は

正 しい と確 信 して い る と言 っ た。

あ とで考 え て み る と， 遠 い 国か らや

って来 た異 国人 に もかか わ らず ， 神 が

あ な た が た を助 け て い る と話 す とは，

つ くづ く奇 妙 な こ とだ と思 っ た。 本 来

そ の逆 で あ る侭 ず だ か らで あ るｇ

私 は １９５６年 １０月 上 旬 に イ ス ラエ ル を

去 った 。 そ の ３週 間後 ， エ ジ プ トの ス

エ ズ運 河 国有 化 を め ぐ る戦 争 が 起 こっ

た の で あ る。 私 は， フ ィ ラデ ル フ ィア

の ドロ プ シー大 学 で， ヘ ブ ラ≧語 とそ

の 同族 言 語 の研 究 に戻 っ た。 そ して あ

る時 ， 自分 が エ ル サ レム の食 堂 で 言 っ

た と同 じ こ とを今 度 は全 く別 の聴 衆 に

向 か って話 して い るの に気 づ いた 。 人

類 学 の 時 間 の終 わ り頃 で あ っ た。 その

教 授 は ，中 東 の民 族 習 慣 の著 作 や 記 事

で 有 名 な， ラ フ ァエ ル ・ペ タ イ博 士 で

６４

あ った が， 「リ ック ス君 ， 君 の シ オニ

ズ ム運 動 の背 景 の 研 究 で ， ヘ ル ツ ェ

ル １ 以前 の最 初 の ク リス チ ャンの シオ

ニ ス トは だ れか ね ？」 と聞 いて き た。

テ オ ドー ル ・ヘ ル ツ ェ ル は１８９７年 に

シオ ニ ズ ム運 動 を組 織 したわ けだ が ，

教 授 の質 問 は， １８９７年 以 前 に ク リスチ

ャ ンで， ユ ダ ヤ人 の帰 還 を唱 道 した 最

初 の人 物 を発 見 で き たか と い う こ と

で あ った。 私 は， １８３０年 まで さか の ぼ

って ひ と りの人 物 を見 つ け た と答 え

た。

「１８３０年 だ って ？」 と驚 い た答 え が

返 っ て来 た。 「シ オ ニ ズ ム運 動 の 始 ま

る５０年 以 上 も前 じゃ な いか 。」

「そ うで す
。 確 か な ことで す 。 間 違

い あ りませ ん 。」 と私 は答 え た。

「一 体 全 体
， それ は だれ だ ね ？」

「ジ ョセ ブ ・ス ミスで す
。 私 の 教 会

の設 立 者 で す 。」私 は答 え た。

「君 は
， １８３０年 と い う早 い 時 期 に，

そ の ジ ョセ ブ ・ス ミスが ユ ダ ヤ人 の 帰

還 を唱 え た とい うのか ね 。」

「そ うです
。 そ の上 ， もっ と興 味 深 ・

い こ とは … …」 私 は こ こで 自分 が 数 週

間前 に エ ル サ レムの 食 堂 で 話 した こ と

と全 く同 じ こ とを反 復 して い た 。

ｎ… … １８４１年 に
， 彼 は教 会 の 指導 者 の

ひ と りを指 名 して， エル サ レムへ 行 っ

て ユ ダ ヤ人 の帰 還 の た め にエ ル サ レム

を奉 献 す るよ う命 じた んで す 。」

「そ の男 は
， 行 っ た のか ね 。」

ず え え
， 行 き ま した とも 。」

「そ の男 は エ ルサ レムへ 行 って
， 一

体 何 を した のか ね 。」

「オ リブ 山 の頂 に行 って
， 祈 りを献

げ ま した。 そ の祈 りを私 た ち は奉 献 の

祈 りと考 え て い ま す 。 そ の 中 で彼 は，

風 土 と土 壌 が ， ユ ダ ヤ人 の莫 大 な人 口

を支 え る よ う， ま た 各 国 政府 が ユ ダ ヤ

入 の 帰 還 を支持 して 一致 協 力 す るよ う

また ， ユ ダ ヤ人 自身 が 帰 還 の み た ま に

動 か され る よ うに祈 った の で す 。」

彼 は驚 い て ，私 の 級友 の ラ ビの方 を

向 き なが ら言 った 。 「そ れ が 一体 ， ど

んな 影 響 を与 え た とい うの か ね 。」

私 は， それ が 確 か に影 響 を与 え て い

る と答 え た 。

ペ タイ 教 授 は ，翌 春 ， 大 学 を退 官 し Ｌ

て ， ニ ュ ー ヨ ー クの ヘ ル ツ ェル協 会 で

専 任 の 研 究 主 任 とな った 。教 授 は手 紙

を書 いて よ こ し， ニ ュ ー ヨー クに来 て

「シ オ ニズ ム運 動 と モル 毛 ン教 会 」 と

い う テ ー マの 論 文 を そ の 伽会 で発 表 す

る よ う要 請 した 。 また私 と一緒 に ，種

々の 質 問 に答 え ， 私 の理 論 を 弁護 して

くれ るふ た りの 相 談 者 も招待 して くれ

た。 その 招 待 に応 じ， エ リス ・ラス マ

ッセ ン博 士 と， ポ ール ・ア ン ドラス博

士 が ， そ の 企 画 に 参 加 して くれ た。 論

文 は歓 迎 され ， そ の 後 ， 印刷 に付 され

て ， ヘ ル ツ ェル 協 会 の 年季 誌 の 一章 を

飾 った 。 （ヘル ツェル年季誌 「シオニズ ト

の歴史 と思想の評論 」第 ５巻 Ｐ．１４７－７４）

論 文 の 発 表 の 直 後 ， ひ と りの ユ ダ ヤ

人 の 紳 士 が ， 私 た ち ３人 に近 寄 っ て来

て ， 言 った 。 「き ょ うの お話 を 聞 いて

とて も驚 きま した。 と ころ で ， あ な た

方 は， な ぜ 世 界 中 の人 々 に この こと を

教 え な い の で す か 。」

私 た ち は そ の 紳士 に答 え た。 「私 た

ちの教 会 は 何 十 年 も世 界 中 の人 々 に，

この メ ッセー ジを伝 え る努 力 を払 つて

送 ま した 。 た だ 世 の 人 々 が ， そ れ に



耳 を傾 け よ う とは しな いの で す 。

そ の 紳士 は言 っ た 。「私 の言 い た い

の は ， なぜ ， 何 か 小 さ な パ ン フ レ ッ ト

の よ うな もの を何 億 部 も出 版 して ， 世

界 中 の人 に そ れ を配 らない の か とい う

こ とな ん で す。 去 年 の スエ ズ 危 機 以 来

ア ラ ブ人 は再 び ユ ダ ヤ人 を海 の 方 へ 追

い や ろ う と して い ます 。 あ なた 方 の 教

会 に は ，神 が ユ ダ ヤ人 の帰 還 を命 じた

とい う メ ッセ ー ジ が あ るんで す か ら，

この危 機 に 当 た って， 世 界 の世 論 の バ

ラ ンス を くつ が え す た め， 大 々的 か つ

迅 速 に発 表 した ら ど うです か 。」

そ の 提 案 に 一応 の謝 意 を表 しは した

もの の ，私 た ちは ， 回復 され た キ リス

トの教 会 が ユ ダ ヤ人 に与 え よ う と して

い る救 い は，政 治 的 な もの で はな く，霊

的 な もの で あ る こ とを承 知 して い た。

こうい った 一連 の 経 験 か ら， ユ ダ ヤ

人 の帰 還 に関 し， ジ ョセ フ ・ス ミス の

とっ た予 言 者 と して の 態度 は， （この

記 事 で 紹 介 した の は ， ご く一部 にす ぎ

な い） 彼 が 予 言 の 賜物 を持 って い た こ

との力 強 い証 で あ る とい う印象 を強 め

る もの と な った 。 そ して， ユ ダ ヤ人 の

帰 還 は， 予 言 され た イ エ ス ・キ リス ト

の再 降 臨 の準 備 の 一 部 で あ るが ゆ え に

近 来 の現 象 は，主 の 降 臨 が遠 か らぬ こ

とを示 して い るの で あ る。

１． ； 十 ぐ一 ル ・ヘ ル ッ ェ ル （１８６０－ １９Ｇ４）

て 一 一い ’ア 生 ま れ の ユ ダ ヤ 人 作 家 。

エ ル ア イ ン ・
”ス は

． ド ロ プ シー 大 学

に お いで ｉ：吏 学 で 博 ｉ二号を 取得 して い る。

現 在 ， ブ ∵マ ム ・ン ン 〆 セ学 の古 代 聖 典 学

部 で 教 えて お り． 学 二ｉ三一一 マζ の 監督 で あ

る。

第 １４２回年 次総大会における説教

十二使徒評議員会会員

ハ ワ ー ド ・Ｗ ・ハ ン タ ー

教 師

最 も 大 切 な 教 え に 接 し た 少 年 時 代 の 思 い 出

時計 を見 る と， 私 は準 備 して きた 原

稿 を た た ん で ， 内 ポ ケ ッ トに しま った

方 が よ さそ うで あ る。 しか し， しば し

の 時 を い た だ い て， 少 年 時 代 ， 私 の 印

象 に残 って い る ひ と つ の小 さ なで き ご

とを 述 べ させ て い た だ き た い と思 う。

私 た ち の青 年 の指 導 に携 わ って い る献

身 的 な人 々 の 一 団 が， この午 後 の集 会

に参 加 して お られ る こと を聞 いた 時 ，

私 は この で きご とを思 い 出 した 。

ま だ朝 も早 い， あ る夏 の 日 の こ とで

あ った。 私 は窓 辺 に立 って いた 。

ふ と見 る と，芝 生 の上 にふ た つ の 小

さな生 き物 が い る。 ひ と つ は親 鳥 で あ

り， も うひ とつ は， 明 らか に巣 か ら出

た ば か り とわ か る ひ な 鳥で あ った 。 幸

い な こ とに私 の姿 は カー テ ン の陰 に な

って 鳥 の 方 か らは見 え な い。 親 鳥 を 見

て い る と，芝 生 の上 に ぴ ょん と飛 び 出

し， 足先 で地 面 を つ っつ き始 め た。 そ

して ，頭 を ぴ ょん と立 て る と， 大 き く

太 った ミ ミズ を 芝生 の 中 か らひ っ ぱ り

出 して ， 飛 ん で 戻 って来 た。 ひ な鳥 は

くちば しを 大 き く開 け た が ，親 鳥 は 自

分 で そ の ミ ミズ を 飲 み込 ん で し ま う

た。

ながめていると，親鳥は木の上に飛

び上が り， しば らく木の皮をつついて

いたが，やがてその口に大 きな虫を く

わえて戻って来た。ひな鳥は くちばし

を大きく開けたが，親鳥はその虫も飲

み込んで しまった。そ してそれに抗議

するやかましいさえずりが聞こえた。

そのうち親鳥は飛んで行 ってしまい

戻って来る気配はなかった。私は残 さ

れたひな鳥を じっと見続けた。しばら

くするとそのひな鳥は芝生の上に飛び

出 し，足先で地面をつついていたかと

思 うと，頭をぴんと立てて，芝生の中

か ら大きな ミミズをひっぱり出 したの

である。

私たちの子供や青少年の指導に携わ

る立派な人々を神が祝福 して くださる

ように，イエスの御名によりへりくだ

って祈るものである。アーメン。

ヒュー ・Ｂ ・ブラウン長老 に話をする機

会 を与 えようとの配慮か ら， ハ ンター長老

は自分に割 り当て られた時 間を短縮 した。

ブラウン長老 は，健康がす ぐれなか ったた

め に，本大会で は話をす る予定が組まれて

いなか った のであ る。
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第 １４２回年次総大会における説 教

証 の 重 要 性

聖 霊 の 力 は 教 会 員 を 啓 発 し，強 め，教 化 し，統 一 す る

兄 弟 姉 妹 ，私 は本 大会 の 中 で， 本 日

の 午 前 と午 後 に わ た って述 べ られ た数

々 の 証 の 力強 さに非 常 な感 銘 を覚 えて

い る。 ス ミス大 管 長 の証 は な ん と堅 固

で 力強 く， か つ確 固 と した ものだ った

こ とだ ろ うか。 だ れ が それ を疑 い うる

だ ろ うか。 次 い で マ ー ク ・Ｅ ・ピー タ

ー セ ン長老 は堂 々 と した真 実 の証 を述

べ られ た。 フ ェザ ー ス トー ン副 監 督 や

ピー ター ソ ン副 監 督 ， ま た そ の他 の兄

弟 た ち の証 は， そ の生 活 か らに じみ 出

た ， ま こと に謙 遜 で 確 固 と した も ので

あ った。 キ ンボ ール 兄 弟 は， 常 に快 い

真 実 な証 を され る。 この よ う な証 は，

私 た ち の生 活 に と って 大 切 な もの で あ

る。

福 音 に対 す る証 は， 教 会 の 会 員 が 所

有 す る最 も価 値 あ る もの の ひ とつ で あ

る。 教 会 の強 さ と一 致 の 度 合 い は ， 会

員 が福 音 に そ って 生 活 す る こ とに よ り

福 音 の真 実 性 に気 づ くこ とに か か って

い る。

教 会 員 の 霊 性 は， 福 音 に そ って生 活

して い る度 合 い や ， ま た ， この 偉大 な

御 業 の真 実 性 を 証 す る聖 な るみ た ま を

受 け る にふ さわ しい 生 活 を して い るそ

の度 合 い に よ って 決 ま る。教 会 の繁 栄

ぶ りは また ， 会 員 が 立 派 な 行 な い や，

正 しい 生 活 に よ って 示 す 証 の強 さで ，

ほ とん どが計 られ る。

聖 書 に述 べ られ て い る偉 大 な証 の ひ

とつ は，ペ テ ロが 神 殿 の 門 前 で，あ しな

え を い や した あ と， さば き人 た ち の前

に ひ き出 され た 時 に述 べ た証 で あ る。

「そ の 時
， ペ テ ロが 聖 霊 に満 た され

十二使徒評議員会補助

ジ ェ ＿ ム ス ・Ａ ・ヵ リモ ア 長 老

て 言 った ， ｒ民 の役 人 た ち， な らび に

（イス ラエ ル の ）長 老 た ち よ，

わ た した ちが ， き ょう，取 調 べ を受

け て い るの は， 病人 に対 して した良 い

わ ざ につ い て で あ り， この人 が ど う し

て い や され た か に つ い て で あ る な ら，

あな た が た ご一 同 も， ま た イ ス ラエル

の 人 々 全体 も， 知 って い て も ら い た

い 。 この人 が元 気 に な っ て み ん な の前

に 立 って い るの は， ひ と え に， あ なた

が た が 十字 架 に つ け て殺 した のを ， 神

が 死人 の 中 か らよ みが え らせ た ナ ザ レ

人 イ エ ス ・キ リス トの御 名 に よ る ので

あ る。

この イ エ ス こそ は 「あ な たが た 家 造

り らに捨 て られ たが ， 隅 のか し ら石 と

な った石 』 な の で あ る。

この人 に よ る以 外 に救 い は ない 。 わ

た した ち を救 い うる名 は， これ を 別 に

して は ，天 下 の だれ に も与 え られ て い

な い か らで あ る 。」 （使 徒 ４ ：８－ １２）

これ に次 いで 偉 大 な キ リス トに 対 す

る証 が ， 同 じペ テ ロに よ って 次 の よ う

に述 べ られ て い る。

「イ エ スが ピ リポ ・カ イザ リヤの地

方 に行 か れ た と き， 弟 子 た ちに尋 ね て

言 われ た， 「人 々 は人 の 子 を だ れ と言

っ て い るか 』。

彼 らは言 った ， 「あ る人 々 は バ プ テ

ス マ の ヨハ ネだ と言 って い ま す。 しか

し， ほか の人 た ちは ， エ リヤだ と言 い

ま た， エ レ ミヤ あ るい は預 言 者 の ひ と

りだ， と言 って い る者 もあ ります 』。

そ こで イ エ ス は彼 らに言 わ れ た，

「それ で は ， あ な た が た は わ た しをだ

れ と冨 うか 』。

シ モ ン ・ペ テ ロが答 え て 言 っ た ，

「あ な た こそ ，生 け る神 の子 キ リス ト

で す』。

す る と， イ エ ス は彼 にむ か って 言 わ

れ た， 『バ ル ヨナ ・シ モ ン， あな た は

さい わ い で あ る。 あ なた に１この 事 を あ

らわ した の は， 血 肉 で は な く，天 に い

ま す わ た しの父 で あ る。

そ こで， わ た しも あな た に 言 う。 あ

な た は ペ テ ロで あ る。 そ して わ た しは

この岩 の上 に， わ た しの 教 会 を建 て よ

う。 黄 泉 の力 もそれ に打 ち勝 つ こ とは

な い。

わ た しは， あ なた に天 国 の か ぎを授

け よ う。 そ して ． あ な た が地 上 で つ な

ぐ こと は， 天 で もつ な が れ， あ な たが

地 上 で 解 くこ とは天 で も解 か れ る で あ

ろ う．。」 （マ タ／ｆ１６：１３－ １９）

一 般 に他 の教 会 が 会員 を失 い， そ の

会 員 数 が 減 少 して い る今 日， 多 くの人

々 は末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 の

着実 な発 展 には どの よ うな秘 訣が あ る
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のか と不 思議 が って い る。 ；

マ ッケ イ 大 管長 は これ に次 の よ うに

答 え て い る。 「そ の秘 訣 は ，教 会 に忠

実 な 各人 が も って い る，福 音 は正 しい

原 則 か らな る とい う証 に あ る… …」

「この 証 は ， イ エ ス ・キ リス トの福

音 の原 則 に一 致 し， そ の儀 式 に 従 い ，

導 き手 と な る神 の み た ま，聖 霊 に あ ず

か る資 格 を得 ， ま た そ れ を 受 け た す べ

て の誠 実 な男 女 に もた ら され た もの で

あ る 。」 （「幸 福 へ の道 」 Ｐ．３１４－ １５） 幽

「イ ンパ ク ト」 （影 響 ）誌 の論 説 の 中

で ， ウ ィ リア ム ・Ｅ ・ベ レ ッ ト兄 弟 は

今 日教 会 を導 き統 一 して い る聖 な るみ

た ま の偉 大 な力 に つ いて よ く述 べ て い

る。

「今 日 の大 き な奇 跡
， それ は， 末 日

聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 の会 員 と，

彼 らを導 くよ うに任 命 され た あ また の

幹 部 とを結 合 す る み た ま の 働 き で あ

る。 な ぜ な ら， この よ うに指 導 す るた

め任 命 され た人 々 は， 様 々 な言 葉 を 話

し，種 々 の人 種 や文 化 に属 し， また 多

くの 異 な った土 地 に住 ん で い るか らで

あ る。 そ れ で い て な お， 教 会 の召 しに

従 い ， 基 本 とな る教 義 を受 け入 れ ， 生

け る神 の 予 言 者 に よ って導 かれ て い る

と信 じる点 にお い て ，一 致 が示 され て

い る。

この 一 致 は，世 間 で は概 して不 可 解

な もの に思 わ れ ，教 会 に よ く出席 す る

多 くの 入 で さえ理 解 で きな い で い る。．

この一 致 に影 響 力 を もた らす の は， 神

の聖 な る神 権 を 通 じて 神 の権 能 に よ り

人 に与 え られ る聖 霊 以 外 の 何物 で もな

い。 聖 霊 の働 きを 通 じて ，真 理 が聖 書

の １ペ ー ジ １ペ ー ジか ら， あ るい は生

け る予言 者 の 口か ら ほ とば しり出 る時

に ，人 は真 理 を知 る よ うに な る。 ブ リ

ガ ム ・ヤ ング の言 葉 に 『天 使 が い か に

雄 弁 で あ っ て も， 聖 霊 の 力 を 受 け な い

雄 弁 は ，神 が生 きて ま します こ とを ，

いかなる人にも決 して確信させえない

し，また，真理を神の王座につかせるこ

ともできない。聖霊の力なくしては，

雄弁は無用な音の結合にすぎない。人

に確信を与えるものは何か。それは人

の心を開き，悟 りへと導 く全能なる神

の力である。」と あ る。」 （「インパク

ト」（影響）誌１９７０年春季号 Ｐ．２）

すべての教会員は聖霊を伴 とする資

格がある。バプテスマの後頭上に手が

おかれ，次のように宣言 される。 「聖

霊を受けよ。」私 た ちがふさわしけれ

ば，啓示を与える聖霊を常に伴 とする

権利が これによって与え られる。

聖霊を伴とするにふさわ しい生活を

する・者への祝福が，予言者ジョセブ ・

ス ミスとシ ドニー ・リ・グ ドンに啓示さ

れた。

「主か くの如 く言う。主なるわれは

われを畏るる者に恩恵と憐 み と を与

え，終 りまで美 しく且つ真実にわれに

仕 うる者に誉を与うるを喜ぶ者なり。

彼 らの得る報いは大きく，その栄は

永遠なるべ し。

われは彼 らにすべての奥義，すなわ

ち昔より今に至 り，またこれより永き

未来にわたるわが王国のあらゆるか く

れたる奥義を知 らしめ，わが王国に就

けるすべてに関するわが旨を知 らしめ

ん。

誠に永遠の驚異をも彼 らは知 らん。

またやがて起るべきこともわれ彼 らに

示 さん。すなわち多 くの代のことを彼

らに示すべし。

而 して，彼 らの智恵は大いなるもの

となりてその覚 りは天に届かん。彼．ら

の前にはすべて賢き者の智恵 も滅 し，

慎み深 き者の覚 りも物の数ならず。

そはわが 「みたま」によりて彼 らの

覚 りを開き，わが能力によりてわが意

の秘密を彼 らに知らしむればな り６す

なわち，誠に人の眼いまだ見ず，人の

耳 い まだ 聞 か ず ， 人 の 心 に い ま だ入 ら

ざ る ものを も知 ら しむ と。」 （教 義 と聖

約 ７６：５－ １０）

ま た主 は再 度 予 言 者 に言 わ れ た 。

「「み た ま』 は 世 に来 るあ らゆ る人

々 に光 を与 え， また 『み た ま』』は そ の

声 を聴 く全 世 界 の あ らゆ る人 々 を 照 す

な り。」 （教 義 と聖 約 ８４ ＝４６）

十二 使 徒 は救 い主 の特 別 な証 し人 で

あ る。 十二 使 徒 の うち どれ だ けの 者 が

救 い主 と文 字 通 りあ い ま み え たか 私 は

知 らな い。 彼 らは そ の こと に つ いて は

語 って い な い。 しか し， 実 際 に あ い ま

み え る必要 は な い。 そ の特 別 な証 は聖

霊 に よ って もた ら され る か らで あ る。

ハ ロル ド ・Ｂ ・リー副 管 長 は若 い人

々 に向 か って こ う言 われ た。 「「この世

に あ って ，救 い主 と顔 を 合 わせ ， あ い

まみ え た 者 は そ う多 くは い な い。 しか

し， あ なた が た の う ちだ れ もが， バ プ

テ ス マ のあ と聖 霊 の 賜 を受 け る祝 福 に

あず か り， あた か も救 い主 とあ い ま み

え た よ うに ，救 い主 の存 在 を完 全 に確

信 した で あ ろ う 。」 （「若 人 と教 会 」 Ｐ１．・

５１）

ジ ョセ ブ ・フ ィール デ ィング ・ス ミ

ス大 管 長 は，生 活 の 中 で の み た ま に よ

る証 の力 につ い て ∫ 次 の よ うに 明確 に

語 っ て お られ る。

「… ま さ し く神 の 御 子 の 御 姿 を 目の

あ た りにす る よ りは るか に 強 い証 が も

て る と主 は教 え られ た 。 …… 救 い主 は

百 われ た。

『だ か らあ な たが たに 言 って お く。

人 に は ，そ の犯 す す べ て の罪 も神 を 汚

す言 葉 も，ゆ る され る。 しか し，聖 霊 を

汚 す言 葉 は， ゆ る さ．れ る こと はな い 。

ま た人 の子 に 対 して言 い逆 らう者 は

ゆ る され る で あ ろ う。 しか し聖 霊 に対

して言 い逆 ら う者 は； この世 で も， き

た るべ き世 で も， ゆ る ざれ る ごとは な

い 。』 （マ‘タ／ｆ１２：３１一一３２） ‘

ぢ７
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従 って ，救 い主 を 目に す る こ とで さ

え， 私 た ちの 霊 に訴 え る聖 霊 の証 ほ ど

に は深 い 影響 も心 に与 え な い の で あ

る。 ペ テ ロ とパ ウ ロの ふ た りは， この

こ とを 知 って い た 。 パ ウ ロは次 の よ う

に語 って い る。．

ｒい った ん ，光 を受 け て天 よ りの賜

物 を 味 わ い ，聖 霊 に あず か る者 と な り

ま た ，神 の良 き御 言 葉 と， き た るべ

き世 の 力 とを味 わ った者 た ちが ，

『そ の の ち堕 落 した場 合 に は， ま た

もや 神 の御 子 を， 自 ら十 字 架 に つ け て

さ ら しもの に す る わ け で あ るか ら， ふ

、，．た た び悔 改 め に た ち帰 る こと は不 可 能

で あ る。』 （ヘ ブ ル ６ ：４－ ６）

ス ミス大 管 長 は次 の よ うに結 ん で い

る。 「… …聖 霊 に よ る魂 の感 動 は， 示

現 に よる よ り もは るか に意 義 が あ る。

霊 か ら霊 へ と語 りか け， 魂 に焼 きつ け

られ た もの は容 易 に は消 しが た い 。 す

べ て の教 会 員 は， イエ ス は神 の 御 子 で

あ る とい う確 信 を 消 し去 る こ との な い「

よ うに， 聖 霊 に よ って 各 自の 霊魂 に植

え つ け な けれ ば な ら な い 。」 （「熱 心 に

求 め よ」 Ｐ．２１３－ １４）

私 た ちが 真 理 を 尋 ね ， 永 遠 の生 命 を

追 い求 め る に あた って ， 主 は導 きの な

い ま ま に私 た ちを 置 い て は お か れ な

い。 主 は言 わ れ た 。

「オ リヴ ァ ・カ ウ ドリよ 。 誠 に ま こ

と に われ 汝 に告 ぐ。 … … 汝 あ る知 識 を

受 くべ レと信 じて 信 仰 を もて 真 心 よ り

求 む る如 何 な る事 の 知識 を も， これ を

得 ん こと は汝 の 神 に して 汝 の 瞭 い主 な

る主 の今 生 きて 在 るが 如 く 正 に 確 な

り。

然 り， 見 よ， わ れ 今 汝 に来 りて 汝 の

心 の中 に留 るべ き聖 霊 に よ りて汝 の 智

と情 に告 げ ん とす 。

そ もそ も， 見 よ， これ は啓 示 の 『み

た ま』な り。」（教 義 と聖 約 ８ ：１－ ３）

福 音 の 計 画 の 神 聖 さを 絶 え ず確 か め

６８

るに あた り，生 活 の 中 で み た ま を伴 と

す る必要 が あ る。 み た ま を伴 とす る こ

とを 保証 して くれ る大 切 な もの に， 次

の ふ た つ の こ とが あ げ られ る。

１．生 活 が福 音 の標 準 に一 致 した も

の で な け れ ば な らな い。 「…主 の 『み

た ま』 は清 くな い殿 に宿 り た ま わ な

い 。」 （ヒ ラマ ン ４ ：２４）

２． 主 の御 業 を行 な う者 と な らな け

れ ば な らな い。 救 い主 の大 胆 な教 え を

聞 い た パ リサ イ人 た ち は言 った 。 「こ
』
の人 は学 問 を した こ と もない の に， ど

う して律 法 の知 識 を も って い る のだ ろ

う。」 そ こで イ エス は 彼 らに答 え て 言

われ た。 「神 のみ ここ ろを 行 お う と思

う者 で あれ ば ， だ れ で も， わ た しの 語

って い る この 教 が 神 か らの もの か ， そ

れ と も， わ た し自身 か ら出 た もの か ，

わ か るで あ ろ う。」 （ヨハ ネ ７：１５，１７）

主 は予 言 者 ジ‘ヨセ フ ・ス ミス に ，人

が いか に 主 に対 す る証 を得 る こ とが で

き るか 簡 明 に 告 げ て お られ る。

「誠 に
， 主 か くの 如 く言 う。 そ の罪

を捨 て て わ れ に来 り， わが 名 を呼 び ，

わ が 声 に 従 い ， わ が誠 命 を守 るあ らゆ

る人 々は ， わ が面 を 見 て わ れ在 るを知

る こ とあ らん 。

ま た ， わ れ は 世 に来 るあ らゆ る人 を

照 らす真 の光 な る こ と…」 （教 義 と聖

約 ９３：１－ ２）

私 た ちは あ ま りに も しば しば， 自分

で で き るか ぎ りの こ とを しな い うち に

み た まの導 きを主 に願 い求 め て い る。

オ リヴ ァ ・カ ウ ド リが モル モ ン経 をｉ翻

訳 しよ う と して失 敗 した 時， 主 は次 の

よ うな 言葉 を鍵 と して与 え られ た。

「され ど見 よ
， わ れ汝 に告 ぐ， 汝 心

の 中 に よ く思 い計 り， そ の後 願 う こ と

も し正 しか らば汝 願 わ ざる べ か らず 。

願 う と と正 しか らば ， そ の 時 われ 汝 の

心 を 内 に燃 や さん 。 これ に よ りて汝 に

その 正 しきを 感 ぜ しむ 。」 （教 義 と聖 約

９ ：８）

自分 の力 で で き るす べ て の こ とを な

し， よ く研 究 し， ど の よ うに す れ ば 問

題 を一 層 よ く解 決 で き るか 決 心 した後

に， 私 た ち は その 決 定 を 主 の前 に さ さ

げ る ので あ る。 そ こで も しそ れ が正 し

けれ ば， 胸 の中 は燃 え ， な す べ き こ と

に つ いて 霊 的 な確 証 を 得 る こ と に な

る。

予 言 者 アル マは ，福 音 の教 え に つ い

て証 を し， 次 の よ うに 述 べ て い る。

「これ ばか りで は な い。 あ な た た ち

は私 自身 これ らの こ とを知 らな い者 で

あ る と は思 わ ない か 。 ご らん ，私 は 自

分 が これ まで に話 した こ とは み な本 当

で あ る と 自分 で 知 って い る こ とを証 す

る。 どの よ う に して そ れ が確 で あ る こ

とを 知 って い るか と問 うな らば ，

これ は 神 の 聖 い 「み た ま』 が私 に示

した も うた の で あ る。私 は 自分 が これ

を 知 るた め に長 い 間 断 食 を し て 祈 っ

た 。 そ こで主 な る神 が そ の聖 い 『み た

ま』 に よ って これ を私 に示 した も うた

の で ，私 は 自分 で これ が真 理 で あ る こ

とを 知 って い る。 この聖 い 『み た ま」

と はす な わ ち私 の 中 に あ る啓 示 の 「み

た ま』 で あ る 。」 （ア ル マ ５ ：４５－ ４６）

た しか に ，「『み た ま』 は そ の声 を 聴

く全 世界 の あ らゆ る人 々を 照 す 」 の で

あ る。

私 は ，人 は み た ま の証 に よ って この

偉 大 な御 業 の神 聖 さに気 づ く ことが で

き る こ と，また 神 が 生 きて ま しま し，イ

エ ス が キ リス トで あ る こと， ジ ョセ ブ

・ス ミス が神 か ら召 され た 予 言 者 で ，

あ り， ジ ョセ フ ・フ ィール デ ィング ・

ス ミス大 管 長 も神 の予 言 者 で あ る こ

と，この 福 音 は主 が 定 め られ た とお り，

生 命 と救 い の偉 大 な計 画 で あ る ことを

証 す る。 兄 弟 ，姉 妹 これ が 私 自身 の 証

で あ り， イ エ ス ・キ リス トの御 名 に よ

うて 申 し上 げ る もの で あ る。
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歴

外 に 出ると，太 陽がのぼ りは じ

めてい ま した。おん どりの クラン

グホー ンが，はねをバ タバ タさせ

なが ら鳴 いています。 まだ夏がす

ぎ るには ２， ３週間 かか りそ うで

す。

ラベ ンは空 を ぐる っと見わた し

ま した。で も，雲 はど こにも見 え

ませ ん。 ８月 にはい ってか ら，雨

がぜ んぜ んふ らないのです。 この

ままで は， こくもつがかれて しま

います。

ラベ ンは，小屋 か ら牛 と馬 をつ

れだ し，水 がほんの少 ししかなが

れていない小川 にい きま した。

川のむ こうにペパ ー フィール ド

さんがい ま した。

「ペ パー フィール ドさん， おはよ

う。 き ょうもあつ くて， か らか ら

だね 。」 ラベ ンは大 きな声で いい

ま した。

「そ うだね 。」 ペパ ー フィール ド

さんはそ ういいなが ら， ポケ ッ ト

か ら大 きな赤 いハ ンカチをと りだ

して， ひたいのあせ を ふ き ま し

た。 「なん とかな らないもんかな

あ。 こくもつはも うど うで もいい

が，牛 や馬 の ことが しんぱいだ 。」

「ぼ くに， なにかで きる ことが あ

った らいい んだ けどな あ。」 ラベ

７Ｑ

ンはい ろい ろかんがえ ま した。

つ ぎの 日，朝の しごとがおわ っ

てか ら， ラベ ンはざ っか屋へ いき

ま した。大 のなかよ しの コーニー

・ス トックが， ざ っしを売 って い

るたなの ところに立 っ そ い まが 、

た 。 ． 嘉鮮 ・

「や あ
， コ ー ニ ー ， な に して ん の

？」

「や あ
， ラベ ン。 本 を 読 ん で ん の

さ。 おと うさんが遊 んで きて もい

い って い った んだ。 きみは， これ

か らど うす るんだい ？」 コーニー

がいい ま した。

「べつ に， あっ，そ うだ。村 まつ

りのパ レー ドにだす ものをかんが ．，

え よ うよ。 もう ２日 しかないんだ

けど，参．にもお もいつ か な い ん 』

だ 。」

「いい よ
。で も， だれ もかんがえ

ない ような ものでな きや。」

たなにおいてあ るざ っしを見て

いた ラベ ンが， きゅうに 目をかが

やかせ ていい ま した。

「コーニー， いいかんがえがある

よ。函 毎 りきかいを作 ろ う。」

「え っ
，こ な ん だ って ？」 コ ー ニ ー

が き き が えドレ ま し た 。、．気

「雨 ふ り きか い だ よ
。 み ／シな 炉 日

で り蛭 こ ま って い る だ ろ う。 この シ ’
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）

きかいは雨をふ らせ るきかいだ っ

てみんなにはなすんだ よ。 きっと

び っくりす るぜ 。 ど うおもう？」

「いいね。で も， どうや って作 る

んだい ？」 コー二肝 がたず ね ま し

た。

「なや Ｑ中を さがせ ば，なにかみ

つ かるよ。」

ふた りは， くるまのふ るいぶ ひ

んやい ろい ろな きかいの こわれ た

ものをみつ けました。 その中 には

ひ しゃ くのえの とれ た ものや， き

かいのベル トもあ りま した。

ふた りはい っしょうけんめ い く

みたてま した。 そ して，つ ぎの 日

、の夜， とうとうで きあ が り ま し

た。

パ レー ドの 日の朝 は，やは り夏

の太陽が ぎ らぎ らかがやいていま

した。ふた りは，雨 ふ りきかいを

もって， ざっか屋 の前 にいきま し

た。 ここがパ レー ドの しゅっばつ

点なのです。

ふた りの作 づたへ んて こな きか

いは， ば しゃにすえつ け られ ま し

た。 そのば しゃには，赤 やみ どり

ピンク，青，だいだい色， それ に

金色や銀色の色紙がは ってあ りま

・した
。 きかい にも， たん じょう日

のパ ーテ ィーでつか ったモールや

テープをは りつ けま した。そ して

きかいの りょうがわ に， きれいな

字で 「雨ふ りきか い」 とか きま し

た。

雨ふ りきかいのて っぺん には，

大 きなバ ケツが あ り，そ の中に，■

ざ っか屋 にと くべつ にちゅうもん

した ドライアイスが はい ってい ま

す。 そ して， じ ょう気 をた くさん

だすために，中に水 を い れ ま し

た。

さあ， しゅ？ばつです。 ラベ ン

は， ふ るい タイヤのポ ンプをお し

ま した。 ドライアイスの じょう気

が， い きおいよ くふき で て い ま

す。

パ レー ドが町 の中ごろにさ しか

か った とき， ラベ ンが空を見 てい

いま．した。 「見 て ご らん， コーニ

ー。」 見 ると，雲が，ちへい線の

上に も くも くわ きあが って きてい

るではあ りませ んか。

「ねえ， あれ ほん とうに雲 ？」 ラ

ベ ンは うれ しくな り， あ りったけ

の力で ポ ンプを お しま した。 じ ょ

う気 が三 がいだて の家 のやね まで

あがりま した。

バ レｒ ドがおわ り，ふ た りは雨

ふ りきかいをば しゃか らはず して ．

ラ険 ンの家 の小屋 の前 にお きまし

た。それか ら， おまつ りひろばに

もど りま した。 そ こではパ レー ド

でいちばんよか った人 が しょうひ

んを も らうことにな っています。

ひろばにいる と，雲 がだんだ ん

空い っぱいにひろが り， あた りが

く らくな って きま した。 ラベ ンは

空 を見 あげました。 ひ とつぶ， ま

たひ とつぶ… …

「コーニー，雨だ！」 ラベ ンはう

れ しさのあま り，大声で さけんで

しまい ま した。雨つぶ は， ほ こり

だ らけの道の上 にお ち， きえてい

きます。ふだ りは， うれ しくて う

れ しくてた まりませ んで した。

雨 はます ますはげ しくふ って き

ま した。やがてそれ はひ どいあ ら

しにな り， つ ぎの 日の朝 にな って

もやみ ませ んで した。

それ か ら １週 間た って も天気は

よ くな らず， とな りの村で は１ ひ

ょうが１５セ ンチつ も りま した。

オ．リンパ ス山 のち ょう上に は，雪

が１０セ ンチ もつ もりま した。

それか ら９日た っ、て， ペパ ー フ

ィール ドさんか らでんわ がかか っ

て きま した。

，「ラベ ン， きみがあのきかいを こ

わ さん と，大 こう水 にな るぐ 。」

ペパ ーフ ィール ドさんは しん けん

７１



　

に い い ま した 。

「で も ペ パ ー フ ィー ル ドさ ん
， あ

のみに きま した。

「ラベ ン， こわ しなさし㌔ そ うす

の きかいはほん もの じゃあ りませ

ん。 あれは， が らくたで作 ったん

です 。」 ラベ ンはせ つめい し ま し

た。「そんな こたあ どうで もいい。

とにか く， きみがあの きかいを作

ってか ら，雨 がふ りどお しなん じ

ゃ。いいかい，あ したの夜 まで こ

わ して しまうんだ。」

その 日のゆうがた， 町の人 たち

が雨ふ りきかいを こわす よ うにた

７２ ，

ればみんながあん しんす るか ら」

とおと うさんがいい ま した。

つ ぎの 日の朝 ， ラベ ンことコー

ニーはきかいを小屋 の中にいれ て

こわ しはじめ ま した。ぜ んぶぶ ん

かい して小屋か らでたふた りは 目

を まる くしま した。空 が まっさお

にはれわた って，太 陽が前 のよ う

にぎ らぎ らかがやいて い る の で

す。

それ か らは， くる 日も くる 日も

太 陽がかがや き， こくもつ はそだ

ち，牛 も馬 も，水を た らふ くのむ

ことがで きま した。で も，だれ も

雨 ふ りきかいの ことを話す人はあ

りませ んで した。

あ る日ちか くの町か ら， しんぶ

ん き しゃの ヒクスさんが， ラベ ン

とコーニーを さが しに町にや って

きま した。ふた りは ヒクスさんに

雨ふ りきかいの ことを くわ しく話

しま した。 ヒクスさんは，ぶんか

い され てば らば らになった雨 ふ り

きかいを見て，信 じ られない とい

った よ うすで に こに こしなが らく

びをか しげま した。

「ヒクスさん
，ぼ くらもこの きか

いが ほんと うに雨 をふ らせ るなん

て しん じられないんです。」 ラベ

ンはせつめい しま した。

「で も， きかいは， もちは こびに

べ ん りなように して とってお こう

とおも うんです 。」

「そ うです よ。」 ラベ ンに 目くば

せを しなが ら， コーニーがいいま

した。

「だ って，いつまたぼ くたちの雨

ふ りきかいが雨 をふ らせ るか， わ

か らないで しょう！」
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モ ロ ナ イ ｉｉ≡≡１

多毒譜

マ ー ベ ル ・ジ ョ ー ンズ ・ガ ボ ッ トに よ る

モ ル モ ン経 物 語

絵 ：キ ャ リー ・カ ップ

モロナ イは， うす暗 い ものかげに身を か くし，

い くら明 る く日が照 っていて も， もう外へ 出て行

こうとは しませんで した。 もしレーマ ン人 に見つ

かれば， まえに 自分 がひきいた １万人の勇者 や，

父モルモ ンのひ きいた， やは り一万人の戦士， そ

してその何十倍 ものニー ファイ入 と同 じよ うに き

っと殺 されて しま うだろ うと思 ったか らです。 ニ

ー ファイ人 は， いた る ところで殺 され， ほろぼ さ

れて いきま した。

父モ ルモ ンも殺 され，親 ぞ くもみな戦争 に出て

死 に， モロナイには， もう友だち も身を よせ る と

ころもあ りませ んで した。 モロナイはただひ と り

その悲 しいで きごとを書 きつづ けま した。 「……

レーマ ン人 が互 いに戦 う戦 いはま ことに烈 しく，

またその怨 みの心が強 いか らおよそギ リス トを否

定 しないニー ファイ人 は一人 の こ らず殺 す。私 モ

ロナイは決 して キ リス トを否定 しない者 であ るか

ら，私 の命が安全な所を求 めて さまよ って いる。」

夜 になる匙 ｒモ ロナイは命 をつな ぐために，狩

りを して食 べ物をえ ま した。 モロナイには， た く

さんの記録 とい っ しょに丘 にか くされて いる父モ

ルモ ンの記録を完成 させ るとい う重大 な使命が あ

ったのです。

モ ロナ イは父 の記録 を書 き終 える と， その記録

をべつの金版 とい っしょに， とって おこうと考え

ま した。 さまざ まなで きごとが書かれた，・た くさ

んの金版 の中には，・ニ ーフ ァイ人 よ りも先 にアメ

リカにわた って来た ジェレ ドとジェレ ドの兄弟 の

家族の物語が記 されてい多２４橡２）金阪 もあ り奪 し

た。 それ は予言者 イテルが記 した もので，環 い力

強い美 しい物語で レた。 ば・．

モ ロナ イはよ く祈 り求 めなが らプ注意深 く要約

し始 めま ：したが， ジェ レ ドの呆弟 はす ば らレい信

仰 ρ持 ち主 だ った ので・ その言葉 は木変力強く と

て も要約す るζ とはで きませんで した。そ こで モ

ロナィは主 にへ りくだ って，しこう申 し あ げ ま し

た。 「……主 は この民 に聖霊を授 けてよ く語 らせ

た もうが，私た ちの筆 は拙いので多 ぐ書 けるよ う

にな した まわ ない。主は ジェレ ドの兄弟 の筆 に大

きな力を与えた もうたが， 私たちには与 えたまわ

ない。 ……私た ちが物を書 く時 自分の力弱 さを悟

り， また言葉の用法 を誤 ま る。 ……」

す ると主はモ ロナ イをな ぐさめてこゆ言 われ ま

した。 「われ は人 を謙遜 にす るために人 に弱点 を

７５



与 うれ ど，…… また汝は己れ の弱点 を認む る故 に

力を授 け らる。」 そ して，主 はジェレ ドの兄弟の

，言葉 をそのまま書 き写す よ うに， またその記録の

あ る部分 は しば ら くの間封 じて お くよ うに と言わ

れ ま した。 モ ロナイはその言葉 に従 って記録を書

き，父 の記録 につけ加 えま した。そ して，力をふ

りしぼ って，父 モルモ ンの真実 と知恵にあふれた

２通 の手紙 も書 き写 しま した。

モ ロナイはひ とりぼ っちで した。金版を命 じら

れた とお りに封 じる前 に，モ ロナイは金 版に最後

の メ ッセ ージを書 きま した。 イエス さまの愛，教

会の会員が祈 りを ささげ，福音 について語 り合 う

ための集会，バプテスマ，聖餐式 の方法，聖餐 の

祝福の祈 りについて書 きま した。

また， この記録 を受 け るはず の今 日の人 々にあ

てて， 「イエス ・キ リス トが前以て あなたた ちを

私 に見せ た もうたのであなたた ちの行いが今私 に

触 るのである」 と前 おき して， けっ して，神の権

能 と神 の賜を否定 した りしてはな らない ことを警

告 し， 「汝 ら信仰 さえ あ らば，わが こころにかな

う何事 にて も為す ことを得 」 とい う約束 を書 き記

しま した。そ して さ らに， 「この記録 を受 け る時

それが真実な ものか どうかを……神に問 え。 ……

そ して聖霊の力によ って一切 の事 の真実で あるか

ど うかが あなたたちに解 る」 と書 きそえ ま した。

これ は，救 い主 がアメ リカ大陸 のニーフ ァイ人

を訪 れてか ら， ４００年以上 もあとの ことです。モ

ロナ イは・記録 を次 の言葉で結び ま した。 「さて

私 は， …… この記録 を封 じて隠す…… さ らば，す

べての人 たちよ。」
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方針 ，手続 きお よび

ニ ユ ー ス

扶助協会の基金作りについて

１９７０年 ９月１１日付の大管長会の指示により，扶助協会は自

主財政方式をとらず，各ワー ド部，支部，ステーキ部の予算

か ら運用資金を受けることになっている。 この変更は，基金

作りの重荷を神権活動に負わせる （正 しいことであるが） と

同時に，慈善奉仕，家事技能，技術教育，文化的霊的生活の

促進といった，扶助協会本来の目的のたあに，その時間と精

力をより一層ささげることができるようにということでなさ

れたものである。

多 くの扶助協会が，予算獲得のため大規模な基金作 りを行

なっていて，扶助協会の財政方針の変更という大管長会の意

図を妨げているとい う報告が入っている…∵。

扶助協会は教会の補助組織 として，他の補助組織 と共に，

基金作 りに関 して神権指導者 に援助を求める。一方神権指導

者は，予算作りが監督，支部長 もしくはステーキ部長の指導

のもとに準備 して行なわれるワー ド部，支部，ステーキ部の

責任であることを心に留めてお くこと……予算の獲得は通常

ワー ド部や支部の会員に個人的に割当てを与える方法が最 も

成功 している。

一 神権会報

聖任もしくは按手任命にあた っては，その家族の支措を求め

ること

家族の者を教会の責任に任命 したり，兄弟を神権の職に聖

任する際は，状況に応 じて次のような手順を踏むよう奨励す

る。

妻子をワー ド部，ステーキ部の役職に召そうとする場合，

もしくは，息子，娘を専任宣教師に推薦する場合，当該役員

はそのような意図に対し家族の長の承認を得るよう話 し合う

とよい。

妻が教会の責任に按手任命されるときはいつも夫 が 同席

し，夫が神権の職に按手聖任 されるときはいつも妻 が 同席

し，また子供が按手聖任 もしくは按手任命されるときはいつ

も両親が同席するよう招請することは適切なことである。

教会の方針とプログラムは，教会貴が教会内で調和

した生活を送れるようにと定められたものである。こ

れら公式の指針は， 「神権会報」と呼ばれる公報によ

って神権指導者と補助組織指導者に伝えられてお り，

ほとんどはこれから引用されている。またその他一般

的な事項も時折掲載される。

一 神権会報

系図協会の人事異動

このたび，十二使徒評議員会補助のセオ ドア ・Ｍ ・バー ト

ン長老が，系図場会会長に指名された。なお前会長の十二使

徒評議員会会員ハワー ド・Ｗ ・ハンター長老は協会の理事会

の一員として働 くことになる。

十二使徒評議員会会員マーク ・Ｅ ・ピーターセン長老 も，

ハロル ド・Ｂ ・リー大管長の後任として理事会で働 くことに

なった。

このたびの系図協会会長会の異動は，十二使徒評議員を教

会の組織の細かい業務か ら解 くという大管長会の方針を反映

した ものである。

セ ォ ドア ・Ｍ ・バ ー トン長 老 シ ャ ー マ ン ・Ｍ ・ク ラ ン プ

中央アロン神権書記が召される

最近，管理監督会より，中央アロン神権書記の任命が発表

された。新たにこの職に召されたのは， ソル トレーク市バ ト

ラー西ステーキ部のシャーマン ・Ｍ ・クランプ部長である。

「私の主な責任は，１２歳以上の青少年のプログラムを相互調

整することです。管理監督会はすべての若人に永遠の家族の

一員となる資格を得 させるという目標を定めています
。つま

り，若人に永遠の結婚の備えをさせ，神権を尊んで，その活

動に携わるように教え，また親となる喜びを享受できるよう

に備えることが，私たちの主 に目さすところです」 とクラン

プ部長は語っている。
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第 １４２回年 次総 大会 における説教

伝 道 の 奇 跡

今 日，宣教師を通 してもたらされる犠牲 ・奉仕 ・献身の喜び

親愛なる兄弟姉妹，私はきょう話す

ことについて神のみたまが共にあるこ

とをへりくだり願 うものである。

私は， この時代の優れた奇跡の中の

ひとつに末日聖徒イエス ・キリス ト教

会の伝道の奇跡があげ られると思う。

現在，教会は全世界に９８の伝道部を

もっている。そこでは ！万 ５，４００人の

宣教師たちが彼 らのすべての時間を人

々を改宗させるためにささげている。

これ らに加えて非専任のステーキ部宣

教師としていろいろな職業に従事 して

いる数千人の男女がいる。 これ らの宣

教師はお金を自分でまかなうか，友人

や親戚あるいはメルケゼデク神権定員

会から経済的援助を受けている。

大多数の専任宣教師は１９歳か ら２１歳

の若者である。このような若者が教会

のためにすべての自分の時間をささげ

るとは普通では考え られないことであ

る。

これ らの若者が，救い主 と教会のた

めに伝道できるのは，彼 らが教育を中

断 し結婚を延期 し，兵役に支障をきた

さないように して伝道の時期を決めて

いるためだということを，指摘 してお

かねばな らない。

７８

七十人最高評議員会会 員

ミル ト ン ・Ｒ ・ハ ン タ ー

このように宣教師活動の奇跡は経済

的援助を した人々の犠牲と自分の時間

を与えたすべての宣教師によって くり

返 し行なわれるのである。

なぜこの宣教師の現代の奇跡が起 こ

るのであろうか ？

第一に，この広範な伝道が，１８３０年

に回復されたイエス ・キリス トの真の

教会に属 しているという強い証を持つ

宣教師と，彼 らに経済的援助を与えて

いる人々によって推進されているか ら

である。彼 らは末日聖徒イエス ・キリ

ス ト教会が神の聖なる神権と真実の教

義 と儀式，そして人々を救い主と共に

日の栄に住まわすよう導 く力を有する

唯一の教会であることを確 信 して い

る。 従 って ， 彼 らは ，人 々 が福 音 を受

け入 れ ， 彼 ら と同 じ喜 び と祝 福 を分 つ

よ う に伝 道 を 続 け て ゆ くの で あ る。

第 二 に ，現 代 の広 範 な伝 道 の 奇 跡 は

い くつ か の啓 示 に お い て イ エス ・キ リ

ス トが そ の よ うに命 じ られ た か ら起 こ

るの で あ る。 例 え ば イ エス は，教 会 員

に次 の よ うに命 じた も うた 。

「汝 ら全 世 界 に出 で 行 き
，一 切 の生

くる者 に福 音 を説 き， わ が汝 らに与 え

た る権 威 を 以 て働 き， 御父 と， 子 と，

聖 霊 の 名 に よ りて バ プ テス マ を施 す べ

し。

信 じて バ プ テス マ を受 くる者 は救 わ

るべ し，然 れ ど信 ぜ ざ る 者 は 救 わ れ

ず 。」 （教 義 と聖 約 ６８：８－ ９）

私 が伝 道 部 を旅 行 した 時 ， た くさん

の宣 教 師 や改 宗 者 が ， 珍 しい 経験 や奇

跡 を報 告 して きた 。 カ リフ ォル ニ ア の

あ るス テ ー キ部 長 が 次 の よ うな宣 教 師

の経 験 を 話 した 。

彼 の ス テ ー キ部 に 裕福 な家 庭 で育 っ

た ひ と りの 若 者 が い て ，彼 は ず っ と宣

教 師 か ら福 音 を 学 ん で い た。 しか し彼

の 教 会 に 対 す る興 味 は彼 の両 親 に と っ

て 不快 な もの だ っ た。 両 親 は彼 を 教 会

に出席 させ ま い と したが ， 彼 は これ が



真のイエス ・キ リス トの教会であり，

自分も加わらなければならない， とい

う強い証を述べた。そこで彼の両親は

大いに腹を立て，もしモルモン教会の

会員になるな らば勘当すると彼に言っ

たのである。この通告にもかかわらず

彼は会員になり，両親はほんとうに彼

を追い出 して しまった。

彼はモルモンの家族に招かれて，そ

ζに住むようになった。そして監督 と

ステーキ部長は彼に伝道に出るように

求めた。彼はその召 しを受け入れた。

しかし，出発する前に，彼の両親は息

子の知人を通 して息子が伝道に行こう

としていることを聞いた。彼 らは息子

に，もし伝道するな らば二度と連絡 し

ないし，お金も送 らないと伝えた。そ

れで彼は両親との連絡を断った。

約 １年後，その若者が伝道部にいた

時，ステーキ部長に午前 １時頃電話炉

かかってきた。優 しい婦人の声で，宣

教師である息子に金を送りたいのだが

住所を教えてはくれないだろうかと尋

ねた。 このようにして，母の愛は宗教

的偏見を超越 したのである。

また，ある伝道部を旅行 している間

に，私は全米大学バスケ ツトボールの

花形選手に会った。大学を卒業 して，

彼は高収入のプロ ・バスケ ットボール

チームとの契約を断わり，伝道に出た

のである。

また，別の宣教師は，高等学校を卒

業する時，プロ野球選手として年 ３万

ドルで申し込まれたそうである。 しか

し，彼は申し出を断わって 伝 道 に 出

た。

その若者が，伝道か高収入のプロか

選択を迫 られた時，伝道を選ぶには非

常な信仰 と献身を要 したであろう。 し

かし，多 くの末日聖徒はこの選択を行

なっている。

最近，南アメリカで，ある姉妹宣教

師から彼女の末 日聖徒イエス ・キリス

ト教会への改宗 と宣教師の召 しについ

ての話を聞いて，私は非常に感動させ

られた。伝道に来 る前，彼女は看護婦

だった。そしてルームメイ トはモルモ

ンの姉妹だった。彼女はルームメー ト

の生活態度や，性格，個性が気に入っ

ていた。そこで彼女はこの教会の教え

を勉強する決心をしたのである。その

モルモンの姉妹は彼女に福音を教える

ためにふたりの宣教師を呼んだ。

彼女の両親は，彼女がこの教会の教

えに傾倒 しているのを聞いて，徹底的

に反対 した。そ して教会に入 ることを

禁 じ，もし加わったならば勘当す ると

告げた。

聖霊は彼女にイエス ・キリス ト教会

が真実であるという強い証を述べたの

で，彼女をとても愛 していた両親の願

いにもかかわ らず，彼女はバプテスマ

を受けることを望んだ。

両親か ら家に帰 って来ないように言

われた時の彼女の悲 しみはどれほどだ

ったであろうか。

教会員になってか ら，彼女は伝道に

出ることを強 く望んだので，働いてお

金をためる決心をした。約 ３，０００ドル

ためるために， ３， ４年かかった。彼

女 は南 アメリカに召され，そこで今，．

土地の人々にイエス ・キ リス トの福音

を教えるというすば らしい仕事をして

いる。家に帰った時に，両親の愛 と好

意を取 り戻すことができるように彼女

は望んでいる。

何年か前，伝道部を見終えてか ら，

私は友人のひとりに 「ある町であなた

は改宗者を得ることができま したか。」

と尋ねて，その町の名前を言 った。

彼は 「いいえ，そこではひとりも改

宗できませんで した。同僚と私は，そ

の町ではほとんど伝道できませんで し

た」 と答えた。

私は，最近その町で集会を開いたこ

とを彼に告げた。集会の後で，ある婦

人が伝道部長 と私に近寄ってきて話 し

た。 「私が子供の頃，ふたりのモルモ

ン宣教師が何度 も私の家に来て母と話

していました。

宣教師が来 るたびに私は台所に駆け

込み，たいして興味を持っていなかっ

た母 とその宣教師が話 している間，扉

のうしろからそっとのぞいて話を聞い

ていました。

彼 らが去 ってから，す ぐに私は居間

に駆け込み，彼 らが机の上に置いてい

った印刷物を取 り上げ，部屋に持ち込

んで研究 しました。勉強するのが楽 し

くて仕方がありませんで した。

ついに私はモルモン経を手に入れ，

読んでみました。私は， これは真の教

会であるという強い確信を持ち，完全

にイエス ・キリス ト教会に改宗するよ

うになりました。成人 してか ら別のモ

ルモンの宣教師がふたり，町にやって

来たので，私は彼 らにバプテスマを施

して くれるように願いましたｂ教会員

７９
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に な ってか らは友 人 や親 戚 に福 音 を教

え ま した。 この支 部 に は， 私 の バ プ テ

ス マ を契 機 と して教 会 員 に な っ た 人

が， ５０人 以 上 もい ます 。」

そ こで， 私 は友 人 に言 った 。 「お わ

か りで し ょう。 あな た と あな た の 同僚

は， ひ と りも改 宗 者 を 得 なか った ど こ

ろか ， その 町 で 間 接 的 に５０名 以上 もの

人 々を 改 宗 させ て いた の で す よ。」

あ る宣 教 師 は， 神 が 真 理 を 求 め る人

を真 実 の教 会 に いか に導 くか を ，経 験

「
か ら話 して くれ た 。

同僚 と あ る家 の 扉 を ノ ッ ク した 時 の

ことで あ る。 ひ と りの婦 人 が す ぐに戸

を 開 け， 彼 らを 迎 え 入 れ 「あ な た方 宣

教 師 は， き ょ う，私 の祈 りに答 え るた

め に来 た の で す 」 と言 った。

「長 い 間
，私 は， 自分 の属 して い る

教 会 に満 足 す る こ とがで き ませ ん で し

た 。 そ れ は， キ リス トが 地 上 に お られ

た 間 に教 え られ た， 多 くの教 義 を 含 ん

で い な い と感 じて い たか らな の で す 。

救 い主 に よ って 建 て られ た 教 会 で はな

い と思 って い ま した 。 私 は， 一生 懸 命

に天 の お父 様 に， だ れ か 救 い に関 す る

真 の福 音 を もた ら し， 真 の 教 会 に導 い

て くれ る人 を送 つて下 さ る よ うに 祈 り

求 め ま した。

そ う した あ る 日の こと，私 は夢 を 見

ま した。 ふ た りの宣 教 師 が 尋 ね て 来 て

中 に入 れ る と 「私 た ちは イ エ ス ・キ リ

ス トの真 の福 音 を あな た に持 って来 ま

した』 と言 った の で す 。 あ な た方 は私

が 夢 の中 で 見 た ふ た り と同 じで す。 そ

れ に あ なた は，「イ エ ス ・キ リス トの真

の 福 音 を あ な た に持 って来 ま した』 と
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言いましたね。私は，あなたが私たち

の主の僕であ り，主の福音を教えて く

れることを知っています。」

ふたりの宣教師はその歓迎に驚いた

が， このすば らしい婦人に福音を教え

る特権を感謝 した。彼女は熱心にレッ

スンを受け，す ぐに末日聖徒イエス ・

キリス ト教会の会員となった。このよ

う．にして，もうひとつの伝道の奇跡が

．起こったのである。

伝道部長夫妻，それに家族の信仰 と

献身が犠牲と奉仕のすばらしい話を生

み，それがイエス ・キ リス トの福音を

広め，王国を建てるのである。

大管長は神の聖なる予言者 として，

ひとりの兄弟とその妻を，伝道部を管

理 させ るために召す。召される人の職

業上の立場 も経済的な状況 も考慮 しな

いが召される人はそれを引き受ける。

自己の利益は度外視 して， ３年間，伝

道部を管理するようにという大管長会

を通 して来る神の召 しを忠実に受ける

のである。

ひとりびとりの伝道部長の召 し，そ

して彼の顕著な経験とその召しを受け

る信仰心，経済的なことを調整 して家

族のために社会生活を再び取 り戻すこ

とこそ現代の宣教師の奇跡である。

例えば，最近，ある伝道部の伝道部

長と気軽に話 した時，彼はこんなこと

を言っていた。大管長会から召しを受

けた時，彼は雇用主に休暇の許可を求

めた。あと３年 もすれば，家族を一生

支えるのに十分な額を，会社か ら保障

されるはずだったのである。

教会員ではなく，伝道に行 くことに

反対 の雇 用 主 は， 休 暇 の 許 可 を 与 え な

か った。 そ の うえ， も し召 しを 受 け る

な らば会 社 か ら受 け られ る経 済 的 利益

を 失 う との 通告 を受 け たの で あ る。 こ

の 大 きな経 済 的 犠 牲 に もか か わ らず彼

は 召 しを受 け， そ して 今 ， 忠 実 に，教

会 と神 に仕 え てい る。

私 は伝 道 部 長 に尋 ね た。 「大 管 長会

に伝 道 に行 け ば経 済 的 損 失 を 受 け る よ

うに な る こ とを話 して ， ３年 間 ， 召 し

を延 期 して も らっ て は いか が で し た

か 。」

彼 は答 え た。 「３年 後 に 神 は私 を お

召 しに は な らなか った で し ょう。 神 は

今 私 を召 して 下 さ い ま した 。 私 と妻 は

神 の 召 しに従 う決 心 を しま した 。経 済

的 な こ とは， 後 で 助 けて 下 さ る と信 じ

て い ます 。」

教 会 員 と して の 奉 仕 に 伴 うそ の よ う

な犠 牲 は， 確 か に 途 方 もな い こ とで あ

る。 ま さ に現 代 の宣 教 師 の 奇 跡 で あ

る。

終 りに ，私 の証 を伝 え た い と思 う。

真 の イ エ ス ・キ リス トの教 会 は， 救 い

主 と，他 の 御 使 い た ちか ら予 言 者 ジ ョ

セ ブ ・ス ミス に よ っ て， 地 上 に回 復 さ

れ た の で あ る。 この教 会 の会 員 で あ る

こ と と， そ の 中 で啓 示 され た 教 え に従

って生 き る こ とは， 神 に帰 る唯 一 の道

で あ る。 この教 会 は， 入 類 が 天 父 と御

子 の御 前 で 永 遠 の生 命 を 得 るた め に，

従 わ な くて はな らな い 道 を示 して い る

ので あ る。Ｆ

イ エス ・キ リス トの 御 名 に よ り， ア

ー メ ン。 ・
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第 １４２回年次総大会 におけ る説教

神 との交 わ りを強 く しよ う

神 との交わ りを断つ ことによ り， いか に罪， あや まち，不幸へ と導かれて しまうか

愛 す る兄 弟 姉 妹 。 皆 さん の 前 に 立 ち

永 遠 の福 音 につ いて 述 べ ， 教 会 の 神 聖

さ と主 の御 業 の神 聖 さ， また 予 言 者 と

主 の指 導 者 た ち の神 聖 さ を証 す る と き

に い つ も心 に お の の き を覚 え， 同 時 に

喜 び を感 じる もの で あ る。

ま こ とに残 念 な こ とに， リチ ャー ド

・エバ ンズ 兄 弟 は この世 を去 って， 前

回 の大 会 以 来 ，私 た ちは彼 の姿 を失 っ

た。 今 ， 十 二 使 徒評 議 員 会 の １２番 目の

会 員 と して ， 雄 々 しい ア シ ュ トン兄 弟

を迎 え た。 また ピー タ ー ソ ン兄 弟 と フ

ェザ ー ス トー ン兄 弟 を教 会 幹 部 に心 か

ら迎 え 入 れ た い。 この両 人 と， また 新

しい役 職 に つ い た バ ンデ ンバ ー グ監 督

と共 に働 け るの は喜 ば しい こ と で あ

る。

今 週 は復 活祭 にあ た って い る。 この

時 期 に な る と，私 た ち は お互 い に，エ ル

サ レム の城 壁 の 外 に あ る， 小 さな 庭 の

岩 を く り抜 いた 墓 の 中 で 起 きた空 前 の

で き ご とを厳 粛 な気 持 で 思 い 出 す 。 そ

れ は早 朝 に起 き た ことで あ り， この話

を 聞 くす べ て の者 に驚 きを 与 え る もの

で あ った。

そ の こ とは， それ まで 地 上 で は一 度

も起 きた こ とが なか った ので ， 人 々は

な か な か信 じられ な か っ たで あ ろ う。

しか し，復 活 され た主 御 自身 が 人 々の

前 にお い で に な り， 御 自身 を現 わ され

その 傷 つ い た 手 足 に 触 れ て み た時 ， も

はや それ 以 上 疑 う こ とが で きた で あ ろ

うか 。 キ リス トを信 じて い た近 しい間

十二使徒評議員会会長代理（現会長）

スペ ンサー ・Ｗ ・キ ンボー ル

柄 の あ ま た の人 々 は証 を した 。

これ こそ ナ ザ レの イ エ スで あ って ，

馬小 屋 に お生 まれ に な り， 小 さな 村 で

成 育 され， ヨル ダ ン川 で バ プ テス マを

受 け られ ， ゴ ル ゴ ダの丘 で十 字 架 にか

か られ ， が け を くり抜 い た冷 た い部 屋

に葬 られ ，墓 の か た わ らの小 さ な美 し

い 庭 で 復 活 を証 拠 だ て られ た お方 な の

で あ る。

私 た ちが キ リス トの戒 め に沿 って生

活 しな い か ぎ り， 十字 架 に か か られ る

前 に また 十 字 架 上 で 苦 しま れ た こ と，

それ にそ の 偉 大 な犠 牲 は ほ とん ど， い

や全 くと言 って い い ほ ど意 味 が な くな

って くる。 な ぜ な らキ リス トは こ う言

われ た か らで あ る。

「わた しを 主 よ
， 主 よ， と呼 び な が

ら， なぜ わた しの 言 う こ とを 行 わ な い

のか 」 （ル カ６：４６）

「も しあ な たが わ た しを愛 す るな ら

ば ， わ た しの い ま しめ を 守 るべ きで あ

る」 （ヨハ ネ１４：１５）

確 か に私 た ちが 教 え に沿 って生 き よ

うと しな い な らば， キ リス トとの 交 わ

りは失 われ て しま うだ ろ う。

あ る時 南 米 で ， この 交 わ りを 断 た れ

た例 を見 た。

私 た ち は アル ゼ ン チ ン の は るか 北 西

部 を車 で旅 して い た。 そ こは牛 の 多 い

い な か で何 マ イ ル もま っす ぐで狭 い道

が 続 い て い た。 道 の両 側 に は ４本 の針

金 が か け られ た フ ェ ンス が立 っ て い て

フ ェ ンス と平行 して ，世 界 中 に通 じる

通 信 線 が か け られ た電 柱 が 続 い て い

た。 各 電 柱 に は ク ロス バ ー （電 柱 の上

部 に電 線 を ひ くの に， 金 具 で とめ るた

め に わ た して あ る横 木 ） が と りつ け て

あ っ て， その クロ スバ ーか らク ロス バ

ーへ と通 信 線 が ひか れ て いた
。

車 を走 らせ て い る と， 焼 け野 原 に出

た。 以 前 は草 が一 面 に のび てい た と こ

ろに違 い な い。 見 ると， 地 面 の 近 くで

燃 え き って 出火 の跡 を と どめて い る電

柱 が 何本 か 目に とま っ た。 だれ か が 不

注 意 に車 か ら火 の つ い た タ バ コを捨 て

そ れ が草 に点 火 し，電 柱 に燃 え移 っ た

の だ ろ う。 そ の た め に電 話 連 絡 が とだ

え ， 通 信 能 力 は落 ちて しま って い た。

遠 方 の電 柱 もほ とん ど こげ て い る か

燃 え て しま って い た。 あ る もの は， 地

面 か ら数 １０セ ンチ の高 さま で焼 け て な

くな り， 上 部 を電 線 に 支 え られ て宙 づ

りに な って い た。 空 中 で ぶ らぶ らして
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いるたるんだ電線でつ られたように立

っている電柱は，風の中で揺れなが ら

地面に触れ，そのたびごとに電線に静

電気が起きていた。

電柱はもともと電線をはるために立

て られた ものだが，ここでは，傾いて

しまっていた。

この電柱 と電線には，人間関係 とや

や似たものがあるのではないか と私は

考えた。電柱はひとつの目的のために

また時おり他に役立てるため立て られ

るものである。 しか も， しっか りとし

てがんじょうで，電線を支え られるよ

うに設計されるが，多 くの場合，完全

に切 られて しまうのでなければ通信能

力が非常に落ちるまで傾いたり，ぶら

ぶ ら揺れたりしながら立 っている。

私は自分の経験から，夫婦の問題の

多 くが，意思疎通の欠如からくること

を知った。すなわち，あたか も電線が

たれ下がり，電柱が燃えてしまってい

るように，夫婦は互いに騒々しく口論

し合い，平和のあるべきところに静電

気が起きているのである。愛と一致の

あるべきところに，反感 と憎 しみがつ

のっている。

これについて，永遠の結婚を してか

らまだ数年 しか情熱的な期間を過 ぎて

いない若い夫婦が，互いに離婚 しよう

としている典型的な例がある。ふたり

の人生に対する考えは， （他の多 くの

人 と同様に）霊的なことについて異な

っていた。一方は，相手が狂信的だと

考えるようなことに沿って行動 したい

と望む し，反対に， もう一方は，相手

がほとんど背教的だと思うような線に

沿って行動 したし〕と望んだ。双方とも

間違っていたのである。

ふた りはそめ点について，話 し合っ

ては互いに腹をたて，次第に共通の目

標か ら離μていった。ふたりとももと

もと善良な人であったのだが，燃えて

ない電柱 ともつれていない電線， （今

はそれがたるんでしまっているが）が

必要であった。理性的に意思を通 じ合

う能力の無 さが，怒 り，激 しい言葉，
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誤解を生んだのである。
「そして遂には互いに別の人を見つけ

同情や理解，また慰めを求めて，異な

った意思疎通の線を設 けて しまった。

そしてこの不実な行為は肉体関係へと・

発展 し，姦淫を犯 してふたつの家庭を

破壊 し，互いに幻滅感を与え，希望を

粉々に し，子供を傷つけてしまったの

である。

このことはすべて， このもともと善

良なふたりが，互いに通信線をたるま

せ，安全な電柱を地面の上でひきずっ

てしまったか らである。このことは，

この一組の若夫婦だけではな く，栄光

の光のうちに，幸福に満たされて，互

いに責任を感 じながら，最高の希望に

胸ふ くらませて結婚生活を始めた数多

くの夫婦に起 こっていることなのであ

る。

ある日曜 日，遠方でのステーキ部大

会に出席 したおり，大会が終ると，ど

こかで見たことのあるひとりの若い男

性が近づいてきた。その男性は，帰還

宣教師で，数年前伝道地で私に会 った

ことがあると自分を紹介 した。彼は大

会に出席できず，閉会の時に着いたの

で，私に挨拶を したかったのだと語っ

た。互いに楽 しい気持ちで挨拶 し，幾

人かのすばらしい会員の思い出話がで

た。私はその男性 自身のことを尋ねて

みた。彼は大学に行っていて，まだ独

身でおり，かなりみじめな思いを して

いた。

私は彼に教会内で何を しているか尋

ねると，彼の目は輝きを失って，にぶ

くなって しまい，顔には失望の色を浮

かべてこう言った。 「今，私は教会で

は活発 じゃないんです。伝道 していた

時によく感 じたものと同じものが感 じ

られないのです。証は何か錯覚だった

のではないかと考えることがよ くあり

ます。神がおられるのか どうかももう

確かではありません。私のかつての情

熱 と喜びは間違 っていたのに違いあり

ません。」

私はじっと彼をみつめてか ら，いく

つかの ことを尋ねた。 「余暇に何をし

てますか。」「どんな本を読 ん で ます

か。」「どの程度祈 ってますか。」「どん

な活動を してますか。」「どんな人とつ

きあってますか。」

答えは私が予期 したようなものだっ

た。その男性は，福音である鉄の棒か

ら離れかけていたのである。不信心な

人々と広 く交わっていた。大学の教科

書に加えて，無神論者や背教者，また

聖書批判家が書いたものを 読 ん で い

た。天父に祈るのをやめていた。その

男性の電柱は燃えてな くなっており，

通信線は恐ろしいほどにたるんでしま

っていた。私はそこで尋ねた。 「伝道

が終ってから何回新約聖書を読みまし

たか。」

「ちっとも」 これが答えだった。

「何度モルモン経典を通 して読んで

みましたか」

答えは， 「少 しも読んでいません」

であった。

「聖典を何章読みま したか
。何節読

みましたか」

彼は一度も聖典を開いて い な か っ

た。信仰を否定し，批判 し，打ちこわ

して しまうものを読みなが ら，なぜ楽

しくなれないでいるのか不思議に思っ

ていたのである。

もう祈 りもささげないでいるのに，

どうしてつらいこの世の中にひとり見

捨 てられているような気持になるのか

わか らないでいたのである。長いこと

主の聖餐にあずかっていないのに，な

ぜ 自分の魂が死んで しまったのかわか

らずにいたのである。

１セン トも什分の一を納めないでい

るのに，なぜ天の窓が閉 じられ，鍵が

かけ られ，ふさがれてしまったのかわ

からずにいたのである。この男性は，

受けることができたはずのすべてのも

のを受けないでいた。彼が，哀れな自

分，消えかかった信仰，孤独，そ して

自分の失敗を考えている時に，私は，

アルゼンチンの北西で見た，焼けた草

原や燃えてしまった電柱，たるんだ電

司



線や，地面の上で揺れている電柱の こ

とを思い出していた。

今 日，私たちが大いに心配するのは

信仰衰退のきざしが見 られることであ

る。マッチが落とされ，草が燃えてい

る。

精神的な罪の意識が薄れてきている

のは，恐 ろしいことである。雇用され

ている者の間では，自分の職務への意

欲が低下 していて，利己心や欲求心，

かけひきなどに追われている。 「どの

位収入があるのか」，「どの位昇給する

のか」休日の増加，労働時間の短縮な

どにのみ関心が寄せ られている。雇用

者側の意欲も低下 してい観

私たちはあまりにも豊かになりすぎ

ている。お金その他のものに余 りにも

恵まれすぎている。多 くのものを所有

している。貧 しいといわれる多 くの人

でさえ，物を豊富に持 っており， 「物

質」の追求が生活のすべてになってい

る。

しか し主は言っておられる。 「まず

神の国と神の義 とを求めなさい。そう

すれば， これ らのものは，すべて添え

て与えられるであろう」 （マタイ６：

３３） この主の御言葉にもかかわ らず私

たちはあまりにもしば しば， 第 一 に

「この世の物」を求めている。

すばらしい若い世代の人 た ちが い

る。だが多 くの若者と語 る時，彼 らの

間で特に罪を犯 している者が，祈 りを

忘れかけて しまっているのに驚 く。多

くの者がほとんど祈 らな く．な って い

る。彼 らの通信線はたれ下がってしま

っている。また多 くの若い夫婦は，結

婚の初期に，定期的に祈るのをやめて

しまっている。彼 らの通信線 もたるん

で しまっている。

問題のある人にまず第一に尋ねるこ

とは， 「祈っていますか。どの位熱心

に祈 っていますか。また祈る時，謙遜

な気持で感謝をささげていますか。そ

れともただ願い求めていますか。」

昔イスラエルに深刻な問 題 が あ っ

た。水飢謹に見舞われて，牽引用の牛

馬を養 うのに大変であった。

イスラェルの王アハブは予言者エラ

イジャ （旧約のエリヤ）に詰問 した。

「・ｆスラエルを悩ます者よ，あなた

はここにいるのですか」

彼は答えた， 「わたしがイスラエル

を悩ますのではありません。あなたと

あなたの父の家が悩ましたのです。あ

なたがたが主の命令を捨て，バアルに

従ったためです。」（列王紀上１８：１７－

１８）

カルメル山上で予言者エライジャと

少 しも力のあらわれないバアルの神の

にせ予言者 との間で繰 り広げられた壮

㌔ 観な ドラマは，あたかもたるんだ通信

線の話のようである。大きな罪悪があ

ったので，主は天からの雨をとめられ

たのであった。・エライジャは言った。

「……主が神ならばそれに従 い な さ

い。 しかしバアルが神ならば，それに

従いなさい。……」（列王紀上１８：２１）

エライジャが この競演をもちだ した

のは，イスラエル人に石や木，金属で

作 られた神には力がないことを立証す

るためであった。 ４５０人のバアルの祭

司たちは，彼 らの信ずる神々を してさ

さげものに火を点 じさせることができ

なかったが，主はエライジャを通じ，

天か ら火をふらせたまい。祭壇上の牛

を焼 きつ くされたのである。イスラエ

ル人の間には信仰がよみがえり，その

信仰により雲がわき，滝のように雨が

降った。信仰の弱かったイスラエル人

は，新 しい電柱を打ちたて た の で あ

る。通信線をひきなおし，そこで通信

神 との交わりがふたたび打ちたてられ

た。

北西部か ら二組の若い男女がやって

きて悲 しみなが ら頭をたれた。一方の

夫婦のうちの夫と，別の夫婦の妻が，

どんな交際にあって も黙認されてはな

らない慰めを互いの中に見いだ し，そ

れぞれの伴侶に不実を犯 し，自分をど

うすることもできずに道を踏みはず し

て しまったのだ。ふたりの問題は頂点『

に達 し，その結果悲 しみが訪れたので

ある。

このような問題のたどる経過はみな

同 じである。互いの伴侶に不誠実にな

ったふたりの若い男女が， しばしば言

葉を交わすようになり，過度に信頼 し

あう。次いで人知れず会 うようになり

互いの伴侶への不実があからさまにな

る。そ して遂には全 く夢想だにもしな

かったであろう肉体の関係へ と進むの

である。

この二組の男女は不活発になり，教

会へ足を向けるのも不規則になった。

彼 らは，同 じように霊的に怠情になっ

た人々の社交グループに加わった。彼

らの新 しい生活は収入以上の ものを必

要 とし，借金は什分の一の納入を不可

能にしてしまった。

「家庭の夕べ」をするのに余りに忙

しくなりすぎ，家族の祈 りも落ち着い

てできなくなり，大きな誘惑がやって

きたとき， もはやそれに対する備えが

なかったのである。彼 らの信仰の草は

焼き払われ，その火勢は電柱を焼 きつ

くし，燃え残った部分は，たるんだ電

線をぶ らぶ らさせて しまった。

神との通信線がたれ下がるとき，い

つも，おそかれ早かれ罪がやって くる。

私たちは通信線のたるんだ世界に今

日生 きている。カインがサタンにそそ

のかされて以来， この世に罪があった

が，今 日ほどに，生活全般に罪がはび

こっている時は今までになかった。私

たちにはこの壇上からそして幾千 もの

他の説教壇から，悔改めを叫び続けな

ければならない。世のすべての人々に

もし今のまま進むなら，その報いを受

けなければならないことを警告 し続け

るべきである。

私たちが常に自分のたるんだ通信線

を修理 し，自分のすべての義務を果た

し，主すなわち救い主 に近 くあるごと

ができるよう，イエス ・キ リス トの御

名によって祈 るものであ る。 ア ー メ

ン ｏ

８３
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第 １４２回年次総大会での説教

「人 を さ ば く な
。 自分 が

さば か れ な い た めで あ る」

他人に誠実であり，うわさ話，悪口は避けるべきである

先 日私 は あ る人 が だ れ か を非 難 して

い るの を 耳 に した が ， そ の 時次 の言 葉

が 心 に 浮 か ん だ 。

「会 う人 ご とに
， 「あ な た の長 所 が

わ か ります 。 だ か ら我 々 の 良 い点 も

見 て 下 さい 』 とい うな ら，

この 世 は も っ とす ば ら し くな るだ ろ

う 。」

人 が 友 入 や隣 人 の こと を 取 り ざ た

し， 外 見 上 風 変 わ りに見 えた り， 愚 か

に見 え た りす る点 を中 傷 す る の は ご く

あ りき た りの こ と と して 行 な わ れ て い

る よ うに思 われ る。 事 実 ， 人 の うわ さ

を し， 人 を さば くの を 当然 の こと と考

え る の が一 般 の風 潮 で あ る 。と こ ろが，

特 異 な個 性 の ゆ え に非 難 され ， さ ばか

れ ， あ ざ け られ た若 者 が ， そ れ に 負 け

な い で つ い に は努 力 の末 に違 った 分 野

で 指導 者 に な った話 を き くこ とが よ く

あ る。

正 当 で な い批 判 や ，事 実 に基 づ か な

い 判 断 に つ い て， 例 を １， ２あげ て み

よ う。

デ ビ ド ・０ ・マ ッケ イ大 管 長 の夫 人

マ ッケ イ姉 妹 が， 学 校 で教 え始 め た ば

か りの 時 の ことで あ る。 校 長 が マ ッケ

・イ姉 妹 を生 徒 に紹 介 した 時 ， ひ と りの

男 の子 を 指 さ して ， あの 子 は 問題 児 な

の だ と語 った 。 マ ッケイ 姉妹 は この 少

年 が 気 を悪 く した こ と にい ち はや く気

第一副 管長

Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ー

づき，彼がこのままでは評判通りの少
．年で終始するのではないか と心 配 し

た。それで次のように紙 きれに走 り書

きして，その少年の机のそばを通 り過

ぎる時に，机の上にそっと落 としたの

である。 「アール，校長先生 は間違 っ

ていると思います。あなたは悪い子で

はありません。私はあなたを信頼 して

います。このへやを学校中で一番良い

へやにするのを手伝 って くれますね。」

アールは学識豊かな人物になったばか

りか，町でも屈指の重要入物になった

のである。

もうひとつ例を話 したいと思う。社

会に深い関心を寄せ，人々の：尊敬を広

く勝ち得ていたある人が，心に深い傷

を受けた人のように振舞い始め，以前

にはよく行って活発に活躍 していた場

所へ足を向けなくなった。人々はその

人 を 怒 り っぽ くス ポ ー ツベ た の人 づ き

あい の 悪 い奴 だ と非 難 し始 め た。 で き

るな ら彼 を 避 け よ う と さえ す る よ うに

な った 。 と こ ろが 後 日， 医者 の診 断 に

よ る と， その 人 は 脳腫 瘍 を わ ず らって

い て ， その た め に 以 前 に は よ く参 加 し

時 に は主 催 さえ した 活 動 に興 味 を失 っ

て い た こ とが わ か った の で あ る。

不 正 な 判 断 と も言 え る例 を １， ２話

して み よ う。 最 初 に ， あ る監 督 は ワ ー

ド部 で 役 員 を補 充 す る必 要 が 出 て， ひ

と りの 会 員 の こ とを 思 い つ い た。 そ の

人 は 活 発 で は な い が能 力 が あ る と思 わ

れ た 。 しか し監督 は こ う思 っ た。 「い

や ， あの 人 は 興 味 を 示 さな い だ ろ う。

責 任 を ひ き受 けた い な ど とは思 っ て も

い な い だ ろ う 。」そ う思 って監 督 は そ の

人 に近 づ か な か った 。 そ れ で そ の人 は

何 年 間 か 不 活 発 で あ った 。

新 しい 監 督 が 召 され ， そ の不 活 発 な

会 員 に会 って ，喜 ん で責 任 を受 けて く

れ るか ど うか尋 ね た 。監 督 は そ の会 員

に充 分 受 け る用意 が で きて い て， 責 任

が 欲 しい と思 って い る こと を知 っ た。

前 もって さば くこ とは避 け ，人 々 に

機 会 を 与 え よ う。 受 け 入 れ るか辞 退 す

るか は， 本 人 に決 め させ よ う。

そ うか と思 う と， あ る人 が ，家 族 や

他 人 に 「どう して 監 督 はあ ん な こと を

す るの だ ろ う，私 に は わ か らな い。 監

督 は もっ と よ くで きた 人 だ と思 った ん
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だ け れ どな あ」 な どと言 って い るのを

耳 に す る。 この人 は， 事 実 を 知 らな い

で監 督 を さば いて い る。 も し事 実 を 知

って い た ら， 監 督 の と った 措 置 が 全 く

正 しか っ た ことが わか るだ ろ う。 この

人 の非 難 は不 当で あ るば か りで な く，

き っ と子 供 た ち に も偏 見 を もた せ ，監

督 へ の尊 敬 を失 わ せ た 上 ， 信 仰 まで も

弱 め て しま うだ ろ う。

以 上 の例 は， 人 を さば か な い よ うに

す る ことが いか に大 事 で ， 非 難 す る よ

り もむ しろ励 ます ことが 大 切 で あ るか

を示 して い る。 ２，０００年 も前 に イ エ ス ・

キ リス トは， 人 が 正 し くな い 非難 を し

が ち な こと に気 づ い て ， 次 の よ うに言

われ た 。

「人 を さば くな
。 自分 が さば か れ な

い た めで あ る。

あ なた が た を さば くそ の さば き で，

自分 もさば か れ ， あ な た が た の量 る そ

，の はか りで ， 自分 に も量 り与 え られ る

で あ ろ う。

な ぜ ， 兄 弟 の 目に あ るち り．を見 なが

ら， 自分 の 目に あ る梁 を認 め な い の

か 。

自分 の 目 に は梁 が あ る の に， ど う し

て 兄 弟 に む か って，・あ な た、の 目か らち

り噛 取 らせ て くだ さい， と 言 え よ．う

か 。

偽 善者 よ ， ま ず 自分 の 目か ら梁 を取

りの け る が よ い。 そ うす れ ば ， は っ き

り見え る よ うに な っ て， 兄 弟 の 目か ら

ち りを取 りの け る ことが で き る だ ろ

う。」 （マ タ イ ７ ： １－ ５）

私 た ち に あ や ま ちが な い の で な けれ

ば人 を さ ば いて はな らな い と主 は 言 っ

て お られ る よ うに思 わ れ る。予 言 者 サ

ムエ ルが 王 を選 ぶ 時 に経 験 した こ とを

見 れ ば， 人 に人 を さば く資格 が な い こ

とを一 層 よ く理 解 で き るだ ろ う。 主 は

イ ス ラエル の王 サ ウル を 退 け ，新 しい

王 を選 ぶ よ う予 言 者 サ ムエ ル に指 示 さ

れ た。 主 はサ ム エル に エ ッサ イ の 家 へ

行 くよ う言 わ れ た 。 エ ッサ イ に は ８人

の子 が い た。 サ ム エル の前 を 油注 が れ

て選 ばれ る子 供 が 通 り過 ぎ る こ とに な

って お り， サ ムエ ル はだ れ が選 ば れ た

者 か わ か る よ うに な って い た。 長 男 の

エ リア ブが サ ムエ ル の前 に や って き た

時 ， サ ム エル は この エ リア ブ こそ選 ば

れ た 者 で あ る と思 った 。 しか し主 は エ

リア ブを 拒 ま れ ， サ ムエ ル に人 を判 断

す る鍵 を お 与 え に な られ た。

「顔 か た ちや身 の た け を見 て は な ら

な い 。 わ た しは す で に そ の 人 を 口 て
ヘ ワコ

た。わた しが見るところは人 とは異な

る。人は外の顔かたちを見，主は心を

見る。」（サムエル上１６：７）

ついで ７人の息子がそれぞれ予言者

サムエルの前を通 り過 ぎたが，いずれ

も退けら．れた。やがて最年少の．ダビデ

が連れてこられた。そして主はダビデ

を受け入れられたのである。

従 って，私たちが人をさばくことの

できない理由は明白である。私たちは

心のうちを見ることができないのであ

る。 目に見えるあらゆる行動に動機が

あることを知っているが，その動機が

わか らないのである６よくない動機で

あると思って も，その動機自体は純粋

なものであるかもしれない。

人の望みや信仰，目標を知らないで

その人を正 しく判断することはできな

い。違滋 一・ 煽な教育の 会

その他 の事情から人は ヒロ “ 置

にいるわけでは洩い る人は上の方

から始め，他の人は下の方から始めて

それぞれ反対の方角を目ざし，ある所

で出会うかもしれない。問題はどこに

いるかではな く，一 か

っているかということである。成功ま

た は失 敗 に どれ くらい近 いか と い う こ

とで は な く， どち らへ 向 い て い るか と 、
の

い う こ とで あ る。 私 た ち は み な弱 く も

ろいものであるのに，どうして人をさ

ばく座を自分勝手に勝 ち得 ることがで

きようか。せいぜい人は 玄 こ

するものしか判断できず 心の や

えを １断 す る こ と はで ’ 紬
一

は至１ ・ ・ ’ 。私たちは

他人を批判 してはならないのに，それ

をあえて しようとすると，虚栄心や不

正直，不道徳，陰謀といった人間の弱

さや欠点を捜すようになり，ま雄 れ ・一
え聾 その結果， １断を下そうと

る一 の

瓢

今 日，各種のニュース媒体 もまた，

主として，論争の的となる主題や攻撃

を受けている八に関心を払いすぎてい

るように見られる。 １００のうち９９は良

いことをしているのに，たったひとつ

の欠点やあやまちのため，それを世間

へ大げさに広めているのである。

私たちは，高潔な人の心を傷つける

ことになるか も知れないことなど考え

もせずに，激 しい非難や悪意ある話，

あるいは活字などをうのみにし，それ

を広める傾向があるのでは な か ろ う

か。そんな時はたいがい 「火のないと

ころに煙はたた．ない」などと言い訳を

しているのである。ところが実際には

その煙はあるしっと深い人が起 こした

悪意という火によるものなのに，私た

ちがさらにその火勢を増 しているので

ある。

時に私たちは，友人が間違いをおか

したことで非難 されたり，友人のうわ

さが立ち始めると，その友人を裏切っ

て，全部の事実を知 りもしないのに，

耳に したことを受け入れて他人に言い

広めることがある。誤った情報に基づ

いて時に友情がだめになったり，憎悪

が生まれたりするのは全 く悲 しいこと

８５



である。

この世にあって不可知論者の態度が

認められるとすれば，それは人をさば

こうとす る時である。次のように勇気

をもって言 うべきである。 「私にはわ　
か ませ ん。 さ らに証 拠 が そ うの

徳轟濾臨 澗題を ）’ 、 な

一 ・

非難を引き延ばすことによってはじ

めて真の愛が示される。どの犯罪者も

公正に公開裁判を受ける権利があると

知っていなが ら，他方では，偶発的な

できごとに基づいて，隣人や友人をさ

ばく傾向があるのは理解に苦 しむ所で

ある。私たちは確かに，心の底から，

うぬぼれや激情，個人的な感情，偏見

狭量などを取 り除き，周囲の入々に慈

愛を示 しうるのである。

月 に見えない欠点を捜 し出すよりも

む しろ長所を見いだすようにしよう。

もし私たちが他人のあやまちを捜そう

と思えば容易に目につ くものである。

家族でさえ，夫婦が互いに愛 し徳性を

ほめ合わずに，欠点のみを捜 し出し，

それをとがめたために，離婚や家庭の

崩壊を招いているのである。

私たちはまた，他人 と調和せず，仲

たがいすればするほど，他人のあやま

ちや弱 さが目につ くようになり，自分

を改善す るよりも，自分のあやまちを

合理化 し，正当化 しようとするように

なることを心に留めよう。教会の指導

者や教義に対する深刻な非難ｉは，ほと

んど判で押 したように，十分に自分の

義務を果た していない人や，指導者に

従わない人，あるいは福音に沿って生

活 していない人々から出ている。

，これについての顕著な例は，カイン

とアベルの話に見られる。カ・　ンは自

分に与えられている務めを無視 して，

アベルの義と主の寵愛をねたみ，気ち

がい じみたしっと心のため自分の兄弟

８６

をあやあてしまったのである。もしカ

インが自分の兄弟を称賛 し祝福 してや

り』自己を改善 し，自分の失敗を正そう

としていたら， カ・インの立場ははるか

に良いものになっていたこ とで あ ろ

う。

私たちは自分の生活や行動を吟味 し

自分を正 しい原則に沿わせるように し

決 して他人を攻撃 したり，誤った情報

を広めないようにしよう．ではないか。

うわさ話は人をさば く最も悪いもの

である。舌は人間が持つ最 も危険で破

壊的な，人をあやめる武器である。邪

悪な舌は，相手の名声や未来 さえも台

無 しにして しまう。人の名声に対する

陰険な攻撃や，個人に対するいやなあ

てこすりや，いいかげんな言葉は，大

きなカシの木の生命を奪 ってしまう寄

生虫のように恐ろしいものである。 こ

れらのものは，いかにもひそかに， 目

立たないで人の心の中にやってくるの

で，人はこれを防ぎえないのである。

そこである人はこう言っている。 「微

生物をだます より，象をだます方がは

るかにやさしい。」

もし私たちが，皆幾度 となく耳にし

てきた次の言葉を実行するなら，この

世はどんなに違ったものになることだ

ろうか。 「だから，何事で も人々か ら

してほしいと望む ことは，入々にもそ

のとおりにせよ。 これが律法であり預

言者である。」（マタイ７：１２）

私たちはこれ とは反対に，皆，自分

はこう判断 して欲 しい と望むのとは違

った基準で他人を判断 しがちである。

姦淫の罪を責められた女がイエスの

前に連れてこられた時，イエスはその

女を責めた人々の不義を憤 られた。彼

らは，自分な らこうさばかれたいと望

むのとは異なった標準でその女がさば

かれるのを望んでいた。 しかもある者
む

はほかな らぬこの姦淫の罪を犯 してい

たに違いないのである。

イエスは言われた， 「あなたがたの

中で罪のない者が，まずこのこの女に

石を投げつけるがよい。」そして身をか

がめて，．地面に物を書きつづけ られた

あと身を起こして女に言われた。 「…

…あなたを罰する者はどこにいるか。」

（ヨハネ８＝７，１５）

もしイエスがかたわ らにお立ちにな

り，私たちが責めている者をさばいて

くださるようお願い した時に， 「あな

たがたの中で罪のない者が，まず この

女に石を投げつけるがよい」と言われ，

身をかがめて地面に物をお書きになっ

たとしたら，なんと多くの者が良心を

責め られ，恥ずかしい思いでそこを立

ち去 らねばならないことだろうか。イ

エスの教えはいかにも正 しいものであ

る。

もし私たちが第二の大切な戒め，す

なわち， 「自分を愛するようにあなた

の隣 り人を愛せよ」 （マタイ２２：３９）

という教えを受け入れ，実行するなら

そうして真に隣人を愛することを学ぶ

なら，意地悪いうわさ話もな くなり，

虚偽の申し立てもなくなるであろう。

主の祈 りに次のような言 葉 が あ る。

「わたしたちに負債のある者をゆるし

ましたように，わた したちの負債をも

ゆるしください。」またイエスは言われ

た・ 「一 三人々の

．あやまちをゆる亥黛ゑ感 自蟹 た

の のハ 淀 た ｉた を ゆ て

さ至で．あろゑ。もし人をゆるさ聾 な

ら．感，あなたがたのハ ．＿。鱗 変ノこ

のあやまちをゆるして下豊 らなぬであルロへ に　　ぎマ　　　へ

ろ う 。」 （マタ イ ６ ：１２，１４－ １５）

キ リス トは赦 しに つ い て最 もす ば ら

しい模 範 を示 され た。 姦 淫 の罪 で女 が

キ リス トの前 に引 き出 され た時 ， キ リ

ス トは言 わ れ た。 「わ た し もあ なた を

罰 しな い 。 お 帰 りな さい。 今 後 は も う



罪を犯さないよう。に」（ヨハネ８ ：１１）

また十字架上でキリス トは次のよう

に祈 られた。 「父よ，彼 らをおゆるし

ください。彼 らは何を しているのか，

わか らずにいるあです。」（ルカ２３：３４）

私たちには自我があり，うぬぼれ，

不安定な感情をもちあわせてはいるが

もし互いに愛 しあい，赦 しあい，自分

のあやまちを悔い改め，人をさば くこ

とをしないなら，私たちめ生活は今よ

り一層幸せなものにな り，社会の福祉

と他人の幸福のために役立てることが

できるだろう。

私たちは確かに，国の法律を実施す

るために裁判官を任命 し，教会員をさ

ばくために教会に判事をおいている。

それでこれらの人々にに重い義務 と責

任がある。しかしこの人々は国の法律

や教会の律法にしたがって，正 しいさ

ばきを下さねばならないのである。．

私たちは原理に，高い原理の上に立

とうではないか。また，政治家も含め

て私たち全部が，非難や中傷を受けな

いような生活をするよう努めることは

きわめて大事なことである。

他人をずたずたに引き裂いでも，決

して何物 も得 られないし，自分の性格

を改善することにもな らない。私たち

は，熱狂的なキャンペーンの最中に口

にした言葉や，批難の言葉によって，

ｉ親密な友情が打ちこわされ るの壷目に

している。政府の高官や反対の立場に

立つ者に対 して，ブ’攻撃的演説を長々と

することは，政府のその人物はもちろ

ん１他の人 々，ひいては国家の政体そ

のものに対 して，若者やその他の人々

の信頼を失わせることになる。

両親として私たちは， これ らの悪影

響が家庭に及ばないようにする責任が

ある。また，すべての言葉，すべての

行動が，子供の思考や態度に影響を及

ぼすことを知らねばならない。子供が

他人と仲良 くやってい くことや，愛，

同情，他人への関心 といった基本的な

事柄を学ぶのは家庭の中なのである。

もし両ｉ親が，皮膚の色や，人種，宗教

階層，あるいは知的能力の差を理由に

ほかの子に対 し偏見を持つことのない

ように，かつ主を愛するように，子供

たちを言葉と模範によって 育 て る な

ら，以上の事柄は一層 よく教えられる

ことだろう。私は両親が本当は忍耐強

．く，子供たちをそのように教え育てあ

げて くれたことに感謝 している。

私 は心か ら主を愛し，隣人を愛 して

いることを本当に謙遜な気持で申し上

げたい。私はだれに対 して も，いささ

かも自分の気持をかたくなにしていな

いつもりである。 もし私のために気持

を害 した人がいるならば，許 していた

だきたいと心か ら願っている。私は今

救い主が言われた言葉を切実に感 じて

いる・ 「一

最 も小 さ い の ひ と りに 一

なわ ち こしに 一 “ る （マ

タ ノｆ２５：４０）

世 の あ らゆ る人 々に対 し，特 に この

末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 の教 え

を 理解 しよ う とせ ず 非難 す る人 々 に対

し私 は，証 を 述 べ ， また，この 回復 され

た 福音 の 中 に あ る教 え を知 り悟 る まで

は ， これ を さ ば く こ との な い よ うに強

く申 し上 げ る。 私 た ち は皆 さん 方 と同

じよ うに， 神 は生 きて ま しま し， ・イエ

ス ・キ リス トは神 の独 り子 ， 真 実 肉 体

を受 け た独 り子 で あ り， この 世 に ま さ

し くお いで に な って ， 全 人類 が 死 か ら

解 き放 たれ る よ う に その 生 命 を捨 て ，

復 活 され た 方 で あ る と信 じて い る。

救 い主 は言 わ れ た 。 「…… これ わ が

業 に して わ が 栄 光 ， す な わ ち人 に 不 死

不 滅 と永 遠 の生 命 とを もた らす な り。」

（モ ー セ １ ：３９） そ こで 救 い主 は ，私 ・

た ちが 神 の み ぞば に立 ち帰 り，永 遠 の

生 命 を味 わ う備 え が で きる よ う， 福 音

の計 画 を お与 え下 さっ た。

今 日， ま さ し く福 音 は完 全 な ま ま こ

の地 上 に 回復 され て い る。 聖 書 は神 の

言 葉 で あ って， 予 言 者 を通 じ私 た ち に

与 え られ た もの で あ る こ と と， また 同

じよ う に １ モ ル モ ン経 は神 の言 葉 で あ

り，古 代 ア メ リ カ民 族 を導 かれ た神 の

真 実 の記 録 で， 福 音 が 完 全 な ま まの せ

られ て お り， 正 し く翻 訳 され た もの で

あ る こ とを証 す る。 モ ル モ ン経 は ユ ダ

ヤ人 と異 邦 人 とに イ エ ス は永 遠 の神 な

るキ リス トに ま しま して， 万 国 の民 に

現 わ れ た も う こ とを確 信 させ るた め，

主 の命 令 に よ って 書 か れ ， また 予 言 と

啓 示 の 「み た ま」 に よ って 書 か れ た も

ので あ る。

私 は ま た， 教 会 の 大 管 長 で あ る， ジ

ョセ ブ ・フ ィール デ ィング ・ス ミス が

神 の 予 言 者 で あ って ，主 は彼 を 通 じて

語 りた も う こ とを 証 した い 。 ま た， ス

ミス 大 管 長 の か た わ らで共 に働 け る機

会 の あ る こ とを心 か ら感 謝 した い。

以上 の こ とを私 は知 って お り， 真 実

で あ る とへ り くだ って証 す る。 私 は皆

さん 方 が ， モ ル モ ン経 を読 ん で 吟 味

し， そ こに記 され て い る次 の約 束 を た

め して み られ る よ う， ひ と りび と り に

強 く望 む もので あ る。

「ま た この 記 録 を 受 け る時
， そ れ が

真 実 な ものか ど うか を キ リス トの 御 名

に よ って 永 遠 の 父 な る．神 に 問 え ， も し

誠 心 誠 意 で そ の 上 キ リス トを 信 じな が

ら問 うな らば ， 神 は聖 霊 の 力 に よ っで

この 記 録 が 確 か な もの で あ る こ とを あ

な た た ちに 不 した も うに ち が い な い。

そ して 聖 霊 の 力 に よ って 一 切 の 事 の

真 実 で あ るか ど うか が あ な た た ち に解

る 。」 （モ ロ ナ・ｆ１０：４－ ５）

この 約 束 と私 の証 を イ エ ス 』・キ リス

トの 御 名 に よ って 申 し上 げ る。 ア ー メ

ン。

８７
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ヒ ー バ ー ・Ｊ・グ ラ ン ト

なす べ きこ とを回避 しなかった人

レ オ ン ・ Ｒ ・ハ ー ト シ ョ ー ン

人 とい うもの は 生 涯 ， 自分 の行 な わ

な い事 柄 に対 して ， あ らゆ るい い わ け

をす る もの で あ る。 あ る人 は 徴 兵 を拒

否 し， また あ る人 は働 こ う と しな い 。

あ る入 は責 任 を回 避 しよ う と し， あ る

人 は疲 労 ， 病 気 ， 多 忙：， 貧 困 ， あ るい

は内 気 で あ る こ とを 理 由 に か か わ りた

くな い とい う。 自分 は 重 要 な 人物 で あ

るか ら， もっ と大 きな こ との た め に し

か 才 能 を使 わ ない と言 う人 もい る。 だ

れ か 他 の 人 に任 せ る こ とに 満 足 す る人

が あ り， また 愛 や 平 和 につ い て ま く し

たて ， 善 を な そ う とす る気 持 を く じこ

うとす る人 もい る。 確 か に， あ らゆ る

種 類 の理 由が あ り， あ らゆ る種 類 の 人

々が 存 在 す る。

しか し， そ の よ うな 中 に第 ７代 大 管

長 ビー バ ー ・Ｊ ・グ ラ ン トが い た 。 ヒ

ー バ ー ・Ｊ ・グ ラ ン トは少 しで も良 い

理 由 が あれ ばす ぐその こと に と りか か

った。 た とえ容 易 な仕 事 で な くて も，

と もか くも良 い結 果 を得 よ う と 働 い

た 。彼 は喜 ん で い るか の ご と くチ ャ レ

ン ジ に応 じ，熱 意 を も って不 可 能 な事

柄 に 取 り組 ん だ の で あ る。 あ る物 事 を

成 し遂 げ るに必 要 な生 来 の資 質 を備 え

て い な い よ うに思 わ れ た と きに は， そ

の能 力 が 伸 び る まで練 習 し祈 るの で あ

った ，，

ヒーバ ー ・Ｊ ・グ ラ ン トは弁 解 しな

い人 で あ った 。教 会 を 財 政危 機 か ら救

い， あ るい は シオ ンの歌 を正 し く歌 う

とき もそ うで あ った 。 この よ うに彼 は

育 て あげ られ た の で あ る。ブ リガ ム ・ヤ

ング 大 管 長 （子供 の 頃 ヒーバ ー は ヤ ン

グ大 管 長 の家 庭 で 数 え きれ な い ほ どす

ば ら しい 時 間 を過 ご した ） と レイ チ ェ

ル ・ア イ ビン ス ・グ ラ ン ト （ヒーバ ー

の母 親 ） は， 共 通 して ひ とつ の もの を

備 えて い た 。 ふ た りは 共 に 自己訓 練 の

価 値 を知 って いて ， 常 に最 善 を尽 く し

て い たの で あ る。 少 年 ヒーバ ー は この

特 質 を受 け継 ぎ， さ らにそ れ を 一 歩 進

め た。 な そ う と心 に決 めた 事 柄 は何 事

で も， 主 の助 け を得 れ ば ， 成 し遂 げ ら

れ な い理 由 は全 くない ことを 信 じて 成

長 した。 彼 は しば しば 次 の エ マ ソ ンの

言 葉 を引 用 した。 「物 事 を， 継 続 して

行 な って い け ば， 容 易 に行 な え る よ う

に な る。 それ は物 事 の性 質 が 変 わ るか

らで は な く， 私 た ち の力 が 増 す か らで

あ る。」 そ して 自分 が 説 教 した事 柄 は

実行 した。

ヒ ーバ ー ・Ｊ ・グ ラ ン トは， 野 球 の

グ ラン ト大管長の最 もよ く知 られ

ている写真

投球練習をして最強チームの選手にな

れたことや，字が上手に書けるように

努力 して自分を向上させたことを，好

んで話 している。彼の筆跡はついには

非常に美 しいものと称されるようにな

った。また，聖徒たちと共に教会の讃

美歌を歌 うことはすば らしい礼拝の方

法であると，説教壇か ら喜びを持 って

語 るようになったのである。次いで，

非常に多 くの日数をかけてとてもたく
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グ ラン ト大管長の

表情には果たす べ

き偉大な召 しを 自

覚 している人の誠

実さが表われてい

た

１９０１年 ９月 １日，グ ラン ト長老と ３人の宣教 師は，

横浜を見おろす小高 い丘に登 って，福音を説 く地 と

して 日本の地を奉献 した

さんの讃美歌を学び，やがて誤 りなく

完全に歌えるようになったことを，喜

んで語 るのであった。

説教で好んで取り上げる話題のひと

つは，仕事に忙しく取 り組んで生活力

を伸ばすように人々を励ますことであ

った。 人 の救 い と昇 栄 の力 は各 人 の 内

に あ る こ とを力 強 く説 い た。 ビーバ ー

・Ｊ ・グ ラ ン トは この よ うに言 って い

る。 「私 た ち は 自分 の生 活 を築 く建 築

家 で あ る。 しか もそ の生 活 とは， この

世 だ け で な く， 永 遠 の将 来 に まで 及 ぶ

生 活 な の で あ る。 神 は私 た ち に戒 めを

与 え られ た以 上 必 ず そ の戒 め を守 る力

を も与 え て下 さっ た ので あ る 。」そ して

彼 は ， 日常 生 活 で そ の力 を完 全 の 域 に

ま で伸 ば す よ うに， 力 強 く提 案 して い

る。

ヒー バ ー ・ジ ェデ ィー ・グ ラ ン トは

１８５６年 １１月 ２２日， ソ ル トレー ク市 で ジ

ュデ ダ イ ア ・Ｍ ・グ ラ ン トと レイ チ ェ

ル の 間 に生 まれ た。 父 親 は ヤ ング 大 管

長 の副 管長 で， ヒー バ ーが 生 まれ て ９

日 目に亡 くな って い る。 母 親 は， 息 子

が成 長 して， す ば ら しい夫 よ り もさ ら

に 偉 大 な 使徒 に な る とい う慰 め を与 え
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られ た 。 そ こで母 は， 彼 の 三涯 の 内 に

この祝 福 を成 就 す るにふ さわ し くなれ

る よ うに 「ふ るま い」 か つ 「従 順 で あ

る」 よ う， い つ も息 子 に忠 告 を 与 え

た 。

彼 の生 涯 は入 類 の歴 史 上 最 も興 味 あ

る期 間 に ま たが って お り，教 会 の 大管

長 と して ま た予 言 者 と して の 期 間 は，

有 能 で恐 れ を知 らぬ指 導 者 を 必 要 と し

た 時期 で あ る。 主 は， ヒーバ ーが 忍耐

強 くあ り， 諸 々 の原 則 に従 い ， ま た し

っか り と神 に よ り頼 む よ うにな る よ う

取 り計 らい た も うた ので あ る。

二 度 の世 界 大 戦 ， 経済 恐 慌 ， お よび

全 匿界 に及 ぶ 改 宗 者 の急 激 な 増 加 の時

期 に， 偉 大 な民 を強 あ るた め これ らの
ぬ

特 質 が 必 要 で あ った 。

ヒー バ ー ・Ｊ ・グ ラン トは ，生 涯 家

族 との結 び つ き を密 に して い た。 子 供

た ち や孫 ， ま た彼 らが 生 涯 を共 に しよ

う と選 ん だ人 々 との 結 び つ きを密 に し

て い た。 家 を離 れ て 住 ん で い た ひ と り

の娘 は この よ うに語 って い る。 「父 は

とて もよ く手 紙 を書 く人 で した。 私 は

父 か ら手 紙 が 来 る と父 に劣 らずす ぐに

返 事 を書 き ま した の で ，私 た ちは互 い

に週 に二 度 手 紙 を 交換 しま した … …手

紙 は い つ も同 じ文 で 始 ま り ま し た。

「今 は朝 の ２時 （時 には ３時） で す。

な か なか 眠 れ な い の で ， 愛 す る娘 を手

紙 で ち ょっ と訪 ね ま し ょう ，」父 が亡 く

な っ た後 ， その よ うな 手紙 が 来 な くな

っ たを の私 が どれ ほ ど淋 し く思 っ た

か ， だれ も縮 らな い で し ょ う。」

若 い頃 。 ヒーバ ー は あ る集 会 に 出席

して， 献 金 の依 頼 の話 を 聞 い た。 そ こ

で 集 会 後 ， 彼 は 監督 に５０ド ル 手 渡 し

た。 す る と，監 督 は４５ドル返 して ， あ

なた は ５ ドル献 金 す れ ば十 分 です と言

った 。 しか し ヒーバ ー ・Ｊ ・グ ラ ン
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当時 の新しい人智 の奇跡で ある飛行機 に

乗 るグラン ト大管長

トは５０ドル 全 部 を 監 督 に渡 し て 言 っ

た。 「ウ ー り「監 督 ， き ょ う この集 会

で あ な た は， 主 が ４倍 に報 い て下 さ る

とお話 しに な った で は あ りま せ ん か。

私 の母 は未 亡 人 で ， 今 ２００ ドル必 要 で

す 。」 監 督 は尋 ね た。 「私 が 今 この４５ド

ル を 受 け取 れ ば， す ぐに ２００ ドル得 ら

れ る と信 じて い るのか ね 。」 「そ の 通 り

で す 。」 そ こで 監 督捻 そ れ を受 け 取 っ

た 。 そ の 集 会所 か ら出 て町 を歩 いて い

る と きに ， ひ とつ の ア ・ｆデ アが ヒーバ

ｉの 心 に浮 か ん だ 。彼 は それ ま で知 ら

なか った ひ と り の 男 の 人 に 電 報 を 打

ち， 商 取 引 きが成 立 し。 た ヒー バ ー ・

Ｊ ・グ ラ ン トの収 益 は２１８．５０ドルで あ

っ た 。次 の 日，彼 は 監督 の と ころ へ行 っ

て言 った 。 「監 督 。先 日５０ドル献 金 し

た後 で， ２１８ ドル ５０セ ン トの利 益 を得

ま した。 だか ら， 什 分 の 一 と して２１ド

ル８５セ ン トお支 払 い します 。２１ドル８５

セ ン トと１８ドル ５０セ ン トの差 額 は私 が

支払 う こ とに します 。 主 は ， 『４倍 』

の収 入 は与 えて 下 さい ま した が ， そ の

什 分 の一 の額 まで は与 え て 下 さい ま せ

初めは ラジオはぜいた く品で あ ったが ，グラ ン ト大管長

の時代に普及した。これは１９２２年 ソル トレーク市 の ＫＺ

Ｎ局の最初の ラジオ放送の状況を撮 ったものである。後

方 にジ ョージ・アルバー ト・ス ミス大管長 の姿が見 える

ん で した 。」

あ る と きグ ラ ン ト大 管長 は， き び し

い財 政 難 に遭 遇 した が ， 「赤 字 は わず

か ９万 ２０００ドル だ けで した 」 と言 うの

が そ の と きの 彼 の 言葉 で あ った 。

ヒーバ ー ・Ｊ ・グ ラ ン トは， 日本 に

伝 道 部 を開 設 して そ こを 管 理 す る召 し

を受 け た。 そ して ， 出 発 に先 立 って 準

備 と仕 事 の ま と め に １年 の 期 間 を与 え

られ た。

召 しを受 け た そ の会 合 の後 ， ひ と り

の使 徒 が ヒー バ ー ・Ｊ ・グ ラ ン トに，

も し大 管 長 が あ な た の困 難 な財 政 状 態

を知 って い た ら決 して あ な たを 召 さ な

か った で し ょ う と語 っ た。 グ ラン ト長

老 もそ れ に 同意 した。 しか し， そ の瞬

間 か らグ ラ ン ト長 老 はす べ て を完 全 に

主 の 御 手 に委 ね た。 そ して毎 朝 「ど う

か負 債 を 免 れ る こ とが で き るよ う， き

ょう も何 か仕 事 を させ て下 さ い」 と欠

か さず に 祈 った 。 そ の年 の 内 に， す べ

て の 債権 者 へ の支 払 い が済 ん だ。 しか

も負 債 を完 全 に払 っ た ばか りで な く，

伝 道 地 で生 活 す るに十 分 な資 金 を も得

た の で あ る。

身 体 の 成長 と共 に， ヒー バ ー ・Ｊ・グ

ラ ン トの 神 に 対 す る信 仰 も成熟 して い

った 。 妻 が 病 気 で 危篤 に な った と き，

ヒーバ ー ・Ｊ ・グ ラ ン トは病 室 に子 供

た ちを 呼 ん で ，母 親 が危 篤 で あ る こ と

を 話 した。 この こ とを 知 った ひ と りの
‘

娘 が ， 母 親 を死 なせ な い よ うに 彼 に 一

心 に願 った 。 娘 は母 親 の た め に 神権 を

行 使 す るよ うに願 った 。 その 娘 とほ か

の子 供 た ち を部 屋 か ら出 させ ， 彼 は 妻

の ベ ッ ドのか た わ らに ひ ざ まず い て 祈

っ た。

「生 と死
， 喜 び と悲 しみ ， 繁 栄 と逆

境 いず れ に も主 の御 手 が あ るの を 認 め

て い る こ とを私 は主 に．告 げ た。 私 は妻

が危 篤 で あ る こ とに苦 情 は言 わ なか っ

た 。 しか し，私 に は妻 が 死 んで 行 く姿
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を見すえる力がなく，妻の死が福音の

儀式に対する子供たちの信仰に与える

影響を恐れていると告げた。そのため

に私は，母親が死ななければならない

のは主のみこころであるという証を娘

のルティ （ルシー）に与えて下さるよ

う主に願い求めた。間もな く妻は息を

引き取った。私は子供たちを病室に呼

び，母親が亡 くなったことを告げた。

幼い息子のビーバーは激 しく泣き始め

た。するとルティは弟を抱いてキッス

し，泣かないように言 ったイ主の御声

がルティに臨んで， 『あなたのお母 さ

んが死んだのは主のみこころである』

と言われたことを弟に話 していた。ル

ティは私が祈ったことを全 く知らなか

った。この現われは私の願いに対する

主の直接の答えであっお。私はそれ以

来 このことをいつ も心か ら感謝してい

る。

ルティは大きくなって，ＹＷＭ ＩＡ

中央管理会の会長になった。父親のヒ

ーバー ・Ｊ・グラン トは，主の神殿で

結び固められた両親か ら生まれたこと

をルティがどれほど感謝 しているか大

会で若い人々を前にして証するのを聞

いた ことについて，よく話 している。

グラン ト大管長は，結婚 した当時まだ

ソル トレーク神殿が完成 していなかっ

たことを思い出すと涙するの で あ っ

た。というのも，友人たちが彼に，そ

の神殿が完成するまで神殿結婚を待つ

ように熱心に勧めていたからである。

しか し彼は，まず何をおいて も花嫁を

セン トジ ョージ神殿に連れて行って結

び固めを受けるために最大の努力を払

おうと決心 した。 （当時は数日がか り

の旅であった。）

ヒーバー・Ｊ・グラン トは自分自身に

対 してきびしかったが，人々の不完全
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さをさばいてはならない ことに気づい

ていた。 この真理を学んだ時のことを

次のように告げている。彼が教会に行

ったとき，ある話 し手がその話の中で

幾つかの文法的な誤 りを犯 していた。

ヒーバーは，文法上の誤 りの例を学

校に持 っていかなければならなかった

ので，た くさんの資料が得 られると考

えた。 しかしそれを書き留め始めたと

きヒーバーは確かに文法上の誤 りを耳

にはしたが，話 している人の心に捕わ

れて しまった。そしてこの話 し手が，

救い主が神の子であることとジョセブ

・ス ミスの使命，およびこの教会にお

ける主の御業について証するのを聞 く

うちに，彼の目は涙にぬれていた。

グラント大管長は，次の言葉でその

話を結んだ。 「それ以後現在に至るま

で，私は福音を説 く人々の文法上の誤

りや発音の間違いが気になったり，そ

れでい らいらしたりしたことは全 くあ

りません。私はそれが言葉の衣服で人

をさばくようなものであることに気づ

いたのです。その日か ら今 日まで，す

べてに勝ってただひとつ私に感銘を与

えてきたのは，福音を宣言するときに

人が得る生ける神の霊感である ｒみた

ま』で した。言葉ではありません。何

といおうと金銭の獲得 に励まねばなら

ないこの人生で，人をひきつける方法

を身につける機会を得 られない人々が

やはり非常に大勢いるか らです。私は

その日か ら今日まで，人々を心によっ

て判断するように努め，それに成功 し

てきました。」このようにヒーバー・Ｊ

・グラン トは，試みることを決 して恐

れず，より多 くのことを学んだ後には

心を変えることを一向にためらわず，

また正 しいと思ったことは守 り通す大

管長であった。いかなる犠牲 もいとわ

ず，また人が何を考えようと全 く気に

しない人であった。
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長 い き び しい冬 を耐 え抜 い て ， す べ て の生 命 力 が 爆発 す る

様 に萌 え 出ず る北海 道 の ５月 は， 希 望 に満 ちた美 しい季 節 で

す 。 梅 ， 桃 ， 桜 ， そ の他 あ らゆ る花 や ，木 々の 若芽 も一 斉 に

よ みが え り， 青 空 に輝 く ５月 の太 陽 に映 え る さま は ，北 海 道

な らで は のす ば ら しい光 景 で す 。 私 は咋年 の ５月 ，主 人 の転

勤 で ２年 程 滞 在 した札 幌 で バ プ テス マを受 け て ，新 し く生 ま

れ 変 わ った の で した 。

私 が 改 宗 す る につ いて ， ふ た つ の 大 きな 障害 が あ り ま し

た。 ひ とつ は， 私 自身 ， 神 を 信 ず る こ とが で きな か った し，

ま た， 求 め る心 もな か った の で す 。私 は元 来 ， 入 間が この世

で 正 し く生 きて 行 くた め に は ， 自分 の 良心 に従 い， 世 の た め

人 のた め にな る よ う， 自分 で 判 断 して行 け ば良 い と考 えて お

り， 宗 教 の 必 要 性 を認 め な か った の で す。 第 二 に， 私 の 主 人

が ３００年 続 い た 神官 の 家 の長 男 で あ り，将 来 は， そ の神 社 の

あ とを 継 が な けれ ば な らな い立 場 に あ るた め， 私 の改 宗 は考

え られ ない こ とだ った の で す 。

一 昨 年 ８月末 の あ る夕 方
， ふ た りの宣 教 師 が 私 の 家 を 訪 れ

て 来 ま した 。教 会 の こ とは別 に して， 彼 らが そ の若 さで ， 親

元 を離 れ て 自炊生 活 を しな が ら伝 道 を して い る と言 う点 にす

っか り同 情 して ，私 た ちは た ちま ち友 達 に な って しまい ま し

た。 そ の後 ， 断 わ り切 れ な い ま ま家 庭 集 会 を受 け る こ とに な

っ た ので す が ， レ ッス ンは， １回 目か ら うん ざ り して しまい

ま した。特 に信 じて もい な い の に一 緒 に お祈 りを させ られ る

の が 心 外 で した 。 しか し私 は レ ッス ンの後 ， 彼 らと過 ごす 時

間 が 楽 し く， い つ も前 の 日か ら腕 をふ る って 料 理 を し，遠 く

に い る息子 で も帰 って来 るよ うに， い そい そ と して 迎 え た も

の で す 。 そ の よ うな状 態 で ３ヵ月 が 過 ぎ去 りま した が ， そ の

間 私 は一度 も神 様 の メ ッセ ー ジ に耳 を 傾 け よ う と もせ ず ， ま

た お祈 りを頼 ま れ て も， き っぱ り断 わ って い た の で す。 で も

彼 らは 辛抱 強 く毎 週 欠 か さず 来 て 下 さい ま した 。 そ して や が

て あの記 念 す べ き１２月 １１日が や って 来 た の で す 。

そ の 日は ， 日中 に な っ て も気 温 が 氷 点 下 で雪 の 降 り続 く寒

い 日で した。 朝 か ら， 例 に よ って 御 馳 走 を作 り，待 って い ま

した。 彼 らが 約 束 の時 間 に来 るや 否 や 私 は言 った の です 。

「寒 か った で し ょ う
。 き ょう はお い しい イ タ リア 料 理 で す

よ。 レ ッス ンは早 く済 ませ て お食 事 に しま し ょ う。」 ふ た り

は ち ょっ と困 った 顔 を して ， 「き ょう，私 た ち は断 食 してい

ま す。 せ っか くで す が い た だ くわ け に い き ませ ん 。」 そ して

レ ッス ンの 後 ， 自分 た ちが こん な に誠 意 を もっ て神 様 の メ ッ

セ ー ジを お 伝 え して い るの に ， ど う してわ か っ て も らえ な い

のか と尋 ね ま した 。私 は ， た いへ ん済 まな い気 持 にな って ，

そ の と き初 め て 家 庭 の事 情 を話 し， 改 宗 で きな い理 由 を説 明

しま した 。 そ して， 私 た ち は宗 教 を越 えて ， お 互 い に お友 達

と して ，助 け合 い ま し ょう 。 何 か 不 自 由な こ とが あ った ら喜

９４

んでお役に立ちましょう等 と言いました。ふたりは非常に驚

いた様子：で，やがて，私たちは何も力になれな くて済まなか

ったけれ ど，神様を求める気持になれば，きっと喜んでお助

けします と言って，最後に長い長いお祈 りをして下さいまし

た。彼は 「毛利さんが，あなたの福音を受け入れないのは，

自分たちの力が足 りなかったか らで，すべて私たちに責任が

あるのです。彼女は今まで会ったどんな人よりも’、の 暖かい
・お父様の娘となるにふさわ しい人です。私たちが二番改宗 し

てもらいたい人です。どうぞ彼女を見捨てず，変わらぬ祝福

を与えてあげて下さい。」 という意味のことを切々と， １０分

以上 も祈 り続けるのです。１９歳の少年が，自分の母親位の年

齢の私のために，必死で神様にとりなしを願って くれたので

す。私は非常に強い衝撃を受けました。それはまるで頭をが

んとなぐられたような，胸の中に冷水を どっと注ぎ込まれた

ような強い衝撃で，目の前が真暗になる位で した。やがてふ

たりは，悲しそうにして別れを告げたのです。最後に， 「時

々は私たちが言 ったことを思い出して下さい。そ してもしお

祈りを始めた ら，すぐ知 らせて下さい。」

ひとり残 された私は，何 とも形容 し難い，み じめな気持に

襲われ，体中の力が抜けて地底へひき込まれるような感 じで

２， ３時間もじっと椅子にかけていました。いつの間にか夕

闇が迫った室内に電灯 もつけず．， ぐったりとすわり込んでい

たのです。そのときふ と，一条の光がさし込むように， 「お

祈 りしよう，そしておわび しな くては」と思いつきました。

私はそのとき生まれてはじめて， 「天のお父様」 と呼びか

けて，心からお祈 りしました。祈っているうちに，何 とも言

えず気持が楽にな り，自分が許されてい くことがわかったの

です。まるで目の前にかかっていた幕が，ぱっとあけられた

ように， 自分が今までどんなに傲慢であったか，神様に対 し

て不尊であったか，はっきり知りま した。その夜はほとんど

眠れずに，宣教師の言ったことは真実ではないだろうか，神

様はほんとうに生きてい らっしゃるのではないか等と考え続

けました。

翌１２月１２日は土曜日で，主人が休みのため，昼前か ら買物

に出かけ，外で昼食をとることになりました。しか し昨日以

来のことが頭か ら離れず，そのことばかり考えていました。

買物を済ませ，食事をしているとき，急にひとつの考えが浮

かびました。きょうこれから帰 り道に， もしあのふたりの宣

教師に正面か らばったり会 ったら， 「私はお祈りを始めまし

た」とそれだけ言おう。私が改宗することは，あるいは家庭

を失うということになるかも知れないが，とにか く，それは

言わなければならないと強 く決心 しました。食事の後，ぶ ら

ぶ ら歩いて市電の停留所まで来て しまいました。 わずか２００

メー トル位の距離で， しか も人口百万の札幌市の真中で彼 ら

に会うことは， もともと無理で した。内心ほっとしたような

がっかりしたような複雑な気持でした。そのとき突然主人が

明治屋に寄って行こうと言い出 したのです。

その日は天気も良 く，師走の土曜 日の午後，クリスマスも

近いとあって街はたいべんな人出でした。信号を渡って す



すきのの方へ約２０メ→ トルも歩いたとき，私は思わず棒立ち

になりました。間違いなくあのふたりの宣教師が，こちらに

歩いて来るのです。私は我れを忘れてふたりの前に立ちふさ

がり， 「私はきのうは じめてお祈 りをしました」と大声で叫

んだのです。その瞬間，私の心はすっかり別なものになりま

した。まわりのすべてがばら色に輝いていました。大きな大

きな力が漁を しっかり包んでいるような安定 した静かな気持

で した。 「ああ，やっぱり神様は生きていらした．／」街の騒

音も，神を賛美する歌に変わっていました。私はこのように

して，神様から新 しい心をいただいたのです。

私の行 く道は決まりました。私はこんなに大きな力で導か

れたのだという感激で，それ以来夢中で勉強を始めました。

家庭集会 レッスンもまた一から始められたのです。その日以

来，信 じられないことが次々と起こりました。 「キリス ト教

にかぶれた ら大変だから」 と言って教会行きに反対 していた

主人も突然バプテスマを許 してくれ，皆に祝福されて， ６カ

月後の５月２３日，聖徒の群れに加えていただいたのです。

バプテスマの翌 日，すべてを手紙に書いて，両親に知 らせま

した。胸の中に溢れる程の幸福感と感激を，やむにやまれぬ

気持で便箋２０数枚に書き記 し送 りました。もう老い先のそう

長いとも思われない両親に，神様の福音を理解 してもらいた

い一心でした。ちょうど時を同 じくして，母が狭心症で倒れ ．

たとの知 らせがありました。血圧 も高 く，非常に危険な状態

でした。私は断食 して，毎朝毎晩お祈りしました。 「母がこ

の世にある間に福音を知 り，自由意志で受け入れることがで

きる機会をお与え下さい。 もしもう母にその命が無いものな

ら，私の残りの命から分けて母に与えて下さい」と言ってお

願い しま した。

３ヵ月が過ぎ去りました。その間小さな発作で苦 しんだ模

様で したが，そろそろ秋風の立つ頃だいぶ落ち着いたので，

病院で心電図をとったのです。そのとき主治医が初めの心電

図と比べて，看護婦に， 「これは別人のを間違えて持って来

たのでしょう？」と言 ったそうです。それ程症状は一変 して

良 くなっていたのです。医学的に説明がつかない程，心臓の

状態が好転 していたのです。神様は，実に私の祈 りをお聞き

届け下さいました。そして，私の再々のすすめでやっと両親

が重い腰を上げて，ふたりそろって教会へたずねて行ったと

いう知 らせを受けて， １週間目に，主人の転勤で私共はまた

東京へ住む ことになったのです。やがて家庭集会を受けるよ

うになった両親の もとへ，私は，レッスンの日をねらって訪

ねては一緒にお祈 りを したり，励ま したり致 しました。神様

の大 きな愛と導きをいただいて，ふたりはそろって， ４月 ２

日にめでた く第 ５ワー ド部でパプテスマを受けることができ

ました。私は第 ２ワー ド部に属 しており，ワー ド部は別です

が，同 じ信仰を持ち，お互いに最後の日まで耐えれば，次の

世でもまた同じ所で住めるという大きな希望をもってがんば

っております。私の場合，まだ家庭の事情が解決 した訳では

ないのですが，決 して希望を失わず，願い求め，信 じていれ

ば，必ず神様は最善の道で解決 して下さいます。私は，必ず

主人も共々昇栄できるよう，ふたりそろって神様の御もとに

参れるよう，人間の力の及ぶ限りの努力をし，また自分自身

を高めるようにがんばって行きたいと思っています。神様は

必ず私たちをお見捨てにならないことをよく知っているので

全 く不安はありません。

私たちの伝道活動

大阪 ステー キ部伝道部長

小 松 忠

昨 年 の １２月 ２４日， 安 息 日の集 会 を 終 え た ス テー キ部 宣 教 師

た ちは ，天 王 寺 駅 前 に集 ま り， 特 別 な伝 道 集 会 を 開 き ま し

た。 日曜 日の午 後 と あ って 多 くの 人 々が 耳 を傾 け ， モ ル モ ン

経 と讃 美 歌 を手 に歌 う ク リス マ スの メ ロデ ィ ーは ，人 々 の心

を な ぐ さめ ま した。 ２時 間 にわ た って モル モ ン経 を売 った り

コ ン タ ク トした り， 皆 楽 し く伝 道 しま した 。

現 在 ３０名 の ス テ ー キ部 宣 教 師 が 召 され て い ま す が， 皆 開 拓

者 の熱 意 を も って 一 生 けん め いが ん ば って い ます 。彼 らは，

自分 の仕 事 や学 業 を持 ち なが らイエ ス ・キ リス トの良 きお と

ず れ を宣 べ伝 えて いか な けれ ば な らない の で ， ほ ん と うに大

変 な こと もあ ります 。 しか しその犠 牲 と奉仕 に よ って 多 くの

証 と祝 福 が もた らされ る こと を知 って い ます の で喜 ん で働 く

こ とが で きます 。

１２月 の大 会 で， 清 水 伝 道 部 長 はす ば らしい メ ッセ ー ジ で励

ま して下 さ い ま した。 「こ の世 の 中 に福 音 よ り も大 切 な こ と

は な い の です 」 と話 され ま した 。 福 音 に 従 う こ とに よ って他

に得 られ な い幸 福 を得 る こ とが で き るか．らで す。 そ の道 を宣

べ伝 え る ことが で き る こと を ぽん と う に大 きな祝 福 と感 謝 し

て い ます 。

ス テー キ部 内 に は １００名 近 い専任 宣教 師 が ， よ く伝 道 して

下 さ って い ます 。 一 昨 年 は 「モル モ ン セ ブ ン」 ， 引 き続 い て

「モル モ ンフ レ ン ド」 と歌 の宣 教 師 の プ ログ ラ ムが伝 道 に大

きな助 け とな りま した 。 彼 らの 働 き に よ って紹 介 カー ドを た

くさん得 る こ とが で き ま した ので ， 今 後 の 伝 道 に 大 きな成 果

が期 待 され ま す。 今 年 は， ぜ ひ と もス テ ーキ 部宣 教 師 た ち の

手 で この よ うな プ ログ ラム を催 した い と考 えて い ます 。

ヒ ュー ・Ｂ ・ブ ラウ ン長 老 は， 数 年 前 に大 阪 で この よ うに

言 わ れ ま した 。 「今 ， こ こに い る若 い人 々が 将 来 ，指 導 者 に

な って人 々を導 くで し ょ う… … 。」 そ の 時 が今 ， この 関西 の

地 にや って きま した。 神 様 の御 手 が ， このす ば ら しい 日本 の

地 に置 か れ て い ま す。 ほ ん とう に神 様 は生 きて お られ ， この

末 日 に ジ ョセ ブ ・ス ミス の前 に現 われ た もう た ことを 心 か ら

証 い た しま す 。皆 様 と と もに この 日本 の地 に住 む 多 くの人 々

に私 た ち と同 じ喜 び を 分 け与 え るた め に， 力 を尽 く した い と

思 い ます 。

今 ， 神 様 の 御 業 が この 大 阪 の地 に 急画 こ伸 び つ つ あ り ま

す 。 私 た ちは ，「さ らに 努 力 し多 くの人 々 と この福 音 を 共 に し

た い と思 って い ます 。

９５
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私 の 証

鹿児島支部

山 下 兼 義

最 善 の 努 力 を した が試 験 に失 敗 した， 何 の落 ち度 もな くま

じめ に働 い て い た が， や め ざ る を得 なか っ た とか い う よ うな

こ とが 世 間 に は しば しば あ ります 。 そ うい う と き に世 間 の 人

は ， 「あ な た は最 善 の努 力 を した と い う けれ ど も， や は りま

だ 努 力 が足 りな か っ た の だ」 とか ， 「何 の 落 ち度 もな くま じ

め１に働 い て い た と い う けれ ど も， 上 の 人 か ら見 れ ば や は り足

らな い ものが あ っ た ので はな い か 」 と反省 を強 い られ ま す。

そ うい うと き， 末 日聖 徒 とな り種 々 福音 に つ い て教 わ った

今 の私 は， それ は神 様 の み こ ころ に よ って な され た の で あ る

とは っ き り言 う こ とが で きま す。 世 の 中 が複 雑 に なれ ば な る

程 ， 個 人 の 能 力 で ど うす る こ と もで きな い 問題 が増 えて き ま

す 。 確 か に幾 多 の 経 験 が そ うい う と きに も役 立 つ こ とに な る

の で す 。

終戦 の 頃 ，地 方 の工 業 学 校 に勤 めて いた 私 は，職 業 軍 人 だ

った 父 の影 響 か ら， 一 家 の生 活 の た あ に， また ス リル を 求 め

て た び た び職 を替 え ま した。 現 在 の会 社 に入 って か らも年老

い た親 を残 して転 勤 で きず ， 同 じ店 で 係 を 次 々 に替 わ って今

２回 目を ま わ っ て い ます 。

宗教 に お いて は， 親 の 代 か らプ ロ テス タ ン トの信 者 で， 私

も末 日聖 徒 と な る まで は， 日本 基 督教 団 に 属 す る教 会 の会 員

で ， そ の役 員 まで も して いま した 。 そ の私 が改 宗 し た の で

す 。

昨 年 夏 頃 よ りブ ー ムに 乗 って急 に職 場 が 忙：が し くな り， 残

業 で 朝 帰 りが続 くよ うに な りま した。 家 庭 生 活 が お ろそ か に

な り， 日曜 日 も出勤 しな けれ ば な らな い状 態 に あ って ，職 業

を 通 じて神 の栄 光 を あ らわす と い うプ ロ テ ス タ ン ト的 信 仰 に

疑 問 を 持 ち 始 め た の です 。 仕 事 に生 きが い を 持 て と言 わ れ て

も，生 産 か ら販 売 まで 一 貫 した 中 で の 仕 事 を や って い た 時代

な らと もか く， ベ ル トコ ンベ アー の 一 端 を担 う よ うな現 在 の

仕 事 の価 値 につ いて 考 え も しま した 。私 を 中心 に して ４人 の

係 の ３人 まで 辞 表 を 出 した 中 で ；皆 を な だ め なが ら仕 事 に取

り組 ませ て いま した 。 牧 師 さん に相 談 した と ころ， 神 の栄 光

を あ らわ す こ との で き 筍 よ うな職 業 へ替 わ る こと も止 む を 得

ま い とい う よ うな お答 え を い た だ い た こと もあ りま した 。

ち ょう どそ の 頃 ，宣 教 師 の方 々 の来 訪 が あ り， いつ の 間 に

か週 １回 の レ ッス ンを家 族ｉで受 け る よ う にな って い ま した 。

７ ヵ月 も レ ッス ンを受 けて い ま した が ， や っ と ８ヵ月 目に な

り， 遂 に モル モ ン経 を 読 み 始 め ま した 。 そ して ， パ プ テス マ

を 受 け， 日本 基督 教 団 の教 会員 か ら末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス

ト教 会 の教 会 員 に変 身 した ので す 。

私 の家 に最 も多 くお訪 ね くだ さ っ たス チ ュ ワー ト長 老 を通

して受 け た衝 撃 はす ば ら しい もの で した 。

ス チ ュ ワー ト長 老 は， た いへ ん よ く勉 強 して お られ ，人 の

心 の 中 を見 透 す 力 を も って い らっ しゃい ま した。 「あ な た の

好 き な聖 句 は これ で す ね 」 とお っ しゃ って ， ピ リ ピ人 へ の 手

紙 第 ４章 １３節 をお 示 しにな りま した 。 この聖 句 は， 私 の４０有

余 年 の信 仰 生 活 を 支 え て きた聖 句 で した。

ま た私 た ちが若 い 頃 ， プ ロテ ス タ ン トの あ る有 名 な 宣教 師

が 鹿 児 島 に見 え て生 活 の 目標 に つ い て講 演 な さ っ た こ とが あ

りま した 。

第 一 に精 神 的基 盤 を持 つ こと。 もち ろん イ エ ス ・キ リス ト

に仕 え る こ と。

第 二 に資 本 主 義 時 代 で あ る。 お 金 もな い が しろ にす る こ と

は で きな い。 経 済 的 基 盤 も必 要 で あ る。

第 三 に社 会 的 地 位 が なけ れ ば な らな い。 社 会 的 基 盤 も作 ら

ね ば な らぬ 。

私 た ち は， この ３つ の 基盤 の バ ラ ンス を と って生 活 して き

た こ とを 話 しま した と ころ ， ス チ ュ ワー ト長 老 は 「そ ん な に

お 金 が 必 要 で し ょうか ？そ ん な に地 位 が 必 要 で し ょうか ？」

そ の と き私 は ， 「命 もい らず ， 名 もい らず ，官 位 も金 もい

らぬ 人 は ， 始末 に困 る者 也 。 この 始 末 に困 る人 な らで は，鯉

難 を共 に して 国家 の大 業 は成 し得 られ ぬ也 。 され ど も斯 様 の

人 は風 俗 の眼 に は見 得 られ ぬ ぞ」 との西 郷 隆 盛 の言 葉 を 思 い

出 し， ま さか 異 国の 若 い宣教 師 の 方 か ら西 郷 さ んの 教 え を受

け よ うと は思 い も よ らぬ こ とで した。 まず 神 の 国 と神 の 義 と

を求 めれ ば す べ て は 解決 す る とい う こ とを その と きは っ き り

と教 え られ た の で した。

ス チ ュ ワ ー ト長老 に よ る導 きは， 私 た ちを 眠 らせ ぬ ぐ らい

心 の 中 を ゆ さぶ る ものが しば しば あ りま した 。 死 に 臨 ん だ よ

う な場 に あ って も， 神 の愛 は平 等 で あ り， 永遠 の生 命 を得 る

こ と こそ真 の幸 福 で あ る と， た じろ ぎの片 鱗 を も見 せ られ ぬ

こ とこ とに私 た ち は 目を みは るば か りで した。

私 は こ こに お いて 決 心 した の で す。 教 会 の役 員 の任 期 満 了

の ２年 後 改 宗 す る こ とで した。

しか し最 初 の 頃 ，訪 問 して くだ さっ た 田具 長 老 の い ら っ し

ゃ る柳 井 とス チ ュ ワー ト長 老 の い らっ しゃ る福 岡 の教 会 を訪

９６
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れ た とき， 私 た ち はそ こに ま こ とに福 音 が 生 きて い る こ とを

感 じた の です 。 １日 にお い て渡 辺 伝 道 部 長 ， ス チ ュワ ー ト長

老 が 別 の庵 件 で 鹿 児 島 に来 られ ， そ の折 り開 か れ た求 道 者 会

で伝 道 部 長 さ んの お話 を 聞 き， そ の夜 ， ２年 先 の 改 宗 が ２週

間後 パ プ テ ス マを 受 け る こ とに な った の です 。

１０月 ２２日早 朝 ， ４０有 余年 の信 仰 を捨 て， 新 し く末 日聖 徒 と

して生 まれ 変 わ るた め にバ プ テス マ を受 け ま した 。

波 は荒 れ て い ま した が ，真 暗 な空 の一 画 が ぽ っか りと開 き

星 が ひ と つ輝 くなか で 私 共 は念 願 どお りス チ ュワ ー ト長 老 か

らバ プ テ ス マ を受 け る ことが で きま した。

今 ，ふ りか え って み る と き， 神様 の愛 を しみ じみ と感 じて

い ま す。 最 初 バ ー デ ィ長 老 ， 田 具長 老 の ご訪 問が な けれ ば こ

の よ うな喜 び を得 る こ とは で きな か った こ とで し ょ う。 ラ ・ｆ

オ ン長 老 のす ば ら しい絵 で モル モ ン経 に親 しみ を覚 え， 聖 句

を 知 り， 西 条 長 老 は じめ多 くの 長 老 の方 々 の愛 と祈 りに支 え

られ ，牧 支部 長 の 熱 意 も相 まって この喜 び を得 る ことが で き

ま した。

また ，子 供 もフ ィル モ ア長 老 の 暖 か い導 きで ク リス マ ス の

朝 バ プ テス マ を受 け， 家 族 全 員 末 日聖 徒 とな る こ とが で き，

大 い な る祝 福 を感 じて い ます 。 私 共 は ， 神様 の大 い な る愛 と

御 恵 み に心 か ら感 謝 の祈 りを 捧 げ る もの で あ りま す。

これ らの こ とを尊 き御 子 イエ ス ・キ リス トの御 名 に よ っ て

証 致 しま した。 ア ー メ ン。

私 の 証

浜 松 支 部

石 井 丑 太 郎

青春の時代を過ごす中で人間の生涯についての疑問はいつ

も心を動揺させていた。そしてある時期は哲学をひもとき，

時には聖書を手に取 り，また教会の門を くぐることもあった

が，その疑問について解答を正 しく与えて くれるものは何ひ

とつなかった。従 って真の人間の価値，生 きがい，または幸

福について理解 し，自分を納得させることはできなかった。

そのような状態で人生の大半を昨年まで過ご してきた。そう

かと言って毎日の活動を怠ったというわけではな く，普通の

人間としての使命は果たしてきたことは偽りない 事 実 で あ

る。その中で，２０余年前の風水災のことを特筆しなければな

らないだろう。そのとき起きた山津波は，無惨にも我が両親

をはじめとする家族の生命を奪い去 り，人間の肉体の弱さを

目のあたりに体験 させた。 この悲劇は一生涯忘れ ることがで

きない。また今まで疑問を持ち続けてきた心に新たに死の恐

怖 を投げかけたできごとであった。こうした経験を経なが ら１

年を重ねる中で，何か特技を身につけることの必要を感 じて

いた。ある日突然，当教会宣教師がふたりで偶然にも我が家

を訪ねてきたので何気なく迎えた。幸い今まで心にこもって

いた疑問を遠慮なく投げかけ，ひとつずつそれについて話 し

合った。それから毎週のレッスンを重ねるごとに少 しずつ理

解でき，心のわだかまりを解いて くれるきっかけとなり，ま

た同時に前々より希望 していた英会話 も可能 となると考えら

れ，これに心を傾けた。 この偶然のことが我が生涯の救いの

第一歩となったのである。およそ２ヵ月余にしてバプテスマ

を勧あ られた。 しか しまだまだ我々は聖典の知識 もまたその

実践も未熟で，かつまた，疑問も残っているので少 し躊躇 し

た。そのとき宣教師は 「完全な人はひとりもいない」と言 っ

たので，不安はあったが彼に従った。 これが今月我々の第二

の救いとなった。我々は会員 となって日一日と安息日を重ね

２ヵ月程経ったとき，サタンの誘惑があって教会に通うこと

ができなくなった。 しか し神の助けがあって再び教会への導

きを与えられ，祝福を受けながら日ごとに少 しずつ成長する

ことができるようになった。会員となって半年経ってハワイ

神殿訪問の募集があった。

自分はその資格はなかったが，必ずそれまでにと心に強 く

誓い，これに申 し込んだ。そして神殿訪問による結婚の結び

固めの喜びと，真の人間の幸福への挑戦にいどんだ。もちろ

ん神殿訪問は長老の資格が前提 となるので，会員としてふさ

わ しい知識行動を一歩一歩積み重ね，神の導きによって毎日

の行動を続けていった。そして心からなる感謝と祈 りによっ

て毎日の活動の中に目標をおき，自らを律 しなが ら努力でき

る喜びを見いだすことができ，少しずつ証を強 く持てるよう

になってきた。こうした中で東京大会の日を迎え，長老への聖

任の途中，心にひ らめきを覚え，胸に熱湯を注がれたような

熱さを感 じた。果た してこれでよいのか，否，数倍 もの努力が

これか ら必要であるとひ しひ しと迫るものがあった。長老へ

の聖任とハワイ神殿訪問の二重の機会が与えられたことを心

か ら感謝 し祈りを捧げた。 これが第三の祝福となった。

それか ら日一日と過ごす人との交わりの中で，人を愛するこ

と，ねたまぬこと，感情に走 らぬ こと等の難か しさを認識 し，

そのつど神の力によってこれを実行に結びつける努力をして

いる。また我々が人間である以上時々遭遇する独善的態度を

しりぞけ，またそのような人を助けて真の人間の生活の改善

に役立たせるよう力を尽 くしたいと思う。 こうする過程には

苦痛と寛容等が伴うのか常であるが，忍耐とたゆまぬ努力に

よって少 しずつ克服することができる。多くの人々の上にも

このような導きがあるように祝福を願い，常に心を清 く保ち，

また神の戒めに従い， 「みたま」が我が宮居にましますよう

祈 りと感謝を捧げる毎日を過ごしたいと思っている。

ノ

劉
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